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厚岸町議会 平成２４年度各会計補正予算審査特別委員会会議録

平成24年12月７日

午前10時00分開会

●委員長（中川委員） 皆さん、おはようございます。

ただいまから、昨日に引き続きまして平成24年度各会計補正予算審査特別委員会を開

会いたします。

それでは、早速審査を進めてまいります。

初めに、議案第66号 平成24年度厚岸町一般会計補正予算を議題とし、審査を進めて

まいります。

第１条の歳入歳出予算の補正。

９ページの事項別明細書をお開き願います。

11ページ、歳入から進めてまいります。

進め方は、款、項、目により進めます。

９款、１項、１目国有提供施設等所在市町村交付金。

10番、谷口委員。

●谷口委員 おはようございます。

この交付金なんですけど、これ、一般的に考えれば固定資産税か何かと同じような考

え方でいいのかなというふうに考えるんですけれど、評価額みたいなものがあるのかど

うなのか、私、この制度でわかりませんけれど、今回減額になった理由は何なんでしょ

うか。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 今般、この基地交付金の交付の決定は、10月30日ということ

でお知らせがまいりました。ただし、その内容については一切公表しないということで

ございます。公表しないというより内訳を示されていなかったということです、その文

書には。

それで、これは総務省の予算になるわけでございますが、北海道を通じてこの通知が

まいりますので、早速、北海道のほうに、厚岸町が減額となった要因を照会していただ

きたいということで問い合わせいたしました。その結果、総務省のほうでは、その内容

については公表できないという返答だったということでございます。

私どもも、その辺については知り得る限りで分析しようと試みました。

この交付金の制度の中身なんですけど、質問者がおっしゃられるとおり、固定資産税

の代替措置的な性格を有しております。ただ、その部分は、国の基地交付金総額の７割

相当を固定資産税の評価額、各基地がある市町村の面積の価格、それから建物もござい

ますが、そういったものをベースにして按分するということでございます。その部分が
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７割。それから、その市町村のさまざまな財政需要等を勘案した中で特別の交付をする

というのが３割だということでございます。

それで、７割の部分なんですけど、矢臼別の演習場の周辺等の地価というのは、前年

度とは変わってございません。同額でございますから、固定資産税の評価額ベースでは、

減額する要因は我々はないものというふうに思ってございます。ということは、３割相

当の特別の需要の部分で下げられた可能性があるのではないかと。これは推測でしかな

いわけでございますけど、そういった状況にございます。

それで、さらに、道内には、この基地交付金を受けている町村が53市町村ございます。

そのうち浜中と別海にも問い合わせいたしましたが、同じように下げられておりますし、

24市町村が減額になっているという情報も得たところでございます。

いかんせん情報は開示しないということでございますし、我々といたしましても、北

海道の基地協議会を通じて、この予算については増額等を要望しているところでもござ

います。結果的には残念な結果になったということが現在わかっている範囲のお答えに

なろうかと思います。

●委員長（中川委員） 10番、谷口委員。

●谷口委員 聞いてみれば、そうすると７割はある程度根拠があるけれど、残りの３割は

そのときの気分次第というような感じに受け取れるんですけど、 近やたらに大砲の音

がばんばん聞こえるんですよね。そういう思い切り演習できる演習場というのは国内で

もそうないというふうに思うんですよ。そういう演習場を抱えている矢臼別演習場です

から、その辺についてはやっぱり強く国に申し入れをしていくということが大事ではな

いのかなと。海兵隊の問題はまた別ですけれど、特に大きな大砲等の射撃ができるのは、

この演習場がやっぱり一番だと思うんですよね。そういう点ではやはり、国に強く申し

入れをするということが必要ではないのかなというふうに考えますけれど、ひとつよろ

しくお願いしたいんですが、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 基地があることによるさまざまな財政需要と、それから町民

の皆さんの感情等も、この基地交付金の中で配慮した中での配分があるものというふう

には思ってございますが、今後とも、この厚岸町に置かれている特別な事情を強く国に

訴えていくということを通じて、この交付金の配分増を強く要望してまいりたいという

ふうに考えます。

●委員長（中川委員） ほかにございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進みます。
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13款分担金及び負担金、２項負担金、１目民生費負担金。

３目農林水産業費負担金。

14款使用料及び手数料、１項使用料、２目民生使用料。

４目農林水産業使用料。

５目商工使用料。

７目教育使用料。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、15款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負

担金。

２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金。

２目民生費国庫補助金。

３目衛生費国庫補助金。

４目農林水産業費国庫補助金。

６目土木費国庫補助金。

７目消防費国庫補助金。

８目教育費国庫補助金。

３項委託金、４目土木費委託金。

16款道支出金、１項道負担金、１目民生費道負担金。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） ２項道補助金、２目民生費道補助金。

４目農林水産業費道補助金。

３項委託金、１項総務委託金、３目衛生費委託金。

４目農林水産業費委託金。

５目商工費委託金。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 17款財産収入、２項財産売払収入、２目生産物売払収入。

18款、１項寄附金、１目一般寄附金。

８目消防費寄附金。

19款繰入金、１項基金繰入金、２目減債基金繰入金。

４目まちおこし基金繰入金。

20款、１項、１目繰越金。
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９番、南谷委員。

●南谷委員 20款、１項、１目繰越金でお尋ねをさせていただきます。

繰越金、昨日、税財政課長のほうから説明がございました。繰越金は、当初予算500万

円ですか、計上。６月の補正で2,289万円、９月補正が1,710万2,000円、そして今回１億4,841

万5,000円、合計の１億9,340万7,000円。当初、平成24年度に繰り越されたマックスが２

億5,696万4,000円でございますから、昨日も申しておりました6,355万7,000円が残ってい

るということで認識をさせていただきました。３月に各事業に充当されるという説明を

いただきました。

委員長、資金運用にかかわりますので、広がりますことをお許しをいただきたいと存

じます。

残り6,355万7,000円は３月に活用されるわけでございますが、これから一般財源は、

これだけではなくて、きっと財源不足を来すと思います。そうしますと、当然、交付税

対応となるのかなという判断をさせていただきました。

交付税につきましては、以前お伺いをさせていただいたところでございますが、確か30

億円ぐらいの数字を申し述べておられたと思います。４回に分けて交付をされておりま

す。11月分は、まず、いつ交付されたのか、お尋ねをさせていただきます。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 11月交付につきましては、11月19日に交付されてございます。

●委員長（中川委員） 南谷委員。

●南谷委員 大体予定どおり来たと推定をさせていただきました。

現時点での資金需要についてでございますけれども、11月に交付税も来ているし、今

回配付されました補正の数字を見ても順調に推移をしているという資金需要ではないの

かなと推測をしたのですけれども、ここに計上されていないので、短期借入金なんかは

どのようになっているのかお尋ねをさせていただきます。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 今年度の執行の中におきましては、幸いにして資金不足に陥

らなかったということでございまして、現時点において、短期資金の借り入れはござい

ません。

●委員長（中川委員） 南谷委員。

●南谷委員 そうしますと、私が心配したのは、マスコミなんかでも随分騒いでおったし、

若干遅れていたし、本当に、財政執行するに当たって、短期借り入れがどうなっている
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のかなと非常に懸念をしておりましたけれども、ただいまの答弁ですと、ことしは借り

入れがなかったということで、しっかり運営をされているなということで理解をさせて

いただきました。

今後も、国が解散等いろいろあるんでしょうけれども、財政運営にしっかり気を配っ

て、施政執行に当たっていただきたいと存じます。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 近は国が示す地方財政対策も目まぐるしく変わっておりま

す。そういった中で、そういった情報をいち早くつかみながら対応してまいりたいとい

うふうに考えます。

●委員長（中川委員） ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進みます。

21款諸収入、６項、１目雑入。

15ページ。

22款、１項町債、３目衛生債。

９番、南谷委員。

●南谷委員 済みません、ちょっとフライングしたな、俺。今は３目。済みません、４目

でやりたいんですけど。

●委員長（中川委員） ３目衛生債。

４目農林水産業債。

南谷委員。

●南谷委員 ４目農林水産業債でお伺いをさせていただきます。

林業債がマイナス1,170万円に計上されております。これは、50ページの造林事業費、490

万円ですか、50ページのほうを見たんですけれども、昨日も説明が若干50ページのほう

ではあったんですね、この事業の関係で。ただ、資金運用について、ここではマイナス

の1,170万円が計上されているんですけど、私が調べた限りでは、なかなかよく理解がで

きなかったものですから、確認をさせていただきたいと思います。

50ページの環境政策課、造林事業、国が36万8,000円のマイナス、道が319万8,000円、

そして地方債がマイナス1,170万円、ここに計上されているんですけれども、一財が1,377

万4,000円計上されております。昨日の説明ですと、確か、聞き違いかもわかんないんで

すけども、震災復興税の充当というような説明だったと理解をさせていただいたんです

よ。私は、震災復興税の充当というのは初めて聞いたものですから、今回、厚岸町に震
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災復興税の関係でどのような数字が入ってきているのかな、これだけなのかどうなのか、

震災復興税について、もう少し詳しい説明を求めます。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） ご質問者の内容は、これは平成23年度に交付された部分を差

しているんだというふうに承知させていただいた上でご答弁させていただきます。

震災復興特別交付税につきましては、３月の下旬に 終的な交付がされたところでご

ざいます。

その内訳といたしましては、カキ、アサリの災害復旧事業、これに充てる分として１

億3,869万1,000円でございます。それから、今般計上させていただいております造林事

業分、これは、平成24年度の事業に充てるということで交付されたものでございます。

これが1,355万7,000円でございます。それから、震災を受けて、災害の廃棄物の処理と

いうケースがかかってございますので、その部分の処理分相当ということで430万2,000

円。それから、税上の減収部分もあるということで、自動車取得税の交付金の減分とい

う名目で５万6,000円入ってございます。総額１億5,660万6,000円という交付になったと

ころでございます。

●委員長（中川委員） ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めます。

６目土木債。

７目消防債。

10目臨時財政対策債。

10番、谷口委員。

●谷口委員 この臨財債なんですけれど、この仕組みをちょっと簡単に教えてください。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 臨時財政対策債は、平成13年度から創設された制度でござい

まして、これは、もともとは普通交付税で交付すべき額というふうに位置づけられてお

ります。その部分のうち、いわゆる国税５税の一定割合が地方交付税の配分する財源と

なるということで法律で規定されているわけでございますが、国が定める地方財政計画

を達成するためには、その法定５税分の法定率分の国税分だけでは間に合わないという

ことで、いわゆる赤字国債を発行した中で、その財源を補填してきていたということで

ございます。

それが、平成12年まではそういうことだったんですが、国も、いわゆる借金が膨大に
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なりつつあったということで、その部分を抑制をかけたいという意図で、国の赤字地方

債を発行する部分を減らして、かわりに地方が臨時財政対策債というものを発行して、

その部分を補っていただきたいということで見直しが行われたものでございます。

ですから、その償還に当たっては、いわゆる交付税でもらうべきものでございますか

ら、100％を、翌年度以降の償還があった部分を普通交付税の基準財政需要額に算入する

ということで、その部分は担保しているという制度になっているところでございます。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 それで、結果的には借金を地方にさせて、その分は後から交付税で見ていき

ますよというふうになっているんですけど、これには限度額というのはあるんでしょう

か。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 各市町村ごとに発行限度額というのが計算上出てまいります。

これは、国から示される額でございます。今回計上させていただいているのは、その発

行限度額というか、表現的には可能額という表現になっていますけれども、限度額と言っ

てもよろしいのかと思いますけれども、そういった額で示された額を今回計上させてい

ただいていると、いわゆる当初予算との差額を計上させていただいているという内容で

ございます。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 今、あちこちから聞いていると、限度額に達していない自治体がたくさんあ

るというふうに聞いているんですけれど、厚岸町はそうすると、臨財債については限度

額いっぱい、課長のお言葉で言えば可能額いっぱいを利用したというふうに考えていい

んですね。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 委員おっしゃるとおり、今回の計上はそのような内容でござ

います。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、歳入を終わります。
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歳出に入ります。

１款、１項、１目議会費。

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費。

９番、南谷委員。

●南谷委員 ２款総務費、１項、１目一般管理費でお尋ねをさせていただきたいと思いま

す。

委員長、予算計上されておらないんですけれども、0200500、文書更正の関係でどうし

ても早期に対処すべきと考えますので、広がりますけど質疑をお願いいたします。

●委員長（中川委員） はい、どうぞ。

●南谷委員 ありがとうございます。

今定例会に定期監査報告書が報告されました。私も、この定期監査報告書を読ませて

いただきまして、実は衝撃を受けました。

総務課長、４ページを見たと思います。ちょっと読ませていただきます。

総務課。

提出された277冊の簿冊のうち、一部に年度または暦年表示の差誤と、一部の長期保存

文書に鉛筆書きの記載が散見された。また、一部に表紙、目次の欠落した文書が見受け

られたので、適切に事務処理を願いたい、こう記載されております。

税財政課長、あなたのところは厚岸町の財政をつかさどっております。規則や期日、

こういうものにきちっとしなければならないところだと私は思います。

教育委員会管理課長、あなたのところは厚岸町の教育行政全般にわたって指導する立

場にあるところだと思います。

きょうおそろいのスタッフの皆さん、この監査報告書、体育振興課以外、全箇所にこ

れが記載されております。私も唖然としました。ことしだけではないんですよ。昨年の12

月の定例監査報告書にも、全部ではないんですけど記載されております。

私は以前、やっぱり監査報告書というものを真摯に受けとめるべきだという発言をさ

せていただきました。ところが、全部の課、体育振興課は教育委員会に所属するから記

載がないんですよ。あとは全部記載されていますよ、皆さん。どう捉えていますか。こ

の１年間、どのような監査指摘に対して対応されてきたのか、唖然とさせていただきま

した。いかがですか。

私は、少なくても信頼足り得る職員の皆さん、町民から付託に応えるべきしっかりと

した、やはり体制で臨まなければならないときだと思います。国や経済の状況、非常に

不安です。そして、職員の人数も削減されております。ですから、それぞれ皆さん汗を

流して一生懸命やっているのですよ。皆さん優秀な職員だと私は信じていますし、頑張っ

ていただける。

朝だって毎日、課長のほうからミーティングをされております。私は大変いいことだ

と思っているんですよ。ですけれど、やはり、かつて私はホウレンソウ効果の話をさせ

ていただきました。やっぱり上から、課長まで届いているかもしれません。直っている
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課もあるんですよ。でも、全体として全部載っかっているんです、これ。依然としてやっ

ぱり、テレビで見ている職員の皆さんもいると思うんですよ。少なくてもこの監査報告

書に記載されている内容は、他の課のことも厚岸町一丸となってやっていくんだという

ことでは、係長までは通っているかもしれないけど、本当に入ってきた若い人たち、そ

れぞれ皆さんが、きちっと、皆さんの指導がなっていないからではないですか。やはり、

もっと優しく繰り返して、これを詰めていかなければ私はならないと思うんですよ。もっ

と、やはり繰り返して、現実に１年間、監査報告書に記載されるべき内容では私はない

と思うんですよ。それが前年度の、あえて代監だって苦渋の思いで記載したと思うんで

すよ。ところが、ことしは全課ですよ。

くどくどあれはいりません。改善されればいいことでございますから、今後どうされ

るのか、やはりもっと若い人にも、きょうそろっている皆さん方が、やはり自らきちっ

と繰り返して指導していく体制というのは、指導は大事ではないでしょうか。本当に、

私は、優秀な皆さんだと思っているし、信じていますから、ぜひ若い人を育てるという

意味では、むしろ皆さんの指導力に期待をしているわけで、エールを送りますから、しっ

かり頑張っていただきたいと思いますが、いかがですか。

●委員長（中川委員） 副町長。

●副町長（大沼副町長） 大変厳しいご指摘をいただきましたけれども、総体の評価につ

きましては、監査委員室におきまして、私が直接指導を受けさせていただきました。こ

ういう厳しいご指摘を１年で解消できなかったというのは大変残念に思っておりますし、

申しわけなく思っております。

早速、その指摘を受けた事項につきましては、過日の管理職会議におきまして、改善

の指示をさせていただきました。これは昨年も実は行っておりまして、改善されていな

いというのは大変残念に思っております。

文書管理規程では、 終的には課長がきちんと管理・監督するというふうにうたわれ

ております。定期監査にかかわって、監査委員に文書等の提示をする前に、必ず課長等

が文書を確認をして、その上で監査を受けるようにと。

実務的には、今、南谷委員がおっしゃられたとおり、比較的経験年数の浅い職員が編

さん作業に当たっております。したがって、文書管理規程全てをきちっと習得できてい

ない部分もあるのかなというふうなことを、その管理職会議でも言わせていただきまし

たけれども、それを管理・監督する人間がきちっと精査をしないと、こういうことはずっ

と続くのではないかという話もさせていただいております。規定に従った文書の編さん、

保存、これを徹底してまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

●委員長（中川委員） ９番、南谷委員。

●南谷委員 私は、上から指示をしたからこれを直せばいいということでは解決しないと

理解をしております。と申しますのは、ともすれば、優秀な皆さんですから、課長なり

にきちっと指導していると思うんですけれども、命令するだけでは解決しないんですよ。
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今日、パソコンやインターネット、非常に情報なり長期保存のものも時代が変わって

きています。ですけれど、新しく職員になった皆さんに、やはりどう対応していくのか

という部分で、私は少し欠落しているのではないのかなと。時代が変わった、私たちの

時代は文書しかなかったんだけども、インターネットとかパソコンで処理をしなければ

ならない時代に、やっぱりそういう時代に合った、新しい世代の人たちに、どう管理職

の皆さんは、これだけではなくて、私が心配するのは、たかだかこれだけの話でこうい

うふうになっているわけだから、ほかの業務はどうなんだろうと疑心暗鬼になるわけで

すよ。やはり、みずからがどういう方法で職員の皆さんと連携をとれるのかということ

をいま一度考えていただきたいな、むしろ入り込んでいただきたい。命令するだけでは、

私は解決しないと思いますが、いかがですか。

●委員長（中川委員） 副町長。

●副町長（大沼副町長） これまで新規採用職員の方たちには、組織内の研修として毎年

２回ほど、年度の初め、入庁されて間もなくのころ、それから６カ月を過ぎて10月に研

修をさせていただいております。これは、２日ないし３日かけて研修をさせていただい

て、その研修項目の中に文書の扱い方、これも実は含まれております。ただし、それに

要している時間が２時間程度ということで、文書の起案の仕方、あるいは編さん、保存

の仕方ということも研修の中で実施をしてきております。これは、これまでのそういう

監査委員さんからの厳しいご指摘等も踏まえて、そういう研修項目を設けて実施をして

まいってきておりますけれども、なおそれでは不足だというような状況でありますので、

もう少しこの研修の内容も考えて、指摘がないような体制を構築してまいりたいと、そ

のように考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

●委員長（中川委員） ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めます。

19ページ。

３目職員厚生費。

４目情報化推進費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 一般質問のときにもちょっと触れたんですが、ホームページのことについて

ちょっとお聞きします。

ホームページにいろんな情報が載っていますよね。この掲載につきましてはあれでしょ

うか、まず第一義には町民に見てほしい、利用してほしいということで掲載するんでしょ

うか、それとも、こういう情報について町は公表しているのかと言われたときに、いや、

ちゃんとホームページに載せてありますというアリバイづくりのために載せているんで
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しょうか、まずその意図についてお聞かせいただきたい。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） お答えをいたします。

まずは町民に対して、それと、町外の方にも含めて、厚岸町の行っていること、事業

等について公開をさせていただいている次第でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 いや、当然そうだと思うんです。

それで、そういう意図のもとに作られているホームページだということを前提にして

お聞きいたします。

まず、今回も防災の問題で、ホームページを利用する人は命にかかわるということを

申し上げました。要するにホームページに掲載されている情報の管理が実にいい加減だ

ということなんですよ、更新を含めて。そうとしか言いようがないんです、あのホーム

ページの画面を見ていると。

前にも私、何回かホームページの話をしているんですけど、私以外の議員の方もやっ

ていますが、一番新しいところで平成23年の９月７日の議会でも私はこの問題を取り上

げております。そのときにもいろいろな情報について、たどり着くことができないとい

う話をしました。７段、８段奧まで入っていかないと目的にたどり着けない。検索を見

ても、そんな単語は出てこないと、そういうようなものがありました。

今、そんなものを一つ一つは言いません、この前指摘したんですから。でも、指摘し

たもの自身が直っているかどうかは別にして、そういう基本的な姿勢というのは何も変

わっていないですね。

例えば、「届出・証明」というのがあるんですよ、くらしのガイドに。それを開くと、

町民課関係の届け出や証明に関しては出てくるんです。でも、町民の目から見たら、税

関係だって農林関係だって何とか関係だって、全部届け出や証明です。だけども、ホー

ムページに掲載している人たちは、自分たちの管轄、掌握事項、所管事項、それから考

えていくんですね。

「出たい人より出したい人を」というのがひところ選挙の標語でありました。見せた

い情報よりは見たい情報を載せてほしいのが町民の切なる願いだと思うんです、高い税

金をかけて作っているんですから。ところが、相変わらずそういう状況だ。

この点に関して、どういうふうな改良のための方策を平成23年の９月に指摘された後

にやっていますか。言われたとこだけちょこちょこっと直しただけですか。それも全部

直っているかどうかという話もあるんですが、いかがでしょう。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） お答えさせていただきます。
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昨年、平成23年９月、さらには平成24年３月のときにも若干の指摘を受けております。

昨年の９月以降、庁内の各所管課に通知を出しまして、それぞれの所管すべき事項に

ついて、さらにこのような指摘を受けないようという形で通知をさせていただいて、そ

れぞれ所管するところで改善を図ったところであります。

全体的には総務課で管理をしているわけでありますけれども、それぞれのページにつ

きましては、総務課で内容まですべて把握することは、これでいいのかどうかというと

ころまでは難しいので、それぞれの所管に任せているところでありますけれども、昨年

から含めて、その改善を図ってきていることは事実でございます。

また、そのときの指摘の中で、外部の意見も聞くべきではないかということのご指摘

もいただきました。また、さらには厚岸町のホームページに対する外部評価ということ

もいただくべきではないかということも含めて検討し、情報化推進協議会というものを

平成24年の初めに設けまして、外部の意見もお聞きしながら、外部評価につきましては、

それぞれのページごとに、今、各自治体のホームページの中には、このページが役に立っ

たのか立たなかったのかという評価をしているホームページもありますけれども、ここ

は逆に、厚岸町にとって、簡単な評価方法によると、いたずらをされるおそれもあるの

ではないかということで庁内で検討をさせていただきまして、意見、要望という形で、

それぞれのページごとに評価をいただくというような方法をとらせていただいたところ

でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 何か、改善のためのいろいろな方策、仕掛けを作ったというお話ですが、そ

れが効果はありましたか。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 先日、委員からご指摘をいただいた防災関係のページ、これに

ついてもご指摘を受けております。また、逆に、厚岸町の、これは更新がされていなかっ

たことについては、先日おわびを申し上げた次第ですけれども、このホームページにつ

いては、防災のページに関しては、他の町村に比べると大変見やすいという評価もいた

だいておりまして、今のところ町のホームページに対するご指摘という部分については、

少ないんですけれども一定の評価は得ているものということで考えております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 褒められる話だけは目につくけれど、耳に痛い話は耳に入らない。裸の王様

という童話がありますよね。

とにかく、今回の、私がちょっと見ただけでも、あれだけの大きな結果をやっていな

がら、いやいや、うちのホームページは立派なんですよという神経は大したもんだと思

います。これは尊敬に値しますな。
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要は、何を作っても、紙の上だけの組織を作って、「やあ、いいですか」、「いいですよ」、

それで終わりましたというのでは意味がないですよ。本当に町民から使いやすいホーム

ページになっているのかどうか。やはり、町民のレベルまでおりていって、大所高所の

えらいところに座っていないで、見ていく必要があると思うんですよ。非常に、いろん

な証明だとか、そういうものでもって、今朝、ちょんとやってみましたけれども、行け

ないですよね。たどり着けないですよ。結局、全部あなたたちの業務の管轄を前提にし

てやっているからなんだ。

今、証明の１点だけで言いますけども、証明とか届け出といったら、それだけで庁内

のものを全部載せればいいわけでしょう、そこに。あるいは、あいうえお順の検索を作

るとかね。そうしておけばやれるんですよ。

あなたたちは、自分たちの業務はプロですよね。１日24時間、そのことについての頭

を働かせています。そして、それだけの報酬も給料ももらっていると。プロですよ。だ

けども、町民はそんなことは知りません。届け出といったときに、これは何課の管轄で

すなんて、そんなことは知りませんよ。そういう感覚できちんと作っていかなかったら、

一般町民向け、ましてや町外の人に対しても親切なホームページなんて言えないでしょ

う。しかも、今回見るというと、更新が甚だもっていい加減なことをやっている。

それで、今聞いていると、各課が全部自分のところを見ているんでしょう。そして、

総務課がそれを統括しているんでしょう。防災は、たしか総務課の管轄じゃなかったで

すか。そこのところでそういうことをやっているんですよ。大もとがそうでもって、ほ

かのところがちゃんとできていると言えますかね。大変に大きな問題を抱えている。そ

して、それがやや褒められているんですよと、質問に対して堂々と胸を張って答えてい

る。私は、基本的なところで何の反省も持っていないんじゃないかと。今後、私が幾ら

言ったって、これは直る可能性はないなと今思いました。

先ほどの議論を聞いていると、監査委員が指摘したものだって１年かかってもちゃん

と直っていないという話がありましたから、私のような一ぺいぺい議員が幾ら申し上げ

たって、そんなものは聞きおく程度で終わるんだろうと思いますけれども、それではもっ

たいないですよね。やはり一から考え直していただきたい。そして、町民の苦言を引き

出すような、いわゆる第三者委員会を作ってもらいたいのです。「これでどうでしょうか」、

「ああ、結構です」、「発言ありませんか」、「はい、ありません」、「以上で終わります」

というような会議を幾ら開いたって意味ないですよ。いかがでしょう。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 本当に、昨年もそうでしたけれども、大変厳しいご意見をいた

だいたと思っております。

先ほどの監査の報告でもありましたけれども、庁内組織を立ち上げさせていただきた

いと思います。できる限り町民の見やすい形で、しかも、先ほど委員のほうからも、ご

意見として受けとめさせていただきますけれども、「届出」というところだけで全ての町

内の届け出が見られるようにという形での作成をしていきたいというふうに考えており

ます。改めて、全課にわたる縦組織ではなくて、横のつながりの中でホームページを再
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度構築していきたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。

●委員長（中川委員） 室﨑委員、よろしいですか。

ほかに。

10番、谷口委員。

●谷口委員 防災無線と、それからＩＰ告知端末、あのことなんですけど、連絡する時間、

防災無線だったら朝と夜かな、場所によって何か時間が違うという話も聞いているんで

すけど、そういうふうになっていますよね。それから、ＩＰ告知のほうは、町民に対す

る連絡というか、そういうものというのは何か時間を区切ってやっていくようなシステ

ムになっているんですか、それとも、急に何かあったときに何かを知らせる、そういう

システムになっているんですか。その辺はどういうふうになって、何か急に一緒に、放

送というか、そういうものがあるときがあって、どっちを聞いたらいいのかというよう

なこともたまにあるんですけど。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 防災行政無線についてもＩＰ告知放送についても、平常時につ

いては一定の時間を決めて、それぞれお知らせをしております。ただし、緊急時、この

場合については一斉に放送される場合もあります。これは、町民の皆さんに緊急に周知

しなければならないと、この場合については、防災行政無線だけではなくて、それぞれ

が補完し合う形の中で、ＩＰ告知放送、それぞれ同時に放送される場合もございます。

ただし、少しでも混乱を招かないように、若干の時間はずらしているつもりではあるん

ですけども、たまたまそれが一緒になるということもあるかと思います。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 聞きやすいというか、そういうことも考慮してほしいんですよね。テレビは

鳴っているわＩＰ告知は鳴っているわ防災無線、どの音を聞いたらと、慌ててテレビを

とめようとしても、そのときは今度、リモコンが見つからないというようなことがあっ

て、テレビまで行って消している間に放送が終わってしまうというのでは、やはり困る

んですよね。

それから、ＩＰ告知のほうは、その時々で、何か急に連絡が、あれはあるのかな。私

がいるときに、10時かそのあたりで１回何かあったりする日があるんですけれど、通常

的にはこういう時間に、連絡事項があれば、その時間に告知放送というかそういうもの

がありますよとか、それから、緊急の場合はそういうふうになりますよということをやっ

ぱりきちんとして、知らしめてほしいなというふうに考えるんですよ。そのあたりをし

なければ、結果的にどちらかが軽視されてしまっては、やはり困ると思うんですよね。

やっぱり年配者、私もいい年なんですけど、そういうふうに言われる方が結構いるんで

すよ。そのあたりもやっぱり、今どうなのかということも調査をしながら進めていって
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ほしいなというふうに思うんですけれど、いかがでしょうか。

それから、もう一つ、12番委員の尻馬に乗るわけではないんですけれど、私もインター

ネットについては、非常に、２、３年前に大幅に相当の資金を投入して新しいホームペー

ジを作ったと。それで、美しく、きれいにはなったんですよね、表紙を見ると。しかし、

これが必要かというのもあるし、それから、わかりづらいというのも依然としてあるん

ですよ。何というんですか、ツイッターか何かというんですか、ああいうものというの

は必要なんでしょうか。誰がつぶやいているのかわかりませんけれど、自己満足のつぶ

やきだったら、やる必要はないんでないのかなと。それより町長が、こういうことを、

きょうはいいことがありましたというようなことを載せるのであれば、それなりの効果

があるんですけど、顔も分かんない人が、何をこの人は思ってつぶやいているのかわか

らないような、あれだってお金かかるんでしょう、それなりに。まさかただなんですか、

あれ。だけど、それ自体は町のホームページであるし、見るほうにすればそれなりのも

のなんですよね。

そうすれば、やっぱり、先ほどの質疑にもありましたけれど、やっぱり今、ホームペー

ジがどうなっているのか、そして、それが使いやすいものになっているのか、あるいは

申請書でも簡単にダウンロードができるようになっているのか、どこに問い合わせをす

ればわかりやすくなっているのか、そういうものも、各課ごとにいろんな施設を持って

いるわけですから、そういう、きめ細かいというか、かゆいところにまで手が届くとよ

く言いますけれど、もう私、だんだん届かなくなっているんですけど、そういうことが

やっぱり、自治体の仕事として大事ではないのかなというふうに考えますけれど、いか

がでしょうか。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） まず、前段のＩＰ告知と防災行政無線の部分ですけれども、緊

急の部分については、あくまでも防災行政無線ということになるかと思います。それを

補完する形でＩＰ告知ということを使っております。

ＩＰ告知については、以前にも他の委員の方からご指摘を受けておりますけれども、

何回か見ることができます。その後、帰ってきてから、きょう、どういうような放送が

あったのかということも見ることができます。ただし、これはお年寄りの人たちにはな

かなかわかりづらいということもありますので、この部分については広報等で、何時と

何時に定時放送がされてという部分も改めて皆さんに周知をしていきたいというふうに

考えております。

また、後半の部分のホームページのご指摘については、先ほど室﨑委員のほうにもお

答えを申し上げましたけれども、改めて庁内の中で組織を立ち上げて、もう一度、わか

りやすい形で、しかも、どれが必要でどれが不必要なのかということも含めて検討をさ

せていただきたいというふうに考えております。

●委員長（中川委員） 谷口委員。
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●谷口委員 ホームページのあれは、やっぱり、庁内だけの意見ではだめだと思うんです

よ。町民に、やっぱり見たことがありますかということを問いかけをして、その中で、

見たという人がどんな感想を持ったかどうか。どうしてほしいとか、そういう意見を吸

い上げなければ、やっぱり上から目線なんですよ。その辺をやっぱり十分吸い上げて、

そして改善をしていくというふうにやっていただきたいなというふうに思うんですけれ

ど、ただ庁内だけではだめだと思いますよ。いろんなところでホームページを持ってい

て、よかった、悪かった、何か拍手したりしているのもあるけれど、それは、そういう

ことを専門に、好きな人がやっているんであって、一般の町民がアクセスしてみて、あ

あ、このホームページだったらいいなと、厚岸を自慢できるなというようなものに変え

ていく努力が必要なんですよね。俺たちがやったよと、だから見ろではだめだと思いま

す。そのあたりについて、さらに検討していただきたいなと思いますけれど、いかがで

しょうか。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 担当者としては、ホームページが 高のものでありたいという

意識はいつも持っております。

いかんせん、厚岸町のホームページについては、８割から９割の方が町外の方という

特殊事情もございます。ただし、１割、２割の方は厚岸町のホームページを、町内の方

も見ていただいているということもあります。ですから、これは先ほど情報化推進協議

会というものを立ち上げさせていただきましたけれども、この中だけではなくて、その

他町内の方々の意見が集約できる形を改めて検討させていただきたいと、その中でホー

ムページ改善を図っていきたいというふうに考えております。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

４目の情報化推進費、ほか、ございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めます。

５目交通安全防犯費。

６目行政管理費。

７目文書広報費。

８目財政管理費。

10目企画費。

11目財産管理費。

12目車両管理費。

２項徴税費、１目賦課納税費。

27ページ。

２款総務費、３項、１目戸籍住民登録費。



- 25 -

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 全国連合戸籍住民基本台帳事務協議会というのがありますね。厚岸町もこれ

に入っていると思うんですが。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） お答えいたします。

これは全国の市区町村で入っておりまして、厚岸町ももちろん入っております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 本年、平成24年11月26日に、この協議会が国に対して要請を出していますね。

その内容について説明してください。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） お答えいたします。

新聞にも掲載されていたかと思いますけれども、11月26日付で法務大臣に対しまして、

犯罪人名簿の調製に係る事務の法制及び取扱基準の作成について、これを要望しており

ます。

内容ですけれども、半世紀以上にわたりまして本協議会から国に対しまして要望を行っ

ておりましたが、これまでの国の回答は、本要望に係る事務は、地方自治法上の自治事

務であると承知しており、答えられないというものでありました。協議会の意向とは、

ずっと平行線をたどっている内容でございました。

このため、このような状況を改善していくために、本協議会において、平成24年度の

本案件に関する要望について、これまでよりも強固な姿勢を示しまして、従来の要望書

とは別の形で、自治事務であることを根拠に、法的整備は不要という従来主張が繰り返

されるようであれば、本協議会は、各地方協議会との連携のもと、市区町村が実施すべ

き犯歴事務を選挙人名簿の調製に必要な 小限の範囲として、資格調査のための犯歴照

会に応じないことも視野に、抜本的な見直しと全国統一の取扱基準の策定に取り組んで

いくとした文言を組み入れて、法務大臣に対しまして要請を行っております。

それで、要望の内容としまして、一つ、自治事務、法定受託事務のいかんにかかわら

ず犯歴事務の法的整備を図り、同時に全国統一の取扱基準、事務処理要領を策定するこ

と。一つ、上記要望が実現不可能な場合は、法令に基づく資格調査のための犯歴照会は、

国の機関において統一的な対応とすることという内容の要望を行っております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 これは、平成24年11月27日の朝日新聞なんですが、そこでは「犯歴照会法整
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備、市区町村が要請」。そして、副見出しとして、「国に、応じないなら拒否」というふ

うに出ております。これは間違いではないですね。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） 間違いございません。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 それで、この非常に長い名前の協議会ですが、この協議会は、この要請が、

国がきちんと全国統一基準を作らないならば、犯歴照会については拒否しますよと。公

職選挙法だけはちょっと例外にしているのかな。それ以外では拒否しますよということ

を明確に打ち出したわけです。

厚岸町はどのようにいたしますか。厚岸町の見解を明確にしてください。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） 厚岸町といたしましては、全国の協議会の方向に沿っていく意

向でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 もう一度確認いたします。

全国の協議会は、犯歴照会の法整備ができない限り、犯歴照会については、公職選挙

法を例外として、この照会には応じないということを打ち出しました。厚岸町もそれと

同じく、公職選挙法の関係は別にして、犯歴照会には応じないという態度をとるという

ことですね。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） 委員おっしゃるとおりでございます。

●委員長（中川委員） ここで、ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めます。

４項選挙費、１目選挙管理委員会費。

８目海区漁業調整委員会委員選挙費。

５項統計調査費、１目統計調査総務費。
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６項、１目監査委員費。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 今回、緊急時の問題をいろいろ聞いたんですが、時間もなくてそんな話にま

では行けなかったんですけれども、ローマ字で、英語の頭文字だから私ちょっと、覚え

ていたんだけど、もう忘れてしまったんですが、ＭＤ何とか、ＤＭ何とかというのは、

緊急の場合、災害時の場合のために特別に訓練された医療チームというのを今、国では

作っていますよね。そして、それに行っているんです。いや、その話はいいんです。

それで、医療に関しては随分いろんな体制ができてきているんですよ。ところが、介

護の部分に関しては、余りそういう話を聞かないんですよね。

今回、私、津波が来るよというとき、来た一昼夜、その後の１週間というふうに分け

ました。町長の答弁は、１週間に限らずというふうにおっしゃったんだけど、何で１週

間にしたかというのは、実は多少の私なりの意味があったんです。それは、本当は、ま

ず３日なんですよね。それから１週間なんです。３日というのは、72時間の壁というの

があるんですよ。いわゆる瀕死の重傷を負ったような方を救い出す生存率というのは、72

時間を超えるとがたんと下がるんです。それから、１週間というのも、また一つ、今回

の大震災で見られた一つの壁なんです。それは、外部からいろんなものが入ってきて、

動き出すものがスムーズになるのに大体１週間かかるんです。そうすると、１週間は厚

岸町で、みんなで持ちこたえなきゃならない。特に孤立したようなところは生き延びな

きゃならないという１週間があるんです。

今、その全体の話をするわけじゃありません。そのときに、普段から介護を要する人、

あるいは結構な病気で在宅の方、あるいは、そのとき具合が悪くなってしまった方、い

ろいろあると思います、お年寄り、それから障害者の方。そういう緊急的な、救急医療

を要するところまではいかないけれども、いろいろな意味で援助が必要な人、これを大

きく介護というふうに今はくくって言いますけども、そういう人たちに対する、そのと

きどうしようかという体制づくりということを、今ここで、いや、こうやります、ああ

やります、全部答えが出ていますなんていうことは、私は期待しておりません。それが

できたら大したものですからね。これは全国的にできていないわけですから。ただ、ど

ういうような検討がなされているのか、これについて、こういうようなことを今は考え

てやっていこうとしているんだというようなものがありましたら、まずそれを示してい

ただきたい。

実際に家庭で介護している人やそういう方は、物すごいそういう点に不安を持ってい

るわけです。それで、よろしくお願いしたいんですが。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） この件につきましては、今後、町の体制整備が求められる

ところだというふうに私どもは認識しておりまして、現実的には、大規模な災害が発生

した場合は、現在スムーズに動いている障害福祉サービスの事業者提供のあり方がまず
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崩壊すると思います。ただし、それにあっても、常時介護、あるいは随時介護する人は、

その介護を求めるという状況で、町でどうしようというふうになるということが想定さ

れるわけです。

そこで、現在、地域包括ケアシステムという中を検討中でございますけれども、民間

事業者も、まず命、逃げることは大事になりますが、３日、４日たつと、落ち着いた時

点で、一刻も早く、事業者の責務、あるいは役割として、通常の障害福祉サービスによ

らない介護の提供というか、そういったものも国のほうから、町村と連携をとるように

ということを求められております。私どもも、そういう一環で町内の事業者の理解を求

め、考えていかなければならないなということが１点でございます。

もう１点は、町内にはいろんな資格者、専門職の方でいろんな方がおられます。そう

いったときにボランティアで参加してくれるような、そういった呼びかけも、防災ボラ

ンティアというんでしょうか、そういったことでの参加協力を得られるような取り組み

も一方では必要ではないのかなというふうに考えております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 これについてはみんなで知恵を出し合って作っていかなきゃならない問題で

すよね。

例えば、今、ボランティアの話が出てきたんだけど、あなた、そのときは何とか手伝っ

てくださいねではだめなんです。具体的にどういうことをやるのかというところまで詰

めていかなきゃならないですよね。私は看護師資格を持って、その経験もあるから、そ

うなったときにはここの分野でやりますよというところまで打ち合わせしていかなきゃ

ならないですよね。そういうものが必要だと思います。

それから、今回の、3.11という大災害ですから、いろいろな意味で大変どころの騒ぎ

ではないわけですけども、その中でも、いわゆる避難所というものがありますよね。そ

このところに、健康な人も、それから要介護者もみんな一緒になって入ってしまうと大

変なんですよね。それで、福祉避難所というような言葉が何かマスコミでは使われたよ

うですけども、余り何とか避難所という似たような言葉をたくさん作ってしまうと、こ

れは混乱するわけですから、そのあたりのネーミングは非常に気をつけなきゃならない

と思いますけれども、そういう人たちを見る場所というのを、これは、津波が来るとき、

その日、その晩の話ではないですよね。津波が去ってからの話になるのですが、そうい

うことも作っていかなきゃならないのではないかと。

それで、もう一つ考えられるのは、今、想定 大値というものが出されましたよね。

そうすると、沿岸部の町はほとんど壊滅してしまうわけです、あの30メーターなんてい

う波が来ますと。我が家だって、10メーターと15メーターの遡上高ですか、それのちょ

うど警戒線にあって、この前も私の友人が10メーターなのか15メーターなのかと私に聞

きましたけど、どっちだって同じだという話をしたのですが、そういうようなものの来

る確率よりは、500年地震ぐらいの、10メーター以内の波が来て、我が家でもって１メー

ターとか２メーターになる確率のほうがずっと多いですよね。それから、もうちょっと

小さい波の来る確率のほうがまだ多いですよね。そういうふうに考えると、 大のが来
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たときは、もうそこはもちろん使えないけれども、500年地震で予想したぐらいのときに

は使えるという、１ランク、２ランク、３ランクぐらいにして、いろいろな避難所や、

あるいは、落ち着いてから移る場所ですよ、そういうものも考えていかなきゃならない

だろうと。福祉介護に要する施設としてどうするかというところも、そういうふうに考

えていかなきゃならないのではないかと思うんです。

そのほかいろんな問題があるでしょうけれども、そういうものを一つ一つ、大変困難

な仕事だと思いますが、詰めていただきたい。そして、大事なのは、それをやはり町民

に、こういうふうにやっているんだということを知らせてほしいんです。さっきも言い

ましたように、当事者の人は健康で、あるいは健常でというのかな、そういう人に比べ

てなお一層の不安感を持っていますので、町としても決して、そういう部分について目

配りをしていないわけじゃないんだよという姿勢を示していただくことも、また非常に

大事なことだと思いますので、よろしくお願いしたいんですが、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 今のお話は、総体的に要介護者に対する福祉的な対応とい

う内容かなというふうにお聞きをさせていただきました。

現在、新しい、今回の被害状況の発表の前には、いわゆる500年間隔程度の地震であっ

た場合だとした場合には、実は、私ども保健福祉課としては、特別養護老人ホームや町

立病院、ベッドとか介護員、そういった人材のいるところが、まずは第一段階の福祉避

難所として定めたいなというふうに実は考えておりましたが、今回の発表によりますと、

町立病院の２階の部分は大丈夫かなと思いますが、特養については、 大規模として考

えた場合には、まずそこを指定すべきではないという判断に立ったときには、別の地域

を探そうということで現在、町の避難配置計画を見ながら選定作業を進めておりますが、

市街地が壊滅状態だとすると、健常者であってもそこにいられないとすると、山間部の

ほうの避難所に行くと、そこを多分独占されるだろうと思います。そういった中で、心

のケア等を必要な場合とする福祉避難所を確保するのは、実は困難かなというふうに考

えております。そういった意味では、 大規模を想定した場合は、近隣町村との連携と

いうものも、やはりお願いしていかなきゃならないなというのが１点でございます。

もう１点は、ご提言ありましたように、心和園は 大規模の場合に利用できないとい

うことでありますけども、中間程度であれば利用できますので、そういったところでの

受け入れ方法も検討しながら、そういった段階的な施設の確保についても、これは考え

るべきだなというふうに考えてございます。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 福祉灯油なんですけど、今回は10万8,000円の補正がされておりますけれど、

ことしは何リットルを予定しているのか。それと、何件なのか。

それと、去年の実績、対象者に比較してどうだったのか、そのあたりも教えてくださ

い。
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●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 福祉灯油の関係で、まず１点目については、今年度、灯油60

リットルということで、昨年と同量とさせていただいているところでございます。

今年度につきましては、単価92.4円で見させていただいて、予算上は415件の計上でご

ざいます。

なお、平成23年度の実績でございますけども、助成件数は445件でございました。

今年度415件としておりますのは、昨年はちょっと、445件と多かったのですけども、

一昨年、それから平成21年が419件、平成22年が417件と、そういうような状況でござい

ましたので、前年と同様に、今後、提出が多かった場合については、補正で措置をお願

いしていきたいなというふうに考えているところでございます。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 そうすると、今回見ている分がオーバーした場合は補正で対応するというこ

となんですけれど、それは必要な時期にきちんと支給していただけるというふうに考え

ていいんですか。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 予算の手続上につきましては流用と、そういうような状況

であるだとか、実際に、実は業者のほうへ灯油をお支払いするのは３月というふうにな

りますので、予算措置的には財源確保した後でも十分間に合うのかなというふうに思っ

てございます。

●委員長（中川委員） ここで、３款民生費、ほか、ございませんか。

竹田委員。

●竹田委員 保健福祉総合センター、健康広場の部分でなんですけども、燃料費が28万5,000

円なんですけども、これは、ほかの款で全部、１ページ１ページの部分で持っていって

聞くのも大変なので、ここでお聞きしたいんですけども、委員長、ちょっと外れるかも

しれないんですけども、要は燃料費、庁内施設で、燃料の高騰の部分で、各センターと

か開館とか、いろいろあると思うんですけども、施設の中、あと、厚岸町役場の庁舎内、

総体で、今現在、当初予算よりも全体でどのぐらいの額が増えているのか、ちょっとお

聞きしたいんですけども。

●委員長（中川委員） 今の関係、すぐ出ますか。休憩をとらなくても今すぐ、幅が広く

なっているそうですので。（発言する者あり）

休憩します。
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午前11時22分休憩

午前11時30分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

31ページの２目心身障害者福祉費。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） ４目老人福祉費。（「ちゃんと飛ばすということを、今、きちんと

保留するということを委員会で言わないと」と呼ぶ者あり）わかりました。済みません。

休憩に言ったもので、済みません。

本会議に入りましたので、もう一度言わせていただきます。

ここの社会福祉総務費、もう15分ぐらい時間がかかりますので保留させていただきま

すので、よろしくお願いいたします。また後で戻ります。失礼しました。

31ページの心身障害者福祉費からです。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） ４目老人福祉費。

５目後期高齢者医療費。

７目自治振興費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 特に沿岸部の自治会を中心に、大体自治体単位ということになるのでしょう

けども、自主防災組織を作っていただきたいということを町は呼びかけていますよね。

これは、どの程度自主防災組織が立ち上がってきましたでしょうか。

●委員長（中川委員） 休憩します。

午前11時33分休憩

午前11時34分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

町民課長。
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●町民課長（板屋課長） 時間をとらせて申しわけございません。

今現在の自主防災組織の組織率でございますけれども、33自治会中19自治会、組織率

57.6％となっております。

沿岸部につきまして申し上げますと、25自治会中18自治会で、72.0％の組織率という

ことになってございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 まず、組織率という点で少しでも多くなるということ、すなわち、こういう

組織を作っていく、数が増えていくということは大変大事なことだと思います。その点

で、今、担当者が一生懸命努力なさっていることも一助であるというふうに思っていま

す。もちろん、それぞれの地域の方たちの力ですけどね。

それで、もう一つ大事なことは中身なんですよね。現在、そういうものがまだできて

いない自治会のそういう担当の方に聞くと、自主防災マニュアルというのが配られてい

ます。そこでは非常にいろいろのいいことが書いてあるわけです。ところが、その 初

のところで組織図、役割分担の例というようなことで、いろんなことが書いているわけ

です。こういうことを全部やらなきゃなんないのかと。とってもうちの自治会では、敬

老会があると。敬老会のお世話をする人が実は対象者だというような状況だと。できな

いといって、ここで腰を引いてしまうというものがあるんだという話も聞いているんで

す。

それから、こういう話もあります。作るのは簡単なんだと。誰が誰の役だというのを

張りつけて、それから、規約なんていうのは今はネットでとると幾らでも出てくると。

そういうものでもってばっと紙の上で作って、はい、作りましたと言えばそれは簡単な

んだけど、いざというときに動けるかどうかについては全く自信がないと、こういう話

もあるんですよ。

大事なことはやっぱり、ごくささやかなものでもいいですから、できるんだと。それ

から、やるんだということですよね。そのあたりで、どのような、いわゆる後押しとい

うのかバックアップというのかよくわかりませんが、そういうものを実際になさってい

ますか。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） 今、委員のおっしゃられるとおり、マニュアルにはごく一般的

な例という形で載せさせていただいておりますけれども、本来、このとおりできれば言

うことはないんでしょうけれども、なかなか、いきなり書いていることを全部やれとい

うのは、すごく難しい、労力のかかることだと思っております。

それで、この説明会を行った際にもその場で申し上げたんですけれども、あくまでも

これはマニュアルということで、この中からできることを選んで作っていただければい

いというような、ちょっと説明もさせていただいております。

それで、実際に、何カ所かですけれども自主防災組織設立に当たっての相談を受けて、
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自治会のほうに入って一緒に協議もしております。まだまだ数的には足りないとは思い

ますけれども、その中で、できることからやりましょう。まず一つできた。そうしたら、

次はこれをやろうというようなことで、一緒に協議をさせていただいているところでご

ざいます。

これからも、まだ組織化になっていないところ、規約を見直すところにつきましては、

こちらからも声をかけて、中に入れていただきまして、協議したいと思っているところ

でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 今の話はよくわかります。その上で申し上げるんですが、２点、私は、非常

に言われたほうが困っているところがあると思う。

まず１点は、厚岸町は何をやるんですかと。いや、自助、共助、公助が大事ですとい

う話だけは躍って歩くんですよ。だけども、公助というのが、厚岸町がやることだと思

います。厚岸町だけではないでしょうけど。そこのところが、何をやって、何ができて、

何ができないのかという話が何もないんですよ、具体的に。そして、あなたたちやって

くださいなんですよ。そうすると、自分たちの役割はどこにあるのかというのがつかめ

ないんですよね。この点が一つです。

それから、もう一つは、いや、できるところからなんですと。一つだけでもいいんで

すというのは、全て抽象的な話です。出てくるマニュアルにはいろんなことが書いてい

るわけです。だけども、いろんなことの前に、まずここ、これをまず作って、ここから

始めましょうやというような具体的なものが出てこないと、非常に取りかかりづらい。

それで、防災部長とか、そういうような、自治会によって呼び名が違うでしょうけど、

担当になった方は、ほかの方に、こうやろうよという提言ができないんですよ、今のよ

うな話をされるから。その点をどうお考えですか。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） 確かに、今現在のマニュアルを見る限りでは、今、委員おっしゃ

られたとおりのとらわれ方をされていることはあると思います。

それで、あと、公助、町は何ができるのか、こういうところも総務のほうと詰めなが

ら、マニュアルの改訂版なりを作って、さらなる説明をしていきたいと思いますし、マ

ニュアルを作る上での 低限、このあたりも、もっと丁寧に詳しく書いて、ものを用意

したいと考えてございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 ちょっと私の質問を誤解しているんじゃないかと思うんですが、私はマニュ

アルのことを言っているんじゃないんですよ。マニュアルは一例として挙げただけです。

基本的な、町が自主防災組織を作りましょうと言っている、働きかけるときの基本姿勢
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です。マニュアルなんていうものは、それに従ってできてくるわけでしょう。だから、

マニュアルを直せばでき上がったという話じゃなくて、そんなものは結果ですよ。

今言ったように、自助、共助、公助というようなことをしきりに言うけれども、厚岸

町は何をやるんですか。そこを明確に。そうすると、できないことがたくさん出てくる

と思うんです。いや、これもやってくれと言われるけれども、こういう場面を考えたら、

そんなことはできないんだと。だから、そのときに命をつないでもらうためにはご近所

の力が必要なんだというような話が出てこないと、紙の上でもって組織を作ることは幾

らでもやりますけれども、本心から納得して動くというようなものにならないですよ。

紙の上で物を作って何もやらない例は幾らでもあります。だけども、それではいざとい

うときにだめなんですよね。だから、そこのところをやるための、膝を交えて話をする

ということのためには、そして、それが効果があるためには、やはり町のほうのきちん

としたそういうものを示していく必要があるのではないかと、そういうふうに考えてい

るんですよ。いかがでしょう。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 町が何ができるのかという部分について、私のほうからお答え

をさせていただきます。

先日の委員の一般質問でもご答弁させていただいたとおり、町のできることというの

は、住民に対して、まずは避難の呼びかけ、これであります。それぞれ１軒１軒に当たっ

て、町の職員が避難の支援をすることは、まず不可能であります。ですから、それまで

の防災対策としては、事前の防災対策、避難場所の整備、避難路の指定、これら等につ

いては町として100％やらなければならないことだとは思いますけれども、いざ災害が起

きた場合については、これは、災害対策本部としてやるべきことは、他の機関との連絡

調整、これらにかかってしまいます。

避難場所での配置というのは、配置職員をつけることはできますけれども、避難につ

いては一人一人が支援することはできない。ただ、要援護者に対しての、これも避難の

呼びかけでしかありません。１軒１軒に行って支援をするものではございません。この

辺について、先日の８月に行った会議においても、その都度、この件については説明を

させていただきましたけれども、まだまだ、その参加率からいくと、住民の皆さんには

知れ渡っていない部分もありますので、この辺については改めて周知をしなければなら

ないというふうに考えております。

いずれにしても、災害が起きた場合については、役場の行政だけでは、できることは

有限であります。ですから、この辺は住民の皆さんに、行政としては、できることは限

られているということ、一つ一つ大まかな部分で周知をして、理解をしていただくよう

努めていきたいというふうに考えております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 問題点はよくわかっていると思うんです。今言ったとおりなんです。問題は、
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それをちゃんと町民一人一人に納得してもらうところまでやるかどうかなんですよ。説

明会を開いて説明しましたと今おっしゃっていましたが、参加率の少ないことはちゃん

と認識しているようです。

私も 終日の夕方に出ました。真栄地区と港町地区が一緒でしたね。この役場庁舎で

やりました。夜で15人ぐらいですね、確か。１人、２人、ちょっと計算間違いがあるか

もしれない。昼間何人来たのと受け付けの人に聞いたら、５人とか６人とか言っていま

した。真栄地区と港町地区、何人住んでいるの。その中でそれだけです。

それで、そこでいろんな話が出ていました。聞いていると、そんな大津波が来たら逃

げたってどうにもならないよねというような話をごちゃごちゃしている人たちもいまし

た。これから今度、片方では、当日、冬に津波が来るかもしれないということは説明の

方は言っていましたよね。確率はそちらのほうが多いのだということ。そんな寒い中、

避難所にまで行って心臓発作を起こしたときに、町でどうやってくれるんだろうと言っ

ていました。できないですよね。何もできないです。これは、それこそ太平洋横断のヨッ

トの中で心臓発作を起こしたようなものですよ。どうにもなりません。

どうにもならないのだということを前提にして、そこから生きることを考えなきゃな

らないですよね。というようなことをみんなにちゃんと理解してもらう。そういうため

に各防災組織を作ってもらう。そして、それぞれの自治会に行って、膝詰め談判して、

自治会の皆さんに集まってもらって、会長さんと副会長さんと何とか役の方だけと話し

て終わりじゃなくてということをくどくくどくやっていかなきゃならないと思う。そう

いう点を進めていただきたいということです。問題点がここにあるということはわかっ

ている、それはよくわかります。だから、それをどうやって前へ進めるのかという話な

んです。再度答弁をお願いいたします。

●委員長（中川委員） 町長。

●町長（若狹町長） 私から答弁をさせていただきたいと思います。

私も、対策本部が設置された場合の本部長として、指揮官として、また、平素から町

長として、安全・安心なまちづくりにまず大事なことは、住民の命をどう守るかという

ことが も大事であり、3.11以来、あの大震災を教訓として、私は、厚岸町の防災意識、

残念ながら数字では極めて低い。これはもう結果的に出ているわけです。しかしながら、

あの津波の恐ろしさというのは、皆さん承知をしていると思っているわけでおります。

例えば、チリ沖、十勝沖地震、起きました。隣の浜中町は死者も出し、大変な災害が

あったわけであります。まだ厚岸にはその実例がないんです。ですから、恐ろしさは知っ

ていても実際に遭遇していないと。まあ、来ないだろうという意識が怖いんです。です

から、私としては、自分の命は自分で守る。それと、まず高いところに逃げてくれ。確

かに、工事は大事です。しかしながら、基本的にはそういう気持ちを持っていただきた

い、そのように考えます。

特に厚岸町の場合、先ほど要介護の問題で質問がありましたけれども、実は、厚岸町、

釧根管内においては、災害弱者と言われる高齢者率が一番高いんです。さらにはまた、

沿岸に住んでいる人口の確率も厚岸町が一番高いんです。そういう厚岸町の地形的、ま
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た環境的なことを考えれば、確かに、みずからはそういう防災意識は持っているけれど

も行動にあらわさないということが一番これからの課題であろうと、そのように認識を

いたしているわけでありまして、どうかそういう意味において、自主防災組織はなぜ必

要かと。そしてまた、その厚岸の行政としてのやること、これはその場面場面によって

当然違ってくるわけでありますが、しかしながら、町長としては、１人の死者も出さな

い、そういう気持ちでこの防災を考えていかなければならないと思っております。

さらには、今まで津波の話ばかりしておりますが、ご案内のとおり、昨日も大変な台

風の状況で、大雨の状況でありました。また、近くは噴火があるであろう。また、山崩

れがあるであろうと。いろいろと言われている自然災害の問題があります。ですから、

自主防災組織は、おかげさまで、今、担当課長からお話がありましたとおり、組織率が

高まっております。ありがたいことであります。しかしながら、俺のところは津波が来

ないから関係ないということも住民には理解を求めていかなければならない。やはり、

全ての33ある自治会に、できればそういう状況もあり得るという理解を求めながら自主

防災組織の必要性ということも訴えていかなければならないのではなかろうかと、その

ように考えているわけでありまして、やはり安全・安心なまちづくり、これは、行政の

みならず住民挙げて、心がけながら頑張っていかなければならない、そのように考えて

おりますので、どうか議会におきましてもいろいろの知恵をいただければと、かように

考えておりますので、ご理解賜りたいと存じます。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほか、ございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めます。

８目社会福祉施設費。

２項児童福祉費、１目児童福祉総務費。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 先ほど保留にしていました、31ページの社会福祉総務費の答弁を

求めます。

税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 今補正予算後の燃料費の一般会計における総額を申し上げた

いと思います。8,729万1,000円でございます。当初予算が8,046万円でございますから、

その差額計上分は683万1,000円となるところでございます。

貴重なお時間をいただきまして申しわけございません。

以上でございます。
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●委員長（中川委員） 竹田委員。

●竹田委員 現在で683万1,000円の当初予算を超えてしまったという部分ですよね。その

額が683万1,000円と。ちょうど１週間ぐらい前でしたか、また５円ほど灯油が値上がり

をしました。このことによって、またさらなる当初予算超えが、来年の３月31日まで今

年度はあるわけですよね。これから一番寒い時期に入ってくるので、相当な金額がいく

というふうに認識されるんですけども、平成22年度と23年度の当初予算超えの金額は、

もう当然あると思うんですけども、ことしにおいては灯油の高騰があるので、さらなる

金額の上乗せがやってくると。これは、今までで当初予算683万1,000円ですけども、1,000

万円近くなるのかもしれない。その辺の考え方というんですか、どういうふうに思って

いるか、お聞かせ願いたいと思います。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 燃料費の中での灯油のご質問でございます。

当初予算では、昨年度の11月ころの単価をもとにして、１リットル当たり88円という

積算で当初予算を組まさせていただいております。

現在の補正予算の計上のベースは、10月１日、このときの単価が92.4円、これを切り

上げて、93円という積算で現在はしております。ご質問者がおっしゃられるように、今

後灯油の高騰が見込まれるということでございますので、その部分につきましては３月

補正の段階で増額補正もあり得るのかなというふうに思っているところでございまして、

町の予算執行、行政執行に当たっては、支障のないような状況で対応してまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。

●委員長（中川委員） 竹田委員。

●竹田委員 単純に1,000万円を超えるような感じですよね。その辺をちょっと。

●委員長（中川委員） 税財政課長。

●税財政課長（小島課長） 燃料費の中には、公用車等のガソリン代、それから、重油暖

房を使っている施設もございます。

ご質問者の趣旨は、そのほかの部分も含めて、燃料高騰というのはあるのかなという

部分を含めてというふうに受けとめさせていただいておりますけど、現段階で、予断を

持って、ちょっと、答弁するのは控えさせていただきたいと思いますけど、確実に、今

の情勢の中ではやっぱり、現予算をオーバーするということは、やっぱり想定の中に入

れておかなければならないんだろうなというふうに思っているところでございます。

●委員長（中川委員） 竹田委員。
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●竹田委員 この話はずっと続くんで、もう昼近いので、ここで１回やめます。この次の

ページの中でまたやらさせてもらいますので、ここで１回切らさせてもらいます。

ありがとうございました。

●委員長（中川委員） わかりました。

ここはもういいですね。ほか、ありますか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、昼食のため休憩いたします。

午前11時59分休憩

午後１時00分再開

●委員長（中川委員） 午前に引き続き、委員会を再開いたします。

39ページの２目児童措置費から審査を進めてまいります。

４目児童福祉施設費。

５目児童館運営費。

４款衛生費、１項保健衛生費、２目健康づくり費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 ここのエキノコックスについてお伺いしておきますが、現在、エキノコック

ス症が発症している人というのは、町内に何人ぐらいいるんでしょうか。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 具体的に私ども、町として、その実態の数につきましては

保健所からの公表をいただいておらないのですが、ここ何年かで、毎年北海道内で10人

程度が発症しているということで、当厚岸町管内においても、この数年のうちに１名以

上、１名か２名かわからないんですが、発症者がいるということは聞いております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 そうすると、エキノコックス症の患者ということになりますと、その人に対

して厚岸町が直接関与するということはないわけですね。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 私どもの検診システムでございますけども、１回目の検診
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については、私どものほうで医療機関等と契約して、そこに、個別検診であるだとか集

団検診でまず受診を促すという役割はございます。その結果、陽性または擬陽性という

診断結果が出た場合には、今度は２次検査ということで、北海道が今度は行うことにな

りまして、その先につきましては、私どもには連携体制をとるという体制はとられてい

ないということでございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 エキノコックスに関しては、この地域の風土病だと言われていますよね。今

は北海道全域に広がりましたが、戦後相当、このごろと言っても昭和20年代の後半か30

年代だと思うんですが、要するに千島地区のほうから入ってきたものらしいということ

は言われていますよね。恐らく流氷に乗ったのか、氷の海を渡ってきたのか、向こうの

キツネから入ったのではないかというようなことを言う学者もいますけども、そのあた

り、詳しいことは私はわかりませんが。

それで、むやみに恐れる必要はないけれども用心はしなければならないと言われてい

ますよね。この20年か30年の間にも、何人かのやっぱり患者が出て、中には肝臓の手術

をしたという人もいるのだそうですね。

やはり、定期的に、エキノコックスというのはこういう形で媒介するものであると。

そして、こういう部分には気をつけるべきだと。町内に患者がいないわけではないとい

うことを、町民に対してやはり、周知するというか、そういうものが必要だろうと思い

ます。割とエキノコックスということは皆さんご存じのようですけれども、やはり、正

しい知識といいますか、そういうものをみんなに知ってもらうということは、町として

も怠らないようにお願いしたいんです。いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） エキノコックス予防といいますか、そういったものに関し

ては、厚岸町としては、これまで、この数年の間にいろいろと施策を講じてまいりまし

た。それまでは個別検診であったものを集団検診、いわゆる特定健診だとか生活習慣病

の際に勧奨したり、そんなことで、町民と話す機会をまず多くしたということが１点で

ございます。加えて、５年前までは、５年に一度しか成人については行っていなかった

んですけども、それは５年に１回という、道の要綱等にありますので、それに基づきま

すと５年に１回ずつやっていたのですが、そうではなくて、毎年誰かが検査できるよう

にということで、毎年実施に実は切りかえてきて、ことしからは、町内のもう一つの医

療機関にも個別検診をお願いしてきたということで、今回も増額補正させていただきま

したけども、そういう背景にあるものでございまして、検査機会の増とともに、委員が

おっしゃる正しい知識の普及についても、あわせてしていきたいなというふうに考えま

す。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。
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●室﨑委員 エキノコックスというのは予防ができない病気ではないんですよね。そして、

きちんとするというと、予防効果は非常に強いんですよ。

それで、検診というのは予防ではないですよね。一番予防に近いところにある診療で

すよね。かかってしまったかどうかということを診るわけですから。

それで、エキノコックスは、一旦かかってしまうと非常に厄介ですよね。何か薬を一

つ飲めば、すぐそれでもって終わりというようなことにはなりません。ですから、予防

ということが非常に大事だと思います。

それから、これは何年か前にも大きくマスコミで取り上げられたんですが、どうも道

内の犬に相当に広まっているらしいということもあります。それで、今、座敷内犬とい

うんですか、一緒に暮らす犬の飼い方が非常に増えていますよね。そうすると、中には

口移しで犬に自分の食べ物を渡したりするようなかわいがり方をする人がそう珍しくな

くなってきている。こういうのもエキノコックスの予防ということから考えると、非常

に恐ろしいわけです。もちろん、それだけではありませんけれども。

そういうことを含めて、やはり野生動物では犬科の動物。そして、犬科のということ

ですから飼い犬にまで広まってきていると。しかも全道に広まってきているというよう

な調査結果を発表している専門家もいますので、そのあたりを含めて、決して脅かすわ

けではないんですけれども、自分にかからないようにする手だてをきちんととるべきだ

ということについては、やはり、漏れのないようにお願いしたいというふうに思います

が、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） ただいまのご質問でありますけども、犬の狂犬病の予防注

射、そういった登録されている犬について、されていない犬、それから座敷犬の関係、

そういったことで、狂犬病の予防注射の際には、エキノコックス等のそういった病気に

ついて、そういった危険もあると、そういったことを何らかの形で周知をしてまいりた

いというふうに考えてございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 それは大いに結構ですからやってください。

ただ、私が言っているのは、その話だけではない、エキノコックスという病気全体に

ついての町民に対する正しい知識の周知ということをきちんと図っていただきたい。そ

して、こういうものについては繰り返し繰り返しやっていかなきゃなりません。一遍広

報あっけしあたりにぽんと記事を書けば、みんなが関心を持ってそれを読むというよう

なものではありませんので、その点をお願いしたいのですが、いかがでしょう。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。
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●保健福祉課長（松見課長） 今、過去の町の広報誌とか、そういった媒介を通した周知

についてちょっと確認させていただきましたところ、近年行っていない状況でございま

す。そういうような方法等を考えながら、広報、あるいはＩＰ告知だとか、そういった

ものの掲載について進めてまいりたいと思います。

●委員長（中川委員） ほかにございませんか。

谷口委員。

●谷口委員 今のエキノコックスをちょっと聞いていて心配になってきたんですけど、エ

キノコックスの菌というか、これは、要するにキツネが媒介動物だということはわかっ

ていますよね。そして、それを駆除をするのも厚岸町はやっていますよね。

それで、犬だとかそういうものが何で心配なのかということだと思うんですけど、要

するに、もうこの地域は冬になりますから、山菜、野草というか、キノコだとか、そう

いうものをとる季節は終わりましたけれど、そういうものをとって食べる場合に、生で

食べてはだめですよという指導をしていると思うんですよね、エキノコックスが心配で

すから。昔は野イチゴでも何でもとってきて食べていたんですけれど、そういうものか

ら結果的にエキノコックスにかかってしまうということなんですけど、犬だとかが心配

されるのは、ほかの動物だとかそういうものに触れ合ったり、あるいは地面をなめたり、

菌がついているものを、動物、例えばネズミだとかいろんなものがあるんですけれど、

そういうものを食べたりして、それによってエキノコックスが、たまたまエキノコック

スを発症しない動物だとかそういうものでも、犬科の動物が結果的に食べたりすること

によって、そういう菌が媒介されていくということを防ぐための手だてを講じなければ

ならないんですよ。

ですから、どういう連鎖的にエキノコックスが人間にたどり着いたときに危ないんだ

よということをやっぱりきちんと知らしめていかなければだめではないのかなと。その

ためには、先ほど言われたようなことも含めて、町としてやっていかなければだめでは

ないのかなというふうに私は感じたんですけど、その点ではいかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） エキノコックス症の対策につきましては、これまでの実施

方法として、ただいま言った健康診断がまず一つでありますけれども、その前にやはり、

感染予防に関することが重要になるわけでございます。それには感染源と感染経路等に

ついて知識を持ってもらうということが予防につながっていくのかなというのがまず１

点でございます。そういった啓発活動が必要だということであります。

それから、犬ということが出ましたけども、宿主につきましてはキツネなどというこ

とで、この「など」に犬が入ってくるわけなんですね。こういった媒介動物に関するこ

と、これは、生ごみを放置していたらキツネが寄ってくるだとか、そういったことにつ

ながるということです。そういった生ごみ、いわゆる動物性廃棄物の適正な処理、こう

いったことも必要だということであります。加えて、餌づけ、キツネに餌をやるという
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ことはどういうことなのかということも学んでいただくだとか、さらに、今言っていた

飼い犬の適正な飼育、これも、エキノコックスを意識した飼育というものが今求められ

たのかなというふうに思います。

また、加えて、井戸水というのでしょうか、そういったものも感染経路としてあるわ

けでございますので、そういった環境について学んでいただくことが必要で、それを進

めるということが町の役割ではないのかなというふうに考えているところでございます。

●委員長（中川委員） ここで、ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進みます。

４目水道費。

５目病院費。

２項環境政策費、１目環境対策費。

３目廃棄物対策費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 来年１月からですか、ちょっと何月からか今、ど忘れしたんですが、生ごみ

について、新しい廃棄物の収集方法をとるというお話ですが、その内容について簡単に

説明してください。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） ただいまの生ごみの関係のご質問でありますけども、町で

は来年の４月以降から、今までの分別方法を大きく変えまして、燃えるごみを週２回、

今まで収集しておりますけども、週２回の地区と１回の地区とございますが、その週２

回の地区について、来年度から、その２回のうち１回を生ごみの分別収集に充てたいと

いうことで現在進めさせていただいております。

現在、地区の町民の皆様方の周知で10月からそれぞれ周知活動を行っておりますけど

も、11月30日までに一応、１回目の周知を終えたところであります。

今後の周知活動は、さらに周知活動はしていきますけども、まず、生ごみについて、

なぜ生ごみを燃えるごみから分別を新たに始めるかということでありますけども、まず、

リサイクルということを 大の目的といたしまして、リサイクルを進めると、そういう

意味で、生ごみについては非常に有効な資源であるということで、それが１点。それか

ら、生ごみを分別収集することによりまして堆肥化を進めるということと、それから、

ごみ処理に係る経費を少なくしていくということで、燃えるごみについては非常に重油

等がかかるということでありますので、そういったことで、そういった経費を少なくす

るということで一応計画を進めているところでございます。

概略的には以上でございます。
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●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 いよいよ廃棄物収集も本丸に取りかかったかというくらいの意気込みを持っ

て、担当者はこの問題を進めているというふうに伺っております。ぜひこれが効果を十

分に上げるようにしていきたいわけですよね。そのための準備期間もいろいろあって、

準備作業もこの１年行ってきたわけでしょう。

それで、まずお聞きしますが、分別収集した生ごみは、どこに行って何になるのかと

いうことです。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 分別した生ごみにつきましては、回収後、大別にある町営

牧場の近くにあります堆肥センターに一度集めまして、堆肥センターのふん尿と、それ

から水産系の廃棄物、それであとあわせまして、全て堆肥化をするという内容でござい

ます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 その堆肥がどこに行くかというところまで言わないと、 後までいきません

わね。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 堆肥化した堆肥につきましては、一部戻し堆肥にいたしま

すが、 終的には厚岸の町営牧場の草地に散布をするという計画でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 それから、先ほどの効果の中で燃えるごみに関する話が出ていましたね。要

するに焼却炉に入れて燃やしてしまう、その廃棄物の水分を減らすということだと。水

分が減ると燃えやすくなりますから、その分、重油だとかそういうものをかけなくて済

む。まずは油代の問題がある。それから、もう一つは、石油をかけると、そこに硫黄分

が含まれていますので、耐火れんがを傷めると。したがって、そういうものが少なくな

れば、焼却炉のもちがよくなると。それが総合的に厚岸町の廃棄物処理費を大きく減ら

すことになるんですよというような話は前に聞いたような気がするんですが、そういう

理解でよろしいでしょうか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。



- 44 -

●環境政策課長（大崎課長） 確かに、おっしゃられるとおり、生ごみを分別することに

よって、いろんな、今おっしゃられた内容のことについても、当然、焼却場そのものの

寿命も延びますし、それから、 終処分場に焼却灰も少なくなりますので、その分、

終処分場も使用期間が延びると、そういったことも総体的に、いろんな面が効果として

出てくるという内容でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 水分はどのぐらい減るかということについて、推計といいますか、それはお

持ちだと思うんですよね。それから、この後、それが正しいかどうかの実証試験もして

いかなきゃなんないと思うんですが、そういうことについて説明してください。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 生ごみは、含まれている水分というのは70％以上というふ

うに言われてございます。

それで、軽油代の試算と、ちょっと今、手元に、軽油代が経費的に幾ら減額になるか

という……（発言する者あり）ちょっと休憩していただけますか。

●委員長（中川委員） 休憩します。

午後１時25分休憩

午後１時25分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

室﨑委員。

●室﨑委員 正確でなくてもいいですから、やっぱりこういうものを進めるときに、何割

ぐらい減るんだということが予想されるというぐらいのものは持っていなきゃだめです

よ、頭の中に。

それで、実証も必要だと思うんですが、実証をやることを考えていますか。いや、考

えていないなら考えていないと言ってください。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 現段階では、その水分が幾らになるかと、そういった実証

につきましては考えてございません。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。
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●室﨑委員 えらい難しいことをやれとは言っていないんですよ。ごく簡単に出す方法が

あるんです。それは、何と言うんですか、あれ。ごみを集める自動車がありますよね、

自動的に後ろからどんどん入れていく。あれが焼却炉のところまで来ると、ピットとい

うところにがっと落として入れるわけでしょう。その前に重さをはかっているでしょう。

そうすると、１台分の容積は変わらないですよね。だけども、水分がなくなればぐんと

軽くなるんですよ。その割合を見ると、水分がこの程度減ってきていますということは

簡単にわかるわけですよね。

あと、それと、そのところでもって出した数字が実態をあらわしているか全く違うも

のかということについては、一部サンプルをとればわかるわけでしょう。サンプルとっ

て、１リットル中とか10リットル中か知りませんが、そこでの重さとあわせていけば、

方向性が出れば、それでもってとれるわけでしょう。そういうようなことをやっていか

ないと、やっぱり町民に対しての説得力がないですよ。ということです。

水分が減ると、これだけ助かるんですよという話ができるわけでしょう。水分が多い

と燃えないんですよ。水は燃えないんですよ。そういうことですよね。いかがでしょう。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） ただいま委員がおっしゃられた、水分が減ると経費的にこ

れだけ落ちると、そういった内容で、そういったことも必要ではないかというお話であ

りますけども、委員のその方向で、そういった数値を、確認する意味でも、そういった

調査も必要かというふうに考えてございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 簡単にできる方法で調査をしていってください。１回１回コンサルタント会

社を使って、高い金をかけなければできない調査というのは、現実問題として、この財

政のご時世ですから、結局できないんですよ。自分たちでできる簡便な方法、それを考

えていただきたい。そして、説得力ある説明をしていただきたい。そういうことなんで

す。

結局、ああ、そうかと。多少手間だけど、こういうことをやれば、ああ、こんなに効

果が出るのかということを、やはり数字をもって示していくことで、町民の納得した協

力ができると思うんですよ。そういうことが非常に大事だと思いますからお願いしたい。

せっかくやるんだから。せっかくやる以上は効果を上げてほしい。ああ、面倒くさいか

ら何でもかんでも燃えるごみに突っ込んで出してしまえという態度をとられると困るわ

けでしょう、ここまで担当者として努力してきたことがね。だから、実を上げるために

はやっぱりそういうことを一つ一つやっていってほしいんです。

それで、もう少しお聞きしますが、説明会、これは、そんなことを例に挙げたら悪い

んだけども、大津波の説明会よりははるかに多くの人が来ているというような言い方を

町民の皆さんから聞きます。やはりみんな関心が高いんです。
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それで、二、三、問題点といいますか、そこで皆さんから聞いている話を言いますと、

一つは、今まで週に２回持っていってくれたと。これが今度は週に１回になると。そし

て、ざるが下についた容器に生ごみを入れて、水だけが下におちると、水切り装置のつ

いたものですね。そういうところに１週間置いておかなきゃならないと。夏になったら、

これ、においとウジでひどいんじゃないかと、こういう不安が非常にあるんですよ。

それで、実は厚岸町では、庭がある人にはコンポスト容器、それから、そうでない人

には、何ですか、あれは何菌とかいうようなものを使って、家の中でも置いて、どんど

んと、いわゆる堆肥になっていくような装置を配って、やっていただいているでしょう。

冬は、家の中に置くものは別として、外に置くコンポスト容器というのはなかなか難し

いと思います。

一番みんながどうなるだろうと心配している夏は、そういうものを併用してもらえば、

ほとんど生ごみを出さないでも済むわけです。ところが、実際に配ったコンポスト容器

がどの程度活躍しているのかという部分についての町の支援は非常に心もとない気がす

るんですよ。こういうものをやれば、より以上に、今まで積み重ねてきたコンポスト容

器の活用と、それから、こういう制度とが相まってうまくいくんじゃないかというふう

に思うんですが、そのあたりはどうお考えでしょう。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） ただいま非常に貴重なご指摘をいただいたというふうに思っ

ています。

夏場、山の手地区で平成23年に、モデル地区として１年間、生ごみの分別収集を行っ

ていただいたと。その際には非常に、８割近くの人がにおいがひどいと、特に夏場のに

おいというご指摘をいただいております。町も、来年の実施に当たって、このにおい対

策は非常に大事な点だということで、いろいろ、何点か対策を講じようというふうに考

えていました。

山の手地区は、そういったにおい対策は町のほうでは一切示さないで、単に消臭剤の、

モデル的な、何軒かに使わせていただいたというのが実態です。今回、におい対策が非

常に大事だということで、私どもも委員の考え方と同じなのであります。

ただいまおっしゃられたコンポストの併用と、これは非常に私どもも、コンポストに

ついては、夏場、冬までの対応ということで、使える人はこれまでどおり使っていただ

きたいということで進めてございまして、そういったコンポストを自分の周りで使えな

い方について、本来、この生ごみの分別収集ということで考えておりましたけども、今

おっしゃられた併用ということは大変、私どもにとっても非常に貴重なお話だというこ

とであります。

このにおい対策は、当然、におい対策で進めてまいりますけども、並行して、今まで

あるコンポストの活用、さらに、新たにコンポストを使いたいという人について、そう

いった補助制度もまだ継続してありますので、そういったことも引き続き今後進めてい

きたいと、そのように考えてございます。
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●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 説明会の話、いろいろあるんですが、要するに、こういう体制をとったとき

に、自宅でこういうふうにしていただくといいんですよという指導、これを徹底してや

らなきゃだめですよ。誤解したり半端に理解したりしてやられると、大変なことになる

状況も考えられるんです。

それで、説明会をやっても、まず、率からいって多くの方の出てこない層があると。

それから、いろんなチラシ、あるいは広報あっけしに書いても、ちゃんと読んでくれな

いであろうという予想が重なると思うんです。ひとり暮らしのお年寄りです。この方た

ちにきちんとこれを、全員というのではないです。その中の何割かの方、そういうとこ

ろにこのシステムをちゃんと理解して協力していただくということは、これ、なかなか

大変だと思うんです。

それから、今のにおいの話なんですが、何か非常にいい消臭剤を見つけて、これを役

場の窓口まで来てもらうとお渡ししますよということを説明会でもおっしゃっているよ

うです。今のコンポスト容器に関しても、発酵剤だとかはそういうやり方でやっていま

すよね。でも、これも、ひとり暮らしのお年寄りを考えると、窓口まで来いというのが、

なかなかこれは大変ですよね。そうすると、いろんな意味で一番大変なところに一番手

が届かないということが考えられるんですが、そういう部分についてはどういう手だて

を考えていますか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） まず、消臭剤につきましては、１回目につきましては、皆

さんのお手元に配布するように、バケツと一緒にそれを配布するように、そういったこ

とで対応したいというふうに考えてございます。

それから、高齢者の方については、とりあえず、今回は大分、高齢の方も説明会には

来ました。ただ、それは、私どもにとってはまだ十分ではないと、不十分だということ

は十分に認識してございます。

それで、年明けから、日中に高齢者向けに説明会を、とりあえず今回の説明会で人数

が少なかった自治会、住所と名前等々を押さえていますので、そういった方々で、少な

かった地域に再度出向いて説明会を行うと、高齢者向けにも行いたいというふうに考え

てございます。

それから、これは委託会社とも相談を、今もやってきているんですけども、高齢者世

帯の対応ということで、どうしてもごみを出せない高齢者の方もおられるということで

ありまして、そこには個々に収集に委託会社のほうで当たっていただいているというお

話、今までそのような対応もしてございますので、今回はそういったことも継続してい

ますけども、どうしても出せない高齢者についてはそのような対応をしたいということ

でありますけども、高齢者にも十分、こういった町の考え方が行き渡るように、今後と

も地域を通じまして、地域も活用しながら周知のほうを徹底してまいりたいというふう

に考えてございます。
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●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 十分問題点はわかっているので、それに対して対処していきたいという意味

のお話がありましたので、大いに心強いのです。

それで、今、話を聞いていて、おっと思ったんですけども、分別やそういうものが大

変だというような状況になっている高齢者世帯に関しては、個別に収集に特別に当たっ

ているというような話があったんですが、これ、きちっとした制度としてやっているん

ですか、それとも、たまたまそのときの収集の方の親切でやっているんですか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） これについては、相談がうちのほうに寄せられているとこ

ろに限定をして、委託会社と相談しながら、そういったところについては、数は少ない

んですけども個別の対応もしているところもあるという内容でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 非常にいい話の、いわば芽が出ているというふうに思うんです。

これは私、ある町で、私の親しいお年寄りのうちに行っていて、もろにぶつかったん

ですが、その町では、福祉課とどうも一体になって、一定の、基準というのも変ですが、

条件のお宅には、分別をして、ごみを出すようにする係の人がいて、これが福祉課の人

なのか、いわゆる廃棄物処理のほうの担当の人なのか、そこまではわかりませんが、そ

の人がちゃんとうちの中にも入ってくるんですよ、ちょうどヘルパーが入ってくるよう

に。そして、大体ごちゃっと出してあるものを全部より分けて、それぞれにして、そし

てごみの日に出すということをやっているんです。そうすると、そういう人が入ってく

るうちは、全く近隣と断絶した中でもって年寄りがひとりで暮らしているということが

なくなるわけです。当然、そのお年寄りの健康状態やその他の状況に異変があったとき

はわかるわけですよね。そういうような制度を持っているんです。

こういうことも、今、生ごみで新しいシステムを始めるからという意味ではない、こ

れはこれで別個の問題ですけども、ぜひ検討をしていただきたい。これは、環境政策課

だけの問題ではないでしょう、お隣の福祉課ともこれは非常に密接に絡む問題だと思う

んですが、そういうことについても検討していただきたいんですが、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） どこまでできるかはわかりませんけども、保健福祉課のほ

うと連絡をとりながら、情報交換をしながら、可能な限りそういった内容につきまして

相談に応じてまいりたいというふうに考えてございます。
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●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 これで 後にしますが、生ごみを分けて、資源として使う。そうすると、そ

れが堆肥になって、そして牧草を育てて、牛乳になるということだと思うんです。大規

模草地の場合に、牛乳になるというふうに言うと、ちょっと不正確かもしれないけれど

も、まあ、そういうことでしょう。大地に戻すわけですよね。

ここでもって、一つの循環が始まります。循環が始まると、いわゆるリサイクルとい

うのかな、この循環の中で、ある種の物質は濃縮されていくわけですよね。収集対象が、

範囲が広がれば広がるほど、そこで何が入ってくるかということについての保障は希薄

になるわけです。これは当然だと思うんです。そうすると、世の中は善人だけではない

んですよ。ルールをきちんと守る人だけではないんです。

それで、例えばビニールの袋だとか、それから大きな動物の骨だとか、そういうもの

が入ってくるのは目でわかります。もちろん、堆肥にまでいく中でもって、そういうも

のをまた取り除くというような段階があると思います。でも、薬品だとか、ある種の化

合された、これも薬品でしょうか、重金属類の化学物質だとか、そういうものがまじっ

ているとき、目ではわかりませんよね。それで、今の、難しい言葉で言うとリスクマネ

ジメントとか何とか言うんだろうと思うんだけども、そういう危険性に対して防御網を

張らなきゃならないですね。

水産加工物の場合に、ホタテのウロでしたか、カドミウムがあるからうまくないとい

うような話もありますよね。１個や２個入ったって、あれだけの量ですから、そんなも

のは大した問題じゃないけど、ごそっと入ってきたら大変ですよね。

そういうようなものが、やっぱり、生ごみの収集を一般的に行うようになってくると、

やっぱり考えなきゃならないと思うんです。この点については、どのような方策をおと

りになるのか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 確かに、委員おっしゃるとおり、今までは事業系の生ごみ

について回収をしてきまして、それらについては、事業系ですから、水産系ももちろん

含めてのことで、一定程度、生ごみの中身とか、そういったものは特定できました。例

えばその中にホタテのウロとかが入ってきた場合には受け取りを拒否すると、そういう

ことも今までは可能でありましたけども、今後は不特定多数ということで、一般の皆さ

ん方からの生ごみということでありますので、当然かなりのリスクも伴うということで

ありましたので、異物については異物の除去装置を新たに購入して、堆肥と、それから

異物と分類をして、安全な堆肥だけをまくという状況でございます。

それから、今度はでき上がった堆肥が安全かどうかということになりますので、その

点につきましては、昨年の山の手自治会のモデル収集でも行っておりましたが、有害物

質の監視ということで予算を認めていただいて、収集された生ごみから出るれき汁を、

水分、これを定期的に検査を行ってきたということであります。これまで精密検査を２

回、それから重金属の検査を６回行いまして、その結果、全く問題がなかったというこ
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とは確認はしてございます。

今後、来年度からの対応でありますけども、これについては、24項目の精密の検査に

ついては６カ月に一度を予定してございまして、それと、あと、重金属につきまして、

これについては半年に一度を除いた精密検査以外の月、10カ月です。それで12回、トー

タル１年検査をしていこうと、そのような計画で今は進めてございますので、ご理解を

いただきたいというふうに存じます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 よくわかりました。

それで、生ごみの、これからもどんどんとやらなきゃならないと思うんです。こうい

う缶をこういうふうにして使って、例えばふたは必ず密封してくださいとか、いろんな

注意事項はあると思うんですけども、これはどんどん進めていただきたい。と同時に、

今ここで出たような話、全体的な、こういうふうにして、これだけの効果があって、こ

ういうふうになってくるんだと。そういうシステムを今、厚岸町が作っていくためにご

協力いただきたいんだという話も、町民の目に、耳に届くようにしていただきたいと、

そのように思います。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 今後とも、来年度から始まる生ごみの周知については、よ

り綿密といいますか、細かい周知方法も必要というふうに認識をしてございます。それ

から、今言ったリスク管理の関係、それから、昨年、山の手でそういった生ごみの対応

についての参考になるようなお話も聞いてございますので、そういった点も含めて町民

の皆様方にご指導申し上げたいというふうに考えてございます。

●委員長（中川委員） ここで、ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めてまいります。

５款農林水産業費、１項農業費、３目畜産業費。

５目農地費。

６目牧野管理費。

７目農業施設費。

８目農業水道費。

９目堆肥センター費。

２項林業費、１目林業総務費。

12番、室﨑委員。
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●室﨑委員 先ほどエキノコックス、住民の健康のほうの問題からお聞きしましたけども、

エキノコックスの検体として、野生のキツネでなかったかと思いますけれども、毎年、

５頭とかそのぐらいのものはとって、それを保健所で保菌しているキツネかどうかとい

うのを調べていると思うんですが、その一番このごろの状況を教えてください。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） ただいまの関係でありますけども、平成24年度は２体検体

を送ってございます。キツネ１頭、それからノイヌ１頭であります。キツネにつきまし

ては陽性であります。それから、ノイヌについては陰性ということで結果が出てござい

ます。これについては、保健所に持ち込んで検査を行っております。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 汚染区域であるというのははっきり出ているわけですね。

それから、もう一つお聞きしますが、エゾシカの話なんですが、年間に何頭ぐらい駆

除の対象になっているのか。対象というのは、駆除できたかということです。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 有害での駆除に限定させていただきますけども、狩猟の数

字は、まず、有害については平成23年度実績で1,006頭になります。それから、平成22年

度については929頭になります。

それから、一般狩猟でございますけども、 新の数字が平成22年の数字ということで

ございますけども、これについては2,518頭というのが 新の捕獲実績という内容でござ

います。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 狩猟のほうは、ハンターが楽しみでということになるわけですよね、第一義

的には。それで、その獲物も自分たちで持っていくということが基本でしょうね。

それから、有害のほうについては、そういうのも当然、狩猟のときと同じような処理

の仕方をしている数もあるかもしれないけども、おおむねはどんな処理になっているん

ですか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 狩猟も有害も同じなんですけども、これについては、その

場で解体はしますけども、残渣についてはその場に置いておかれないということで、基

本的には埋設という措置をとるか、あるいは、自分で運んで処理場に持って処分してい
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ただくかと。もしくは自分のところの敷地内で処理をして、自家消費をしていただくと

いう内容でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 処理場の処理というのは、具体的にどんなことをやっているんですか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 処理場では焼却処分になります。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 前にもそういう話をして、飛び跳ねたことを言われても困るよというような

話で終わったんですけどね。

1,000頭からのシカが、それから、狩猟を入れれば3,500頭のシカが厚岸町でとられて

いるわけです。そうすると、これをただ、ごみに、2,500頭のはちょっとこっちへ置いて

も、1,000頭のほとんどがごみになってしまうというようなものはもったいない気がする

んです。

それで、前には食用として、どっちだったかな、オホーツクのほうの興部かどこかか

な、そこでは食肉の工場までやっているというような話もありまして、どうかと言われ

たら、まず血抜きの問題からあって大変なんだと。そんな簡単にできるもんじゃないと

いうふうに言われて、恐れ入りましたと言って私は引っ込んだんですがね。

これ、例えばペットフードみたいなものだったらどうなるのか。あるいは、今の、堆

肥化していくわけでしょう。そういうようなものだったらどうなるのか。まだまだいろ

んな研究の余地はあるんじゃないかという気がするんですよ。そういうものを一つずつ

全部やってみて、どれもこれもとてもじゃないけどできませんということになれば、そ

れはそれで仕方がないんだけども、やっぱり、この町で出てくる廃棄物を含めて産物は

資源なんだということで、何とかできないものかという考え方は必要だと思うんですよ。

そういう点でいかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） まず、食肉の関係でありますけども、これは南富良野で、

民間の会社で、確かエゾシカの肉を使ってカレーライスとか、それから給食にエゾシカ

肉を提供しているとか、そういったことで、以前テレビで紹介されたのを私は記憶にあ

ります。

あと、道内で町の直営で、南富良野の場合は民間なんですけども、直営でやられた事

例で、足寄が確か平成16年に直営を断念したということで、このエゾシカを食用の肉に

するに当たっては、肉にする部分が少ないとか、そういったことで、非常に普及しづら
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いということで、非常に難しさがあるということを言われています。

それで、今、どうにかペイしているというか、収支がバランスがとれているのが阿寒

の民間会社と。そこは養鹿をされていて、前田一歩園で囲って、生きたままの鹿を、そ

こで養鹿をして、ある一定期間育てて、処理をして、食肉としていると。そういったこ

とがテレビで紹介されましたけども、決してばんばん儲かるようなお話はしていなかっ

たのかなというふうに思っています。

あと、こちらのほうにそれを当てはめるということになると、ハンターに銃で撃って

もらう場合、首から上をまず狙って打たなきゃいけないと。首から下については危険が

あるので、スーパーとか、それからコンビニで鹿の肉を取り扱っているところがあると。

首から下で銃で撃った場合の肉については店頭には置けないと。必ず首から上を撃った

鹿で、それも北海道の基準に合った肉の処理をした方法で取り扱った肉でないと、うま

く流通として出回らないと、そういった非常に難しい面もあって、鹿の肉の活用という

ことについては非常に難しい面があるのではないかというふうな、私自身はそういった

認識を持ってございます。

今、ペットフードのお話もされておりましたが、食肉については今言った形で、ちょっ

と難しいなというふうには思いますけども、そういったペットフード云々、どうかとい

うことについては、そういった活用方法もあるのかなというふうに今、ちょっと初めて

お聞きしたお話でありますので、その辺についてはちょっと研究をさせていただきたい

なというふうに思ってございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 今、黙って聞いていたんだけど、私、食肉にせいなんて言っていないんです

よ。そうしたら、延々と食肉にするには大変かという話をして、 後に、ペットフード

と今聞いたから、ちょっと考えさせてもらうと言ったんですよね。それなら、それだけ

言えば、ごく短い時間で済むのです。もう少し要領のいい答弁をしてください。

それで、今申し上げたような、これも素人の思いつきです、はっきり言って。ただ、

廃牛というのかな、自分のうちで死んじゃったりしたような牛だとか、そういうものを

今は穴を掘って埋めるわけにはいかないですよね。そんなことをしたらピーポーピーポー

といって来ますから。それで、そういうものについて処理するという会社がこの近くに

できたことがありましたよね。ところが、何か不祥事があったのか、ぱっとやめてしま

いましたけど。

だから、そんなのを思うと、ペットフードだとかそういうような処理を考えると、食

べ物にするには非常に厳格なあれがあるけれども、また別の方法というのは、何もペッ

トフードだけじゃないですよ。何かいろいろあるかもしれないというようなことも含め

て、今、とるほうは一生懸命やっています。道も金を出していろいろやっている。だけ

ど、とった後の処理、これもリサイクルの流れで考えると、いわば静脈産業ですよね。

そこの部分も実は駆除の中の一つなんだと考えれば、そこの部分でもって必ず赤黒がぴ

たっと合わない限りやれないというものではないと思います。そういうことを含めて、

ぜひご検討いただきたい。厚岸町だけでできるかどうかはわかりませんよ。そうしたら、
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この釧路圏のみんなが協力してやるというようなことだってあるでしょうし、そういう

ことを含めて考えていただきたいと思うわけです。

●委員長（中川委員） 町長。

●町長（若狹町長） お答えさせていただきます。

駆除の後の肉処理の関係でございますが、鹿肉の普及、これが今、重大な課題になっ

ているわけでございまして、北海道ももちろん、カレーライス等、いろいろな食べ方を

工夫しながら普及をいたしているわけでありますが、私ども釧路管内の町村会といたし

ましても、やはり、この普及が今は大きな、管内の課題として取り上げているところで

ございます。

とりあえず、学校給食でこれを利用できないかということで考えた中で、学校給食の

シチューといいましょうか、この肉がどうだろうかということで、試験的に出したこと

もあるわけでありますが、いずれにいたしましても、鹿肉の普及というのは大きな今は

課題になっておりますわけでございますので、さらに普及というものを促進するという

手だてをこれからいろいろと考えていかなければならない。これは当然の、厚岸町のみ

ならず、北海道としても大きな課題であると、そのように認識しておりますので、ご理

解いただきたいと存じます。

●委員長（中川委員） ほかに、ここでございませんか。

（竹田委員「１目ですよね」と呼ぶ）

●委員長（中川委員） １目です。

竹田委員。

●竹田委員 ここで、鹿の部分についてのＬＥＤの回避装置についての研究をしていただ

きたいというお願いをしていたんですけども、どこまで、どのような内容で進んでいま

すか。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） ３月の議会でご指摘をいただきまして、その後、弟子屈の

ほうに、実際についている現場を見させていただいて、それについては町民の森に応用

できないかということで、ことしの５月、時期まではちょっと忘れましたけども、町民

の森にＬＥＤを設置をいたしました。

効果といいますか、センサーで反応してＬＥＤのライトが光ると。それから、音が出

ると。その音も５種類ぐらいの音で、象の鳴き声とか虎の吠えた音だとか、そういった

５種類の音が出まして、それが交互に出ると。通るたびにＬＥＤが光って、音も５種類

の音が発生をするということで、その効果を確かめるべく、今現在運用中ということで



- 55 -

ございます。

●委員長（中川委員） 竹田委員。

●竹田委員 議員からの提案がありまして、その後、実施をしたのかしないのかという、

実施をしたならしたという、そういう報告というのは、実際、どうなんでしょう。しな

くてもいいのか。こうやって聞くと、改めて報告をもらうという、聞かないと一切伝え

てもらえない仕組みになっているのでしょうかね。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 実は、林業活性化の枝打ちをやった際に、一度それを見て

いただこうかなというふうに思っていたのですが、たまたま電気回路がちょっと故障し

ていまして、充電されていないことがわかったものですから、急遽そこは見ていただか

ないことになったのです。

ですから、うちのほうとしては、視察とか、２カ所ぐらい来て、それぞれ受けている

んですけれども、ただ、議員の皆さんにご披露申し上げるちょっとタイミングを失って

しまったなと。見ていただきたいということは念頭にあったのですけれども、今現在も

運用されていますけども、その点、申しわけなかったなというふうに思ってございます。

申しわけございませんでした。

●委員長（中川委員） 竹田委員。

●竹田委員 テレビ等々、それから新聞、それから雑誌等々をずっと、自分で言ったこと

なので確かめながら見てきました。だんだん利用される台数も増えて、成功事例のとこ

ろは何台も増やして、あちこちに置くような形も出てきました。また、厚岸町みたいな

形で１台だけとりあえず購入して確かめるということがなされてきたのは、事実増えて

いますよね。増えたことというのはやっぱり、ある一定にして効果が出たから増えてき

たんだろうというふうに推測もされるし、丸っきりだめなものであれば、確かめようと

もしないわけですよね。

そういったことであれば、もうちょっと効果を確かめて、できれば町場の中に、音が

鳴るのであれば、ちょっとうるさいということもあると思うんですけども、例えば太田

の牧草の被害というのが相当多いです。そういった部分も、組合等々の話をしながら進

めていっていただきたいなというふうに思うんですけど、いかがでしょう。

●委員長（中川委員） 環境政策課長。

●環境政策課長（大崎課長） 光と音と一体となったものというふうに思っていますので、

これについては多分、町場向きではないなというふうに、まず印象は持っています。

これについては、農協の役員の方も弟子屈のほうに出張で一緒に行っていただいてお
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りますので、そういった意味では既にその役員の方も見られておられますので、町のほ

うでの効果が確認された段階で、そういった農協等にも声かけをして、普及していけれ

ばなというふうに考えてございますので、ご理解をいただきたいと思います。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

１目、ほか、ございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めます。

２目林業振興費。

３目造林事業費。

５目特用林産振興費。

８番、竹田委員。

●竹田委員 ５目特用林産振興費でお聞きします。

32ページの保健福祉総合センターの健康広場のところで灯油の部分についてお聞きし

ました。ここの数字を教えていただいたとおり、灯油の値上げでかなり、きのこの菌床

センター等もそうですけども、きのこ栽培の組合員の方、または組合に入っておられな

い方もおりますけども、栽培をしている人たちが、非常に灯油の高騰で、栽培をしても

もうからないということで、きのこの製造している方々から大変苦労しているというお

話がありました。

ここでお聞きしたいんですが、カキの種苗に対して、漁業者に対して、種苗１個当た

りの単価を下げるとか、そういった手当て等々あるんですけども、きのこの部分につい

ても、灯油の高騰に関して、何らかの手当てをしなければ、せっかくここまできたきの

こ産業が減退してしまうようなことにつながるのではないかというふうに、事実やめら

れている方もいますし、そういったことを回避するのに、例えば無利子の貸し出しをす

るとか、何らかの手当てを考えられないのかなというふうに思うんですけど、いかがで

しょうか。

●委員長（中川委員） 産業振興課長。

●産業振興課長（阿部課長） きのこの菌床センター、産業振興課の所管でございまして、

私のほうから。

今のきのこの生産者の方の状況でございますけれども、おっしゃられるように、厳し

い状況にはございます。ことしになってやめられた方も２軒いらっしゃいまして、１人

は道外のほうからいらっしゃっている方ですけれども、後継者の方も向こうに帰られた

ということで、その方も向こうのほうに戻られたと。それから、高齢の問題等がありま

して、やめられた方もいらっしゃいます。

確かに、そういう資材が上がっている部分というのがありまして厳しいという状況も
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ありますし、あわせて、市場の価格がかなり、昔から見ると下がっているというような

状況もありまして、そういった厳しさは確かにあるということは承知をしております。

そういった中でですけれども、ことしにつきましては、札幌に出荷をされている方、

それから釧路の市場に出荷をされている方、それから、コンビニのほうと提携をして、

そちらのほうに出荷をするということで、その販売先を開拓をしている方もいらっしゃ

いまして、そういった中で、高く売れる場所というものもいろいろ模索しながらやって

きている状況です。そういった部分では、ことしの夏、札幌に出した部分では、割と単

価はとれたというようなお話は聞いています。ただ、今度、送料がまたかかるものです

から、そういった部分での大変さがまた出てきます。

今、秋から冬場にかけては釧路のほうに出しているというような状況もありますけれ

ども、そういった部分で、やはり、市場の価格が厳しい中で、何とか売り先をいろいろ

開拓している方もいらっしゃいまして、そういったところで高く売る努力というものも

しているという状況がありまして、それでもって、ちょっと菌床の単価を検討をという

ようなことも一部からお話は聞いておりますけれども、菌床センターも、今の状況は、

建設からかなり年数がたっておりまして、ことしもフィルターボックスという換気の設

備をかえさせていただいた、それから自動接種機を入れさせていただいたと。来年につ

きましても、ミキサー、おが粉をあれする機械なんですけども、そういったものも寿命

が来ているというふうな状況もございまして、そういった経費もかかるという中では、

菌床を下げるということも非常に難しいというふうに考えております。

そういった中では、今の段階では、これといった対策を持っていないというのが状況

でございます。

●委員長（中川委員） 竹田委員。

●竹田委員 生産者も厳しい部分で、課長の答弁も、何か厳しそうな、生産者の気持ちを

わかっていて、ひしひしと伝わってくるような答弁で、課長も大変なんだなというふう

に思います。

2009年に環境モデル地区というふうになった高知県の檮原町というところが、風力と

太陽光の発電率でいくと全国１位ということで、2009年に環境モデル地区というふうに

国からお墨つきをもらったという地区なんですけども、ここは個人でつけるようにいろ

いろ応援して、80万円までを個人に取りつけをした場合に補助するとかということをや

りながら、平成23年の３月までに105カ所で、全体の世帯数からいくと5.9％の実績まで

持っていって、町内の施設関係にも太陽光をつけたり風力を用いたり、両方分けている

んですけども、そういった部分で、実績率というのは、公共施設の中では28.5％ですか

ら、約３分の１近い公共施設に太陽光を設置して、2050年までには町内の電力を賄える

のが100％にしようという努力をしているまちというふうに紹介がありました。

私が思うには、化石燃料をどんどん焚いて大変だ大変だというこの時期に来て、本当

に、毎年というわけでもないんですけども、本年度も、数字ははっきり税財政課長は言

わなかったんですけども、1,000万円以上出るだろうというふうな試算もできるわけです

よね。そういった形で、本当に、厚岸町は、これからということを考えると、例えば町
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立病院とか、厚岸町の庁舎だとか、それからカキの種苗センターとか、あと、今言われ

ているきのこの菌床センター等々、やはり、灯油の高騰によってばらつきのあるという、

そういう財政づくりじゃなくて、片や個人の部分にもいろいろ問題が出てくるので、こ

こでやはり、ちょっと思い切った研究をしたらどうなのかなという時期に、もう来てい

るのではないかというふうに思います。

実際、太陽光、風力発電もそうなんですけど、太陽光は昼間、夜は風力でという形で、

どっちにしてもばらつきがあるのはあるんですけども、一定で発電できるという、供給

量が平均しているのは太陽光だというふうに言われています。僕は、別に太陽光を造っ

ている会社でも何でもないのでどっちでもいいんですけども、そろそろ、本当に施設関

係に、思い切って研究をしていったらどうなのかなと。例えば、今の売電量で厚岸町が

もし造られたときに、何年でペイができるのか。それで電力の一部が将来的にプラスに

なるのであれば、それを生産者のほうにしむける計算もできていくのかな。また、電力

の一部を太陽光で賄うことによって、初期投資の部分は必ずかかるんですけども、イニ

シャルコストと毎年使うランニングコストのバランスというのが確かにあると思うんで

すけども、その辺を１回試算をして、将来どう変わっていくのか。きのこを３年、５年

でやめちゃうのであれば、これはどうしようもないのですけども、そういうことはまず

ないと思うので、施設施設で、今後のことを考えた上で、そういうことをぜひ町ががっ

ちり組んでいっていただきたいなという要望なんですけども、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） どこですか、答弁。

産業振興課長。

●産業振興課長（阿部課長） 産業振興課長。

●産業振興課長（阿部課長） 実は昨年度に、カキセンターでもって、そういった試算を

することを、そういう試験的なものをやれる事業が、北海道の地域づくり交付金の事業

でもってそういったメニューがありまして、それを何とか１回やってみて、そういった

試験的なものをやって、それが実際に活用できるものなのかどうなのかということをやっ

てみたいなということで、その事業を検討させていただいたんですけども、それらをや

るに当たって、業者とも協議をしたんですけども、ちょっと、その段階では、その事業

に乗せていくには難しかったものですから、断念をさせていただいたということがあり

まして、やっぱり、そういったもので、できるだけ維持費をそういったもので確保でき

るような対応はしたいということは、私どもも、きのこのセンターにかかわらずカキの

センターもございますし、そういうようなことも念頭にはあって、そういった事業がう

まく活用できればなということではいたのですが、ちょっとそれは乗せることはできな

かったというようなことでございます。

そういった気持ちは持っておりますので、そういった活用できるようなものがあって、

効果が見込めるようなものがあれば、またそういったものの検討もさせていただきたい

なというふうに考えております。
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●委員長（中川委員） まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） ちょっと私のほうからも補足させてもらいます。

今、産業振興課長がご説明いたしましたカキ種苗センターにおける研究事業というこ

とで、地域づくり総合交付金、これがあるんですが、そのメニューがいろいろありまし

て、条件不利地における事業というものがありまして、その中で、カキ種苗センターの

ほうである一定の太陽光発電システムを備えつけることによって、どれだけ経費を軽減

できるかという試験事業をしたいという計画を実は持ちまして、北海道のほうに相談さ

せていただいていたところでございますけれども、その相談している中では、ちょっと、

規模的な大きさもあるんですけれども、十分な成果がそれでは得られないのではないだ

ろうかというような採択の部分で、やはり北海道で採択枠がかなり小さいものですから、

それに入り込めなかったということでございます。

そういった意味で、問題意識を持って、町有施設の中でもそういったものができない

かというものの研究をさせていただいております。

それと、以前のご質問の中にもありましたが、カキ種苗センターについては、以前に風

力発電によることも一度検討したこともございます。ただ、そのときは、地元の方の理

解が得られないと。というのは、やはり、町の中というか住宅が近いところで風力発電

をやるとなると、いろいろな環境に対する影響もあるという部分では、その施設の場所

場所によって選ぶシステムも変わってくるのかなとは思いますけれども、ただ、先ほど

竹田委員も言われた他の風力での設備整備というのは、大きく今、国の制度が変わって

きておりまして、2009年度、平成21年度までは、いわゆる厚岸も活用させていただいた

ＮＥＤＯというところの補助制度、テストをやって、そのまま半分お金を出して、そし

て何年かたつと、その自治体のほうにシステムごと譲るという制度があったわけですが、

これは2009年度をもって、この制度はなくなっているという状況もありますので、いろ

んなそういう、国の、あるいは北海道の制度をいろいろ勉強させていただきながら、先

般の町長からの答弁にもありましたけれども、厚岸町としても再生エネルギーの活用に

ついては積極的に取り組んでいきたいということでございますので、勉強させていただ

きたいなというふうに思っております。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

５目で、ほか、ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進みます。

３項水産業費、１目水産業総務費。

２目水産振興費。

３目漁港管理費。

10番、谷口委員。
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●谷口委員 今の、いわゆる真竜護岸というか、道で事業をやっていますよね。それで、

何メーターか前に出して、若干高くなるのかな。そういうふうに今、工事が進められて

いるんですけれど、ひどい嵐等があったときに、高波というか、それが越波して、あの

辺の住宅に降りかかってくるということで、地域の人が大変困っているんですよね。

それで、以前にやったところには、事業を進めていく中で、余ったブロックというの

か、そういうものを移動させながらという具合にやっていて、何とかそれがとまるよう

にということでやられていますけれど、結果的に、やっていく順番に、そういう被害が

ずれていくというのか、そういう感じに今はなっていますよね。それで、ついこの間も

そういう状況があって、産業課長だとか建設課長に見ていただいたんですけれど、そう

いうふうに対応されるだけでいいのか。

それから、もう一つは、やはり、今、事業が進められている 中だから仕方がない、

我慢してくれということでいいのか。今までそういうことがなかったのに、そういうこ

とが起きているわけですから、やはり、そういうものが起きないようにしながら工事を

進めていくということも大事なことではないのかなというふうに思うんですよね。

そういうことで、できれば工事を進めるときにそういうことがないようにということ

と同時に、今、暫定的にやっている波消しというか、その方法が本当に有効なのかどう

かも含めて、やっぱりあそこをどうするのかということをもう１回、道があの事業をやっ

ているのですよね。そうであれば、当初は全く考えていなかったのに、そういう事象が

起きてブロックを置くというふうにしていますよね。そういうことで、今後、あそこを

整備していくに当たっては、護岸を造るだけではなくて、その前をどういうふうに整備

していくのかということも含めて、やっぱり、漁業者も関係するのでしょうけれども、

地域住民にもこういうふうになってきますよということをやっぱり示していただきたい

なというふうに考えるんですけれど、その点についてはいかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 産業振興課長。

●産業振興課長（阿部課長） ここの岸壁の向こう側の護岸工事ですけれども、昨年から

実際に工事が始まりまして、途中から進めてきております。そこが、昨年工事をやって、

昨年の暮れになって大体でき上がった段階でもって、背後の方からそういった話をいた

だいております。それで、早速、建設管理部のほうにお話をしまして、組合も含めて私

どもも一緒に行ってお話を聞いて、それで建設管理部の職員の方にも見ていただいて状

況を確認したと。その中でやっぱり、お話にありましたように、あの状況では、そのま

まの状況ですとやっぱり、波が当たってしぶきになったものが上がって風で飛ばされる

という形で、背後のほうにしぶきが来ると。それが今までの状況よりも多いということ

を実際に話をいただいております。

それで、その前面にまず波消のブロックを置かせていただいて対応を図って、今、そ

の現状でもって見させていただいている部分では、ある一定の効果はあるというような

形でお話をいただいておりました。それが、ことしになりまして、先日、また次の工事

をやっているところの方からそういったお話がありまして、現地を確認して、建設管理

部のほうとも状況の話をしているところでございます。
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そういった中では、今の護岸のものだけでは、去年もそういう現象が起きております

し、ことしもそういう現象が起きているという部分では、このままでは同じことがその

まま起きていくんだろうなというのが当然想像できますし、そういったところで、今後

の対応につきましては、建設管理部のほうにも申し入れもしておりますし、それから、

実際、波消ブロックでずっと対応をしていって済むものなのか。今、漁業者さんからは、

護岸の途中に、少し、30センチでもいい、ちょっと出せば巻き上がるのが押さえられる

のだというようなことのお話もいただいておりまして、それらも含めて北海道のほうに

お話をさせていただいて、今後の対応、どういった形でやるのかということは、これか

らも検討していきたいなと思います。

その結果は、お話にありましたように、当然、背後の皆さんに係る話でございますの

で、そういったお知らせもするようにしていきたいなというふうに考えておりますので、

ご理解いただきたいと思います。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 なかなか、地形だとかいろんな、風向きだとか、そういうものがありますか

ら、いつも同じ方向から風が吹いてきたり波が来ればそれでいいんでしょうけれども、

海だって浅いところと深いところ、いろいろあって、そういうものがいろいろ作用しな

がら、そのときの風向きだとかによって、そういうしぶきが上がったりするんだと思う

んです。

そういうことを考えると、やはり、地域の皆さんの財産を守るためにああいうものを

きちっとやられるんですけれど、それと同時に、今あるものも壊れないようにする対策

も講じていただかなければ困るんです。ですから、そのあたりでは、やはり、暫定的な

ものでなくて、やっぱりこうやりますよというものを、余り、結果的に、そのときは何

となくいいような気がしたけれども、後でだめだったというようなことにはならないよ

うにしていただきたいなというふうに思うんです。よろしくお願いいたします。

●委員長（中川委員） 産業振興課長。

●産業振興課長（阿部課長） そういったことも踏まえまして、協議をさせていただきた

いと思います。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほか、３目漁港管理費でありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めてまいります。

４目漁港建設費。

５目養殖事業費。
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６目水産施設費。

６款、１項商工費、１目商工総務費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 委員長、ここで発言をお許しいただきたいんですが、実はノロウイルスなん

ですが、これが出ますと、厚岸町の町民の健康だけでなくて産業にも大きく影響します

し、それから、病院を初めとするいろんな施設の行政執行にも非常に大きな影響が出ま

すということで、いろんなところにかかわるので、節説明欄に食の安全・安心というの

がございますので、ここでまとめてやりたいんですが。

●委員長（中川委員） わかりました。

はい、どうぞ。

●室﨑委員 昨今のマスコミ報道を見ますと、ノロウイルスが猛威を振るってきていると。

今年は大流行になるのではないかという警告が出されています。

それで、ノロウイルス、ウイルスはみんなそうなんですが、ごく一部のものは別とし

て、ワクチンだとかそういうものはないですよね。変異が物すごく多いので、対処でき

ないということらしいです。

結局、人間の持っている抵抗力、それが唯一のといいますか、武器なんだそうですが、

今年はどうも変異を起こして、今までのノロウイルスとどうも違うものが出てきている

らしくて、それでばたばたと都会中心にやられている人が増えていると。もしこれが厚

岸で起こりますと、今もちょっと申し上げたように、厚岸の、もちろん集団発生なんか

しますと、町民のまず健康という点で大変な問題が起きます。それだけじゃなくて、厚

岸は安全でおいしくて安心して食べられるものを作って提供しているんですよという看

板に傷がつきますね。

これ、二枚貝というのにすぐノロは言われるんですけども、特にカキなんかが、何で

もカキにされてしまうおそれがあるんです。そうしますと、風評被害というものも出て

きますよね。今回は、カキは非常に何か値段がよくて、漁師の人たちはにこにこしなが

ら税務署がおっかないというような、半分冗談ともつかないようなことを言うようなこ

とになっていて、これはこれでいいことだと思っているんですが、こういうものが、こ

れから年末の一番いい時期にたたかれたのでは大変だと。

それから、今度、学校給食は、かつてノロでもって大変な目に遭いましたが、そうい

うものもある、病院もある、心和園もある、こういうところを含めて、やはり、ぴりび

りしているんじゃないかなというふうに思うんです。

今言ったようなところで、ノロウイルスに対して今、どういう対策をとっていこうか。

それから、町民に対しても、どういうふうに予防を進めていこうかという点についてお

答えをいただきたいんです。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。
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●保健福祉課長（松見課長） 感染予防、人の健康という部分での担当での保健福祉課の

ほうでは、現在、防災無線と、加えてＩＰ告知電話の発信準備をして、近々予防の方法、

手洗いとかうがいです。それから、どのような発症、症状が起きるかとか、これを、注

意を呼びかける準備をさせていただいているところでございます。

●委員長（中川委員） 管理課長。

●管理課長（米内山課長） 学校及び給食センターの関係でございますけれども、学校に

おきましては、既にこういう流行の関係もございまして、道教委のほうから予防と対応

の文書が流れてきております。これに関しまして学校に通知するとともに、従来から行っ

ております対応マニュアルに基づきまして対応はしているわけですけども、状況を申し

上げますと、今ちょっと件数は正確ではないかもしれませんけど、私の知るところは、

今は２件ほど実際にございました。

それは、親御さんのほうから学校のほうに、医療機関に言われたという報告があって

初めて承知するという状況になってございまして、ただ、これを承知した段階で、実は

学校給食センターがすぐ動くわけですけども、その子供がそういう状況の中で給食をとっ

たということでありますから、その日の食器、その学校の全部を新たに塩素消毒をかけ

なきゃならないという作業が実は、勤務時間外、 近では23日の祝日の日に、実は職員

に出てきていただいてやった。それから、超勤をしてやったというようなことで、わか

り次第、できる限りの対応をさせていただいているところでございます。

●委員長（中川委員） 特老ホーム施設長。

●特老ホーム施設長（高橋施設長） 心和園とデイサービスの対応でございますけども、

先週、ノロ関係の感染対策委員会を開きまして、施設に感染対策マニュアルがございま

すけども、その確認と、さらに、今回の部分で徹底をするということで、明日、ノロの

勉強会、職員の勉強会です。あと、来週にももう１回と、週２回やりまして、徹底をし

たいと思っております。

それと、一番大事なことは持ち込まないということですので、デイサービスの利用者、

あるいは心和園の短期の利用者、これらの方の受け入れの際に、その辺の確認をしっか

りして対応してまいりたいと思います。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） 町立病院につきましては、町立病院内でも感染対策委員会

というのを設置しております。早く、何年も前からということですが、毎月一度、その

中で、全道、管内、全国の、例えばその時期の感染性のこういった疾病の状況が報告さ

れます。実は昨日も今月の委員会が開かれました。このノロウイルスが全国各地で増え

ているという報告が数値、グラフ等で示されております。

この現象は、厚岸町でも10月ぐらいから散発が見られたということで、病院内でも大
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変警戒していました。その時点で、たしか教育委員会、福祉課のほうへ、集団発生では

ないけれども、散発が見られるぞという、私のほうから内々に連絡をさせていただいて、

今後、そういった拡大も見られるかもしれないということで、お知らせだけはしていた

ということです。

なおかつ病院の中では、前々からマニュアルもありますし、特にノロウイルスは、数

少ないウイルスで感染性が高いということで、昨日もトイレの清掃をまめにやるという

ことが院長から指示がありまして、早速、業者のほうへ指導をしていると。それから、

小児科がありますので、嘔吐物がもしあった場合、そこをまめにすぐ消毒なり、清掃を

直ちに行うといった対策を含めて、委員会の中でもすぐ周知を図って対策を重ねている

と。病院の場合はもう、すぐに察知できますので、年がら年中この対策をしているとい

う状況です。なおかつ、玄関に入りましたら、それらの警戒をするように、あるいは手

洗い、消毒をするように、ポスターは365日掲示して、消毒液もずっと配置してあるとい

う状況であります。

●委員長（中川委員） 産業振興課長。

●産業振興課長（阿部課長） 二枚貝といいますか、カキの関係で、風評被害というよう

なことにすぐつながる問題ですので、カキの漁業者さん、それから漁業協同組合含めて、

この衛生管理の部分につきましては、「いつからいつまで」とか「今は」とかということ

ではなくて、継続的にずっと、検査体制というのはとっております。

それと、検査体制をとるのと、あわせて、去年は市場のほうに、畜養施設の温度管理

をする設備を地域づくり交付金をいただいて整備しております。それから、ことしもＡ

ウロコの工場のほうの設備のほうにそういったものを入れようとしています。それはど

ういうことかといいますと、ノロウイルスは冬場に発生するのが多くて、冬場に発生す

るというのは、カキはそのもの全部を食べてしまいますから、中にためこんだものをそ

のまま人間が食べるというような状況になります。夏場は温度も高いですし、海水を取

り込んで排出することも、活性化が高いんですけれども、冬になるとそういったものも

少なくなるものですから、ため込む状況が多くなるといったことで、畜養する温度を上

げることによって、そういったものを促すというような取り組みもしております。

そういったことで、継続的にそういったものが起きないような体制を整えているとい

う状況でございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 今、保育所、幼稚園の関係についてなかったんだけども。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 先月、11月中旬でしたか、15日ころでしたか、町内におい

て、ノロウイルスの散発が見られるという情報を町立病院のほうから直接いただきまし
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た。即刻、各保育所及び民間保育所を含めて情報をお伝えし、万全を来していただいた。

ただ、その段階で、今日まで保護者に、例年のように注意喚起を強化するとか、まだそ

の段階には至っておりませんが、その準備もしているところでございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 病院を初めとして、心和園とか、給食センターとか、そういう施設では常時、

そういうものについてはぴりぴりと張り詰めた神経を持って対処していると思うんです。

ですから、私みたいな素人がそれに向かって、今、ノロウイルスがはやってきているか

ら注意してくれと言うまでもないことだとは思いますけれども、し過ぎることはないで

すから、よろしくお願いしたいと。

それで、まず一つお聞きしたいのは、町内の家庭で発生した場合、下の子供が保育所

なり幼稚園に行っていて、上の子供が学校に行っているという家は幾らでもあるわけで

すよ。だけれども、ああいうものは家の中みんなでかかるんですよね。そういう連絡体

制というか連携というものは、これはきちんとやっていると思うんですけども、まず確

認しておきます。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 初めに保育所のほうからその情報をキャッチした場合にお

いては、保育所のほうの情報で、その兄弟等がどこどこの小学校、あるいは中学校に通っ

ている情報は承知しておりますので、その旨を教育委員会のほうへ連絡し、適切な対応

をお願いしているところでございます。

●委員長（中川委員） 管理課長。

●管理課長（米内山課長） 基本的には、ただいま保健福祉課長が申し上げたとおり、学

校のほうについても同じ、逆の対応ということになって、双方連絡をとり合ってござい

ます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 学校就学前の子供が通う施設には、保育所のほかに幼稚園があるんですよね。

幼稚園というのは福祉課の所管ではないんですか。幼稚園も保育所と同じような体制に

なっているんですか。

●委員長（中川委員） 管理課長。

●管理課長（米内山課長） 町内にある私立幼稚園の関係でございますけども、実は私立

幼稚園、教育委員会直接の関係を持ってございません。私立幼稚園につきましては、例
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えば今回の通知にしても、学校に関しては道教委の釧路教育局を通じて参りますけれど

も、幼稚園のほうは恐らく振興局のほうを通じて来ております。ただ、幼稚園と学校と

の連絡体制につきましては、今現在ちょっと、確立はしてございません。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 ほかのいろんな業務についてまで全部保育所と同じように連絡体制をとれと

は今はあえて申しません。しかし、こういうような問題では、どこそこの誰ちゃんが具

合が悪くなった、そのお兄ちゃんが学校に行っているという点では、これは保育所だか

ら連絡をとらなきゃならない事態だけども、幼稚園だから連絡をとらなくてもいい事態

だということではないですよね。そうしたら、そんな何とかの所管がどうだとかああだ

とかと言う前に、福祉課でも教育委員会でもいいんだけども、厚岸に何百も私立幼稚園

があるわけではないでしょう。これと直接話をして、そういう体制をとったらいかがで

すか。これは福祉課でやろうと教育委員会でやろうといいんですけど、この点に関して

は手を組んで一緒にやろう。それから、町立病院のほうから情報が入ったら、すぐあな

たのほうにも教えるから。いやいや、私のところは振興局の所管ですから、あなたなん

か来ないでくださいって言うことはないと思いますが、いかがでしょう。

●委員長（中川委員） 町長。

●町長（若狹町長） 私からお答えしたいと思います。といいますのは、このノロウイル

ス、異質な、今までない菌という中で、その罹患された人の薬がないというような極め

て難しいノロウイルスであるそうであります。それは人との関係であります。だから、

厚岸にとっては、ご指摘ありましたとおり、やはりカキが心配なのです。風評被害です。

そういう面におきまして、厚岸は万全な体制をとらなければならない。これは当然なこ

とでございます。

そういう意味におきまして、特に今回は幼児と高齢者がかかりやすいというお話も承っ

ているわけでもございます。そういう意味において、どの部門、その部分じゃなくて、

やはり各連携をとりながら、万全な体制を、防止策をとらなければならない。これは当

然なことでございますので、その対策は講じていきたい、そのように思いますが、風評

被害、町長として心配いたしております。特に東京あたりでも、札幌あたりでも、ご承

知のとおり厚岸のカキがブランドだと、一番おいしいと言われている。しかも、この寒

い時期が一番おいしいんです。そういう時期にノロウイルスが発生をしたということで、

大変、生産について心配をいたしているわけでありますが、いずれにいたしましても、

防止策を、全課を挙げて万全な体制をとらなければならないと、そのように考えており

ます。

●委員長（中川委員） 管理課長。

●管理課長（米内山課長） 私立幼稚園との連絡体制の関係でございますけども、今まで
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も全然なかったわけではございませんが、わかる範囲の中で対応させていただいており

ましたが、確かにシステムとして作ってございませんでした。幾つかそのやり方の方法

はあるというふうに今現在も考えますので、できるだけ早く、早急にそのシステムを構

築したいというふうに考えてございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 早急に進めていただきたい。

それから、もう１点、連携でもって指摘しておきますが、町立病院に入った情報は、

今お聞きしたように福祉課にもすぐ伝わるし、教育委員会にも伝わる。よくわかりまし

た。

厚岸町にはもう一つ医療法人があるのですよね。そこは今、診療所だけじゃなくて、

グループホームもあるしデイサービスもあるんです。ここでの情報というものは、緊密

に、こういう問題に関しては連携をとっているシステムになっているかどうか、この点

についてもお聞かせいただきたい。

●委員長（中川委員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（松見課長） 町内の他の医院は、具体的には田中医院でございますけど

も、そういう患者の発生に、都度、町のほうへ報告をお願いしたいという旨については、

具体的にお願いはしてこなかった状況でございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 なるほど、できているのかと思ったら、 後になかったと、がたんときたわ

けですな。

それで、これはぜひお願いしたいんです。今、私立幼稚園と教育委員会の話と同じ意

味で、やはり、厚岸町全体の、まず住民の健康を守ること、そしてそれは、この町の基

幹産業を守ることでもあるわけですから、ぜひこれはお願いしたい。

それで、一つには、今言った情報を提供していただくこと、もう一つは、それを専門

家に言うのは差し出がましいんだけども、病院や心和園と同じように、やはり、きちん

と、ぴりぴりした対応をしていただいているとは思うんだけども、その確認もしていた

だきたい。

今回、小樽の医療機関が出ましたね。それから、どこかの老人福祉施設も出ています

よね。やっぱりこういうところは、そうでなくても体力の弱い人ですから、ノロに弱い

んですよね。

ノロウイルスの場合には、ほかの非常に強い病原菌、ウイルスにしても菌にしてもみ

んな一緒にして言いますけども、感染症と違って、水分補給さえきちんとしていれば命

は助かるんでしょう。そういうことが言われています。だけども、体力のない人にとっ

ては大変ですよね。だから、そういうことを含めて、やはり、一遍厚岸町はすさまじい
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状況を経験していますから、決して同じ経験をもう一度しないように、ぜひ関係機関に

対して、今、町長も全部が連携して当たりたいというふうにおっしゃっていますので、

厚岸町の公的機関だけでなくて、町内にあるそういうような私立のものも含めて、きち

んとした連携の上に進めていただきたいということを切にこれはお願いする次第なので、

ご答弁をお願いします。

●委員長（中川委員） 町長。

●町長（若狹町長） 重ねてのお尋ねでございますので、繰り返しに相なります。

これは、町内のみならず町の機関等も含めて、その対応はしていかなければならない

ということは当然のことでありますので、ひとつ質問者が言いますとおり、万全な体制

をとりながら防止策を講じてまいりたいと、そのように考えております。

●委員長（中川委員） それでは、休憩に入ります。

午後３時04分休憩

午後３時30分再開

●委員長（中川委員） 再開いたします。

商工総務費から進めさせていただきます。

谷口委員。

●谷口委員 ここに、東北地方太平洋沖地震災害復旧資金、融資資金利子補給というのが

あって、減額補正になっております。

それで、昨年の震災津波の影響で、厚岸町の商工業者の被害は何件あって、どのくら

いの金額だったのか。そして、復旧に当たっては全ての方が復旧できているのか。その

ためにどういう資金だとか補助だとかを受けたのか、ちょっと説明をお願いいたします。

●委員長（中川委員） 休憩します。

午後３時30分休憩

午後３時32分再開

●委員長（中川委員） 再開いたします。

まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） 貴重な時間をちょうだいいたしまして、済みません。

昨年の3.11によりまして、商工業者で被害をこうむった者でございますが、全体で56
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件、金額にして２億5,969万円でございます。

それで、今、議案のほうにも出ております町の復旧資金に係る融資利子補給の関係で

す。これは、５件の方々が利用をされております。それと、道融資で特別の貸付金がご

ざいますが、そちらのほうで１件、日本政策金融公庫、こちらを利用されたところが３

件、それと、商工貯蓄共済融資という制度もございますが、こちらのほうで３件という

状況になってございまして、そのほか個別にプロパーの融資を受けて整備したところま

では、これは把握し切れておりませんけれども、こういった資金手当てを受けて、今現

在においてはほとんど復旧が終わっているという状況だというふうに認識してございま

す。

●委員長（中川委員） 産業振興課長。

●産業振興課長（阿部課長） 水産関係の事業でもって、加工屋さんの復旧の事業がござ

いまして、カキ、アサリの事業と同じような名前がついていますけれども、水産業共同

利用施設復旧整備事業という事業が昨年の３次補正でもってできまして、この制度に乗

れる場合に半分の補助金が出てくるという事業がございました。

それで、その事業に３件の加工屋さんの被害が該当しまして、その事業をことしに繰

り越して、ことしの春先までかかって事業を実施した実績がございます。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 そうすると、これ、厚岸の場合は、まちづくり推進課長のほうの説明で言え

ば、制度、あるいは金融機関等の融資を受けながら進めた件数以外は自己資金か何かで

やられて、現在は全てが再開されているのでしょうか。この機会に廃業等はなかったの

か、その辺はどうなのでしょう。

●委員長（中川委員） まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） 終的な復旧が100％行われたかという部分までは、

実は正直なところ、商工会を通じて被害状況は押さえたのですけれども、その後、復旧

が全て終わったかというところまでは至っておりません。ただ、その復旧に当たって、

いろいろな資金手当てをするために相談を受けておりますので、そういったところのは

全て終わったということでございますので、小さいものもいろいろ被害を受けたでしょ

うけれども、それが被災前の状態に戻ったかどうかという100％の復旧状況までは確認は

しておりません。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 全てはつかまえていないというお話ですけれど、それで、今回こういう被害

を厚岸でも、自動車屋さん、あるいは内燃機というのか、そういう船の機械等を整備す



- 70 -

る工場等で結構大きな被害を受けていますよね。そういうところは、災害に遭った当初

は非常にショックを受けて、どうしようかと。自分もいい年だしというような話をされ

る方もいらっしゃったんですけれど、今の話を聞いていると、何とかそれを乗り越えて、

今、事業をきちんとやられているというふうに伺うんですけれど、国の制度、今回の震

災を受けて、グループ補助みたいな制度がとられていたみたいなんですけれど、厚岸町

はそれに該当していたのか、しなかったのか、それについてお伺いをいたします。

●委員長（中川委員） まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） 国の補助金という意味での制度は、実は、産業振興

課長からお話がありましたけれども、何社かの被害を受けたところで法人化をした組織

を作って、そして申請をして、補助金を受けるという制度が被災後創設されて、厚岸町

からも１件の要望をさせていただいて、採択を受けて、資金手当てを受けているという

ものがあります。

その際に、被災地ということで、今、質問委員が言われたようなグループ補助金制度

もあったわけです。この際の対象地というのが、いわゆる東北の福島を中心にしたとこ

ろの制度だったわけでございますが、実はそれが十分に使われる状況になかった、使え

る状況になかったと言ったほうが近いのかもしれませんけれども、それで予算的な余裕

が国の中では出たと。その対象地域を、今度は北海道の被災のあったところにも広げる

ということで、グループ補助金的な部分の制度利用について、これは北海道を通じて、

これは経済産業省のほうの補助金になるわけですが、話がありました。

それで、そういった資金手当てが受けられるという部分であれば、後からなっても厚

岸町の事業者にとって有利になるならばということで、その申し込みの期間まで少なかっ

たわけですが、商工会がそういった被災を受けたところに１件１件お話をして、説明会

の場を商工会のほうで持たせていただきました。その際には北海道の担当職員も来て、

説明をしたわけでございます。

対象としては、実は、被災を受けても復旧をさせないと事業はできません。収入がな

いというわけですから、被災を受けた方々は、国のこういった制度のほかにも自力でい

ろいろな資金手当てをして復旧をさせたと。今はもう復旧をしたんだけども、これまで

対象になるかといったら、これも対象になるということだったんです。ですから、それ

であれば手を挙げようということで、幾つかのそういった業者さんが集まって、今度は

法人にしなくてもグループでいいという話だったのですけども、そういった形で事業化

に向けて取り組んでまいりました。

ところが、それをやるために、いろんな制度を申請して認可を受けるためには、ハー

ドルが物すごい高かったのです。実際、本申請に当たるまでにその方々に集まっていた

だいて、計画書づくりだとか、それについては商工会が主体になって手伝うということ

を言っていたのですが、そのグループ内で構成しようとしている企業が一抜け、二抜け

ということで、結果的には、この本申請に至らなかったと。

一番の問題は、初めからそういう制度があれば、法人を作らなくてもグループでいい

わけです。法人を作ってしまうと、毎年毎年の報告義務だとか法的な手続があって、す
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ごいやっかいなものなのですが、それが後出しじゃんけんみたいな形でグループでもい

いという制度があって、それに対する国に対する不信感も当然、町内の事業者からはあっ

たわけでございますけれども、話を聞いていくと、かなりハードルが高いと。隣の浜中

町も、その制度に手を挙げて、実際には申請まで行ったのです。でも、採択は受けられ

なかったということで、大変、制度を使わないですかという話のときにはいいような話

はするんですけれども、いざ申請に向かうまでには高いいろいろな条件をつけられると

いうことで、今回、厚岸町においても、このグループ補助金は使わなかったということ

になっております。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 結果的に、そういうことを考えると、今、課長がおっしゃったように、グルー

プ補助金については東北地方がその対象ということで、その後、他の地域にもというこ

とで、北海道でも、浜中なんかも、何回も新聞に出ていたりするんですけど、道南のほ

うでも手を挙げたところがあるようですし、そういうことに対してやっぱり、国がやっ

ぱり、猫の目が変わるというか、そのときそのときで、やっぱりくるくる変わったり、

あるいはハードルを上げたり下げたりということをやられては、これからの事業でもあっ

てはならないと思うんです。

その点についてはやっぱり、制度を創設した場合には、やっぱり一貫したものを、あ

るいは、できるだけハードルが低くて、末端の地域は、やっぱり結果的には足腰は弱い

わけですから、その狙いに応えるような制度になっていかないと困ると思うんです。そ

のあたりでは、今後十分やっぱり訴えていってほしいなというふうに思うんです。新し

い制度ができても、結果的に利用できない、それから緊急時に何とかしたいと、あるい

は地域の産業をやっぱり壊さないで前に進めるというようなことができるようなことを

やっていくには、今回のような制度ではやっぱり私は困ると思うんです。どうか町長、

その点について、強く今後働きかけていってほしいなと思うんですが、いかがでしょう

か。

●委員長（中川委員） 町長。

●町長（若狹町長） お答えさせていただきます。

ただいまのは震災に関する国の制度のあり方についてのお話でありますが、実は、震

災のみならず、あらゆる制度でそういうことが出てきているんです。そういう中で、各

課も、担当課としては大変苦労をいたしているわけでありますが、やはりそういう面が

ないように、やはり地元としては大事な施策でございますので、今後とも国に強く要請

してまいりたい、そのように考えます。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほかに、この１目商工総務費、ありませんか。
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（な し）

●委員長（中川委員） なければ、続いてまいります。

２目商工振興費。

10番、谷口委員。

●谷口委員 ここに、予算には出てきていないんですけど、定例会ですからちょっとお許

しいただきたいんですけど、地域振興券だとかプレミアム商品券だとか、厚岸町で今ま

でも発行してきていますよね。それで、商工会が事業主体でありましたけれど、このプ

レミアム商品券なんですが、厚岸町は去年は幾ら発行して、利用されたのと換金された

のと、どういうふうになっているのか、ちょっと教えていただきたいのですが。（発言す

る者あり）

●委員長（中川委員） 休憩します。

午後３時46分休憩

午後３時49分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） 申しわけございません。

平成23年度のプレミアム商品券でございます。これは、全部で6,800セット販売したわ

けでございます。ただ、第１弾と第２弾に分けて販売してございますので、その弾ごと

に、ちょっと分けて説明させていただきます。

第１弾の3,400セット、これにつきましては、3,400セット全て完売となりました。実

際に、3,400ですから、30％のプレミアムがついて2,210万円の額面になりますが、これ

で実際に使われましたのは2,203万3,000円でございます。未交換部分は６万7,000円でご

ざいました。

第２弾、これも3,400セット販売させていただきましたが、これも完売になってござい

ます。利用総額、これは2,198万5,500円。未交換部分は11万4,500円、このようになって

ございます。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 結果的に使われなかった部分もあるようでありますけれど、期限が来るので

使うようにと言ったか、何と言ったか忘れましたけれど、利用することを促したような

防災無線も、何か、１回か２回入ったような気がするんですけど、これ、利用されて、

効果がどういうふうにあったのかということもやっぱり、町民としては知りたいですよ
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ね。

それから、それによって厚岸町の商工業者にどういうことが、いい効果があったのか

ということを知りたいんですが、やはり、そういうことをきちんと知らしめていくとい

うことも大事ではないのかなというふうに思いますし、今後、商品券、プレミアムがつ

く、つかない、いろいろあると思いますけれど、やはり地元でなるべく消費をしていた

だきたいということになっていくと、この間、我々は厚生文教常任委員会で葛巻という

町に行ってきたんですけれど、そこの町では商品券が、プレミアムなしの商品券も含め

て販売しているんです。それで、それが町の補助する事業だとか、そういうものも商品

券で補助するというような仕組みになっているんです。医療費補助まで商品券というよ

うなことでやられているんですけれど、厚岸町でも、今後こういう事業を進めていく場

合に、やはり、より大きな効果がある方法をとっていかなければ、せっかく一生懸命、

町も助成をしながら進めた事業が、どこかの砂に染み込んでしまってわからなくなって

しまうというようなことではなくて、いや、こういうことをやっていただいてありがた

いなというようなことをやっぱりやっていただきたいと思うんです。

そしてそれを、葛巻の町なんかでは町の職員も積極的に商品券を買って、それを利用

するような仕組みになっているんです。ですから、その辺も含めて、町が今後、プレミ

アム商品券等、あるいはそういう制度をもし応援したりする場合には、やっぱり一定の、

何らかの効果が出ていく方向も、１回目より２回目はさらにこういう効果が出た、３回

目より４回目に、さらにこうなったというものが、目に見えるような方法で進めていっ

ていただきたいなというふうに考えるんですけれど、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） お答えさせていただきます。

今、質問委員は葛巻のお話をされていましたが、実は私どもも、道内でいけば恵庭市

のほうに行った折にも、あそこもこういうような商品券を発行していますが、そことは

厚岸町、商工会議所では縁のあるところになるものですから、いろいろお話を聞きます

と、やはり究極は、今、質問委員言われたように、プレミアムがゼロ。

プレミアム商品券をやるというのは、地元から出ている購買力をできるだけ抑える。

そして、域内で消費を循環させようという意味です。それと、一方では、生活者の生活

支援にもなるという意味で進めてきているものでございますけれども、こういったもの

を継続してやることによって、町民の方々の意識を、やはり町内の商店を守るためにも、

少しぐらい高くても、あるいは不便であっても、町の商店を使わなければいけないんだ

という意識に高めていこうと。そうすると、プレミアムがゼロであったとしても、商品

券を買う自体で、これは町の商店を支えるということになるのです。そういう意味合い

まで持っていけるのが本当の理想なんだと。ただ、そうはいえども、すぐそこまで町民

の意識を変えられるかというと、まだまだ難しいところがありますので、そういった部

分では、こういった継続も必要かなとは思います。

ただ、２年目に入っていますけれども、一方ではやはりプレミアム商品券を購入してい

る方々の町民全体のシェアというものも、やはり考えないといけないという部分もあり
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ます。その大きな要因は、やはり、普段使っているような町内でも大型店が入っていな

いというような話も実際に私どものほうにも来ます。でも、そこまで対象にしていいの

かどうかも含めて、商工会と１年、２年、そして、来年どうなるかはまだわかりません

けれども、そういった検証も含めて支援をするとするならば、より育てた制度にしてい

かないとならないんだろうなというふうには思っております。

●委員長（中川委員） ほかにございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めてまいります。

３目食文化振興費。

４目観光振興費。

５目観光施設費。

７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費。

２目土木車両管理費。

３目土木用地費。

２項道路橋梁費、１目道路橋梁維持費。

10番、谷口委員。

●谷口委員 道路照明でちょっとお伺いしたいんですけれど、町道は今現在も全部ついて

いるのかな。国道、道道については間引きみたいな形で照明を落としているというよう

な状況になっているんですけれど、これも、国、道のやり方というのはいきなりなんで

すよね。地域の住民が何も知らないうちに、急に全部消えているというようなやり方に

なってしまっているんですけれど、このことについてはやっぱり、国、あるいは開発と

いうか道に、きちんとやっぱり、どうしてそこが消えているのか、もし消しても影響が

ないのかどうなのかも含めて、やっぱり地域住民の同意も必要ではないのかなというふ

うに思うんですよ。そのあたり、申し入れをする考えはないのかどうなのか。

それから、町道については、今は全部ついていると言っていましたけれど、これにつ

いてはやっぱり、こういう時代ですから、どうしても必要なところはやっぱりきちっと

つけていただかなければ困りますけれど、夜間ほとんど利用のないようなところにある

照明だとかそういうものは、やっぱり、間引けるものは間引くことも検討してもいいの

ではないのかなというふうに思うんです。

私も一昨日、一般質問させていただきましたけれども、やっぱり自分たちも我慢でき

るものは我慢しなければならないし、無駄なものはやっぱり、少しでも削っていこうと、

そういう姿勢もやっぱり、皆さんの家庭に節電だとかそういうものをお願いするだけで

なくて、町もこういうことをやるけれどもどうだということも、やっぱり積極的に投げ

かけていく必要があるのではないのかなというふうに考えますけれど、いかがでしょう

か。
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●委員長（中川委員） 建設課長。

●建設課長（高谷課長） ただいまのご質問でございますけども、国道、道道、いきなり

ああいう状態になったじゃないかというご指摘でございます。

９月の議会でもそういった一般質問もございまして、私どもも７月の段階、それから、

国においては昨年の３月の段階からそういった節電対策等で外灯が部分的に消えている

と。私どもも、直接土現から、こういうことでこうなっていますということで、国、そ

れから道のほうから、そういう状況になるから周知してほしいという情報は得ないまま

そういう状況になったことに対しまして、当然、国、道の道路の照明であっても、そこ

に住むのは厚岸町の町民でありますので、そのことをぜひ、今後は町のほうに連絡をし

て、その旨、こういった理由も含めて間引きをしているのだということを説明してほし

いということは申し入れしております。

今夏はそういう体制で臨んだのだけども、この先どうなるんだろうと。どういう対応

になるのかということも含めまして、そういう情報もいただきたいということで、国、

それから道のほうにも申し入れいたしまして、先日、ＩＰ通信でもお流ししたように、

引き続き今年の冬も、期限はまだまだわからないけども節電の対応をやっていきたいと

いうことの連絡を受けましたので、私どももその旨、町民の方々にお知らせしていると

いう状況でございます。

それから、町の照明でございますけども、厚岸町もそういった、夜間の利用のない照

明だとか、間引きを検討してはどうかということでございますけども、その件に関しま

して、私ども今年の７月に内部的にも協議いたしまして、どうだろうかということで検

討させていただきました。

私も、以前、まち課にいたとき、いろんな状況を町づくりの関係で、町民の方、それ

から松葉地区の方、真栄地区の方も含めて、いろんなまちづくりについて意見だとかを

聞いた経験がございまして、そのときに、釧路から帰ってきて厚岸大橋を渡ると真っ暗

だと。それだけで寂しくなるんだといったような町民の方の生の声も聞いておりました。

私どもも、何とか間引きをやろうか、どうするかということを協議させていただいたの

ですが、もうちょっと状況を踏まえながら、間引き等についてはもう少し待とうという

ことで結論をいたしまして、今、現状的には通常どおりの点灯をさせていただいている

状況でございます。

今後さらに、電力の状況が変われば、私どもも当然、間引きの方法、それから照度を

落とす、調光の度合いで、全灯はついているんですけども調光率を下げてやれる部分も

把握していますので、そういった対応も考えてまいりたいと思います。

以上です。

●委員長（中川委員） 谷口委員。

●谷口委員 わかりました。

ただ、道道の場合、通学路になっている部分もありますよね。そういうところの、何

灯かついていたらいきなり真っ暗なんですよ。ですから、そういう、少なくても通学路



- 76 -

になっているようなところは、防犯上もやっぱり電気をつけていただくことが大事では

ないのかなというふうに、今は非常に、何となく物騒な面もあちこち、町内ではないと

は思うんですけれど、そういう事件もありますし、そのあたりについてはやっぱり、で

きるものであればそういうところだけはきちっと、今までどおり、これからなおさら日

が短くなってきますよね。そういうことを含めて、これは道のほうだと思うんですけれ

ど、要望していただきたいなというふうに考えますけれど、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 建設課長。

●建設課長（高谷課長） 今のに対するご質問でございますけども、私どもも、道路照明

といいながら防犯灯がわりも兼用でついている部分、道道の場合は特にそうですけども、

そういった部分で、北海道、ここの出張所に前回かなり申し入れをしています。

ただ、北海道は全体的な状況、いろんな状況のもとに節電ということで今回いろんな

場所をセッティングしました。何で隣がついていて私のところを消すのだといった町民

からの不満も、北海道も相当受けているということでございます。

今、委員おっしゃられたように、通学路、そういう部分につきましては、極力、そう

いった防犯も含めて、点灯していただくようなことも、私どもも当然同じことを考えま

すので、要請も今後していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

１目、ほかにございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めてまいります。

２目道路新設改良費。

63ページ、３目除雪対策費。

９番、南谷委員。

●南谷委員 ７款、２項土木費、３目の除雪対策費でお伺いをさせていただきます。

除雪対策費、8,102万7,000円の計上でございますけど、私は、以前、一般質問で除雪

対策費の業者委託分についての見直しを提言をさせていただきました。その後、調査・

研究をされるというご答弁がありまして、どのような対策を講じられたのか、まずお伺

いをいたします。

●委員長（中川委員） 建設課長。

●建設課長（高谷課長） お答えいたします。

除雪対策の関係でございますが、昨年12月に委員のほうからご質問がございまして、

現状の除雪体制等々でご質問いただきまして、検討いたしますというご返事をいたしま
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した。それを受けまして、私どもも、今年の１月20日からアンケート調査を業者にいた

しまして、それから皆さんにおいでいただきながら打ち合わせをさせていただきました。

いろんな意見をちょうだいいたしまして、どんな実態なんだろうかということをまず

調査させていただきました。今、各業者さんが持っている除雪機械が相当古くて、いつ

壊れるかわからないよと。それを維持していくのが大変なんだと。夏場の仕事がどんど

ん、公共事業も含めてなくなってきた段階で、その機械を維持するのが大変だというの

がまず第１点でございました。

それから、それを運転する運転士さん、オペレーターというんですけれども、その人

方を確保することも大変なんだよと。一年中、土木工事、公共仕事があれば、当然そう

いった重機を運転するオペレーター、運転手さんが、ずっと、別な経営の中で雇ってい

けるけども、冬場のときにはそういった仕事も少なくなってきているということで、運

転手さんを維持するのが大変だということが大きな二つの問題でございました。

そういった状況を受けて、私どもいろんな状況を勘案しながら検討させていただいて、

さらには、また８月に、それぞれの除雪をやっていただいている会社に個別に聞いて回

りました。そこでも同じような状況でお話しされています。いろんな会社によって、い

ろんな経営状態、それから人の手配の問題、それから重機を持っている問題、それから、

わざわざ機械をリースで借りている状況だとか、いろんなことが見えてまいりました。

そういうことを受け、改善策を、こうすれば何とかいくんじゃないかということで、

この除雪体制を維持していくためには、除雪体制が崩れれば、厚岸町に雪が降ったとき

に除雪ができなくなるのだと。それを何とか維持させるためには、町としてもいろんな

フォローをしなきゃならないだろうということで、今までの実際の委託料じゃなくて、

実際にその機械を維持するための費用、いわゆる除雪期間、11月から４月までの間です

けども、５カ月余りの経費を見ましょうと。いわゆる一年間分は見れないけど、業者の

ほうからはいろんな業者がいまして、それは除雪のために用意しているんだから、何と

か一年分の経費を見てくれよという、いろんな意見がございました。ただ、町にとって

も、何とか５カ月分、いろんな会社の状況がありますので、いろんな意見を聞きました

けども、一応５カ月分を見させていただきたいと。

それから、機械のリースをなさっている会社もあります。それにつきましても、５カ

月分の、半分程度、何とか町のほうで見るけども、あとは何とかならないかということ

で、いろんな状況で折衝しました。

それから、賃金の保障、オペレーターの確保の問題につきましても、それ相当、町の

ほうも何とか頑張って対応しようということで、今回このような除雪対策費ということ

で計上させていただいている状況でございます。

●委員長（中川委員） 南谷委員。

●南谷委員 そうしますと、ここで昨年よりも大きな数字になっているんですけれども、

町道除雪委託料だけでいきますと6,900万円の計上なんですけれども、昨年、平成23年度

は4,259万円だったと記憶しているんですけれども、例えば昨年並みの除雪の料金であれ

ば、今年度、平成24年度の、それを基準にどのぐらいの金額のアップになるのか。委託
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料がです。

それと、厚岸町の場合は、大雪になる日はそんなにないと思うんですよ。年に何回も

ない。だけど、やはり、建設課の皆さん、雪が降ると、朝早くから、除雪の発令という

んですか、非常に苦労されて、万全の体制を期していると思うんですけれども、何せ厚

岸はやっぱり気温が低いから、その日のうちにきちんと除雪をしなければ、翌日になる

とつるつるになってしまうんですよね。ですから、一つの10センチというめどがあろう

かと思いますけれど、できるものであれば、非常に、12月、１月、２月ぐらいまでの寒

気厳しい折は、やはり、雪の降った当日に、特に市街地につきましては、山は山でまた

いろんな事情があるんでしょうけれども、除雪をきちっとやっていくべきではないのか

なと考えますが、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 建設課長。

●建設課長（高谷課長） お答えいたします。

昨年度は、業者さんにお支払いした委託料4,259万円、万単位でおさめますと、委員おっ

しゃられるとおりでございます。今回、そういった状況を勘案して、どのぐらいの支出

が出るのだろうかということで、昨年並み、同じ量、同じパターンで降った場合、委託

料が何ぼになるかということでございますが、4,259万円に対して1,900万円台のプラス

ということで、6,200万円程度の支出になるということでございます。

ですから、昨年度、今回は8,102万7,000円の補正でございますが、当初予算は1,939万

9,000円でございまして、１億円を超えるわけです。１億42万6,000円というのが除雪対

策費でございます。そのうち委託料は、当初予算は1,100万円で見込んでおりました。今

回は7,106万円増額いたしますので、8,206万円の委託料ということになります。昨年は

6,350万円の委託料、減額でございましたが、実際に支出されているのは4,259万円でご

ざいまして、2,000万円少し余ったということでございます。

それから、２点目の、いろんな、大雪、その他状況があるだろうということで、実は

先月、雪が当町にも降りました。私どもも、朝、たまたま土曜日でしたか、町内の状況

と、それから郊外の状況は全く違いまして、トライベツだとか、それから太田も含めま

して、上尾幌、片無去、やっぱり、ここにいただけでは全くわからないんです。各自治

会長も含めまして、朝早くから何とか状況を教えてほしいということで連絡を待ってい

たり、それから、朝早くから担当者も含めてパトロールに出ます。町の中は除雪、何と

もないよと。ただ、ちょっとどうだろうねということで、トライベツだとかは巡回して

まいります。

確かに、この間も９センチほどの積雪がありました。自治会長とお会いして、９セン

チだから、10センチいかないから、これは解けてくるからどうだろうねというご相談を

こちらからしました。いやいや、ここはもう、通行量も少ないし、厚岸町の気候とはま

た違って、別海、オホーツク海、広く言えば、そちら側の気候で、なかなか解けてくれ

ないんだと。これが凍ってしまうと、もうがたがたになって走れないんだよという要請

を受けまして、そういった状況は昨年からもありましたので、業者さんの対応も含めま

して、町の手で早急に除雪をさせていただいたという状況でございます。
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今、委員おっしゃいますように、厚岸町の事情を勘案しながら、一応10センチ以上で

出ましょうということですが、状況を勘案しながら、それはやっていかなければならな

いことかなと私どもも思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほか、ありませんか。

６番、堀委員。

●堀委員 まず、先ほどの北海道の節電の関係で聞くんですけども、ロードヒーティング、

北海道、道道のほうもロードヒーティングの節電というものをしていくんだといった中

であると思うんですけれども、厚岸町内にも道道でロードヒーティングされているとこ

ろがあるんですけれども、この冬、そのロードヒーティングがとまるのかどうなのかと

いうものをまず教えていただきたいなと。

それと、今、除雪費の関係で言われたんですけども、先ほどの説明の中で私が理解し

たのは、ベース金額、要は基本額というか、課長は５カ月と言ったけれども、12、１、

２、３と言えば４カ月しかないので、５カ月となると４も入れるのかなというふうにも

思うんですけども、それはいいんですけれども、ベースの委託料があって、残りは出動

に係る分だというふうに、私は予算説明のときにもそのように理解したんだけど、今の

お話だと何か違うような感じなのですけれども、もう一度説明をしていただきたい。そ

れであれば、ベース金額、要は出ても、降っても降らなくても３月までで業者に支払わ

なければならない金額が幾らなのか。それプラスの部分というものが、出来高というか、

降った部分での支払いになるものというのがあるのであれば、幾らなのかを教えていた

だきたいと思います。

●委員長（中川委員） 建設課長。

●建設課長（高谷課長） まず、町内のロードヒーティングの部分でございますけども、

私どもが北海道に確認した状況では、あそこの部分を、ロードヒーティングを、電気を

入れないだとかという状況はまだいただいていません。その件につきましても、私ども

厚岸大橋部分、ロードヒーティング、今までも何度か雪が降っているのに入らなかった

状況だとかで事故が起きているという状況も目の当たりにしていますので、その辺につ

きましては、そういった措置がないようにということで北海道には申し入れしておりま

す。

それから、さらに、除雪費のほうですけども、先ほど言った1,900万円台が業者に準備

金としてお支払いするものでございます。さらに、今までどおりの、北海道単価、道単

で積算していますけども、時間当たりの除雪費をお支払いするという意味でございます。

ですから、先ほど昨年と同じ量で同じパターンで同じ状況で雪が降った場合には、4,259

万円、委託料ですけども、業者さんにお支払いする額としては6,200万円ほどになってし

まうということでございます。
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●委員長（中川委員） ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めてまいります。

３項河川費、１目河川総務費。

ずっと行きまして、67ページ。

４項都市計画費、１目都市計画総務費。

３目下水道費。

５項公園費、１目公園管理費。

６項住宅費、２目住宅管理費。

８款、１項消防費、１目常備消防費。

２目災害対策費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 ここでお聞きしますが、厚岸町の地域防災計画、これは、今のは3.11以前の

ものですよね。これを抜本的に書きかえるのだという話は伺っておりますが、いまだに

それがどうなっているかという話は聞こえてこないのですけども、その進捗状況なりめ

どなり、これについてお聞かせいただきたい。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） お答えいたしたいと思います。

地域防災計画ですけれども、年度内にということで、前々から議会のほうにも申し上

げております。

今、作業中ではあります。ただし、北海道の地域防災計画が、今回、先日の一般質問

の中にもありましたけれども、地震・津波災害対策編という形で、その部分を範囲を広

げて、その部分だけをほとんど改定をしたということなんですけれども、厚岸町も、で

きれば北海道の地域防災計画に倣った形で、その部分を厚くして改定をしたいというふ

うに考えております。

ただし、千島海溝の 後のところに、地域防災計画の 後のところに出てくるのです

けれども、その後は、北海道地域防災計画でもそうですけれども、千島海溝の部分につ

いては、これは法的な縛りがありまして、この部分も防災対策編のほうにあわせること

はできないということがありますけれども、地震・津波防災対策編という形で、そこに

すべてを含んだ形で改定をしたいというふうな形で作業を進めているところでございま

す。

●委員長（中川委員） 委員の皆さんにお願いなんですけど、今、１人入ってきましたか

らあれなんですけど、交代交代で出ていかれるようにひとつ、協力願います。
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午後４時27分休憩

午後４時28分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

室﨑委員。

●室﨑委員 そうすると、年度内に防災計画はできると。それで、今、着々と進めている

と、そういうふうに理解すればいいんですね。それでわかりました。ぜひ、１日でも早

く新しい防災計画がみんなに示されるようにお願いしたい。

その上でお聞きしますが、地震ハザードマップ、これができているのであれば、回覧

でもいいですから、ちょっと出していただきたい。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 大変申しわけないんですけれども、このハザードマップにつき

ましても、今現在、作業中でありまして、お示しできるような状況ではないということ

を、申しわけないのですけれども申し上げさせていただきたいと思います。

町として、まずは町民の皆さんに、ハザードマップが年度内ということで、議会のほ

うにも申し上げておりますけれども、その前に一度、今回、北海道から示された津波浸

水予測図というものを９月の広報誌に挟んで、まずはお知らせをさせていただいたとい

う次第でございます。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 ゆれやすさマップ、建物倒壊の災害予測図の危険度マップ、こういうものは

できていないんですか。

●委員長（中川委員） どちらですか。

建設課長。

●建設課長（高谷課長） 危険度マップ等々ですけども、耐震改修、厚岸町地震防災マッ

プということで、全町に平成20年５月に、その当時の想定ということで、広報誌折り込

みで配らせていただいているというのは以前にありました。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 その後、いろいろ出てきていますよね。平成20年と今とで随分、こういうも

のに関しての、状況と言っていいのかな、想定が変わってきていますよね。そういうこ

とでの作業というのは年度内に全部でき上がるということですか。
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●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 総務課で担当するハザードマップ、また、危険度マップ、これ

は、建設課と協議をしながら進めていきたいというふうに考えております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 いや、進めていきたいという話では、いつになるかわからないんですけど、

めどを示してください。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 年度内のめどを持っております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 よろしくお願いしたい。

それで、私、一般質問で直下型地震の話を聞いているんだけども、そのときに、この

ハザードマップの話だとか危険度マップの話だとかが一切出てこなかったんですね、話

の中に。何か、非常にそのあたり、いやいや、直下型地震についてははっきり知らなかっ

たというような話まであって、非常に正直と言えば正直なんだけども、どうも何かおぼ

つかない。そういう印象を否めない。

何というのかな、耐震というと、その耐震の範囲だけでもって話が終わってしまって、

こういうふうに地震が来るという可能性が大きいですよというようなときの、あのとき

もちょっと申し上げたけども、地質に関しても何にしても、厚岸町で集積しているデー

タというものをみんな使いながら、こういうふうに作っていくんだという。それが今で

きていなくて、まだ一生懸命やっているのであるならば、その方向性だけでも町民に、

そういうときに大いに胸を張って宣伝してほしいんですよ。

前にもちょっと、福祉関係のときでも申し上げたけども、やっぱり、いろんなそうい

う話がありますから不安なんですよ、町民は。厚岸町、何やっているんだろうなと思う

んです。だから、こういうことをやっているんだということを、やっているんだから現

実に。それをちゃんと示してほしい。まさに、議会での一般質問なんていうのは、よく

ぞ聞いてくれましたと。私たちはこうやってやっているんですよという宣伝の場所でしょ

う。そう思って、そういうことは出し惜しみしないで出していただきたいと。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 今の委員のご質問につきましては、ご提言として受けとめさせ

ていただきます。できる限り、町民の皆さんに、全てが網羅された形でのハザードマッ
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プというものを作成していきたいと。年度内に作成をして、住民の皆さんにお示しをし

たいというふうに考えております。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 大変力強い答弁をいただいて、ありがたい。ぜひお願いしたい。

その上で、今回、私、一般質問の中で、具体的な場面を区切って、今、津波が来たと

いうところ、その後の一昼夜、それからの１週間というふうに場面を区切って、そこで

の、どういうふうに人が動くべきかということと課題ということをお聞きしました。こ

れに対して非常に、理事者側は、正面からこれを真摯に受けとめてくださいまして、課

題というものを、町長の１回目の答弁で12提出してくださいました。私も一、二申し上

げたので、そういうものも課題に加えていただくことになるかと思います。

こういうところでの議論の中で、課題というものが出ただけで終わってしまったら何

も意味がないですよね。今度はそれを、100％全部一遍に解決できるなんていうものでは

もちろんないと思います。物によっては厚岸町だけで全部できないというものだってた

くさんあるでしょう。何割あるか知らないけども。それから、だけども、この課題を解

決するために、まずできるところでこの一歩は踏み出さなきゃならないというようなも

のもあると思います。

今回出たこれらの課題について、きちんと検討して、ここまではできると。これから

先については、今年度でできなければ来年度になるし、あるいは３年先になるというも

のもあるかもしれないし、また、国やその他の機関が一緒に入ってくれなきゃできない、

厚岸町でできるのはここまでだ、いろいろあると思います。そういうものについて検討

して、一定の結論というものを出していかなければ、課題を抽出した意味がないですよ

ね。これについてはどのような組織なり対応をもって、そして、いつごろをめどに出し

ていこうと考えているか、これについてお聞かせいただきたい。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） 今、委員おっしゃられるとおり、課題を挙げただけでは、この

解決策をどのようにしていくかということも考えなければいけないということは承知を

しているところであります。

平成23年度から震災を受けて、平成23年度、平成24年度と防災対策を進めてまいりま

した。どちらかというと、これまではハードの部分を中心に、町全体として行ってきた

というのが事実でございます。これから一番重要なハードの部分も当然必要ではありま

す。ただし、ソフトの部分もきちんと整備がされなければ、厚岸町全体としての災害対

策というのは進められないだろうということも承知をしているところであります。

以前にも申し上げたと思いますけれども、災害対策推進本部会議というものを庁内で

設けております。この中でいろいろと検討しながら、さらに災害対策、特にソフトの部

分について検討を進めていきたいというふうに考えております。
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●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 方向性はよくわかりました。庁内にそういうしかるべき会議体を作って、各

課全部がより集まって、知恵を出し合いながらやっていくという、それもよくわかりま

した。

それで、一応の具体的な、それで終わりじゃないですよ。結論を一つ出しながら、ま

た一歩一歩と進めていくと思うんですが、その 初の具体的な、こうするぞというよう

なものについては、めど、いつごろまでに出そうと思っていますか。

●委員長（中川委員） 総務課長。

●総務課長（會田課長） ハザードマップにつきましてもそうですけれども、今お話をさ

せていただいた部分についても、まずは年度内をめどに、まずは洗い出しということに

なるかと思います。その後、平成25年度でできる部分、平成24年度でこれからできる部

分、これも含めて検討していきたいというふうに考えています。

●委員長（中川委員） 室﨑委員。

●室﨑委員 先ほどの町長とのやりとりの中でも私は申し上げたんだけども、こういうも

のは、「いかんじゃないか」、「済みません」なんていう士気の話ではないんですよね。み

んなで知恵を出し合ってやっていかなきゃならないです。命にかかわる問題ですからね。

それで、都度都度、議会にも、話はここまで進んだのだと、今はこんなことをやって

いるんだというような形で、これを公式でも非公式でもいいんだけども、公表して、そ

してまた議会のほうの意見を吸い上げるような、相談をしてくれという言い方は大変お

こがましいので、そういう言い方ではなくて、我々としてはこういうふうにやっている

と。あなたたち、これに対してどう思うというようなものをぜひやっていけたらなと思

うんですよ。その点はいかがでしょう。

●委員長（中川委員） 町長。

●町長（若狹町長） 私からお答えさせていただきます。

3.11以来、厚岸は自負をいたしております。というのは、どの自治体よりも防災力に

力を入れなければならない、安全・安心な町を作らなければならないという、私の町政

課題として重要な課題といたしております。

そういう中で、今ご指摘のあった地域防災ハザードマップ、これは年度内で作ります。

その前に、やるべきことはきちんとやろうということで、今、担当課長からお話があり

ました。庁内における、副町長を本部長とする対策会議を直ちに設置をいたしておりま

す。さらにまた、役場組織として、今までは防災係というのはなかったわけであります。

しかしながら、防災係を設置し、さらにはまた、それを管理職として、責任を負わせた

ところでございます。
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そういう中で、補正予算等においても、また、当初予算等においても、既に議会の承

認をいただきながら、まず減災対策をしようと、人の命を守るために。ということで順

次やっておりますので、どうかそういうことでご理解をいただきたい。さらにまた、こ

れからはやるべきことをきちんとやっていかなければならないと、そのように考えてお

ります。（室﨑委員「議会等の話」と呼ぶ）

議会等の中でも、報告すべきことについてはきちんと報告し、というのは、やはり、

行政だけでは限られる点もあろうかと思います。皆さん方はこのように、定例会が４回、

またはそれぞれ委員会等もあるとは思いますが、しかしながら、常日ごろから、この防

災という問題について連携を密にしながらいいものを作っていかなければならない。そ

して、地域住民の安全、命を確保しなければならない。当然なことと思いますので、こ

れから議会と連携を図りながら、いいものを作っていきたい、そしてまた防災対策を講

じてまいりたい、そのように考えます。

●委員長（中川委員） ほか、ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 本会議再開のため、休憩いたします。

午後４時43分休憩

午後４時45分再開

●委員長（中川委員） 予算委員会を再開いたします。

71ページの９款教育費から進めてまいります。

９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費。

３目教育振興費。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 これは、12月６日の新聞に大きく出たことなんですが、発達障害の児童生徒、

小中学生です。これについて、これは医師の診断に基づく調査ではないんですけれども

行った結果、発達障害の可能性のある子供というのが6.5％という数字が出てきたと。そ

れで、これは文科省で行っている調査のようですが、そのうちの４割は支援を受けてい

ないというような状況があるということが出ております。

ただ、これは各公立小中学校の５万4,000人を抽出して、担任教員からいろいろな項目

についてマル･バツをつけてもらって、それの中から抽出していっているので、信頼度と

いう点ではいろいろな注釈がついてくるようです。ただ、傾向はわかるわけですね。

これに対していろいろな話が載っているんですが、例えば隠れている数字もまだ相当

あるだろうということも言われているようです。それは、担任の教員に聞いていますか

ら、担任の教員が発達障害についてきちんと理解していないと、アンケートに対する答
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えが変わるわけです。そういうようなところでいろいろあると思います。

こういうような問題について、厚岸町はどのような対策なり体制なりをとっているの

か、これについてご説明をいただきたい。

●委員長（中川委員） 教育委員会管理課長。

●管理課長（米内山課長） 厚岸町におけます、発達障害のみならず障害関係の子供たち

の、程度も含めた特別支援学級というものにどのように対応していくかということで、

厚岸・浜中就学指導検査委員会という組織を持って、それに対応させていただいており

ます。

ご質問者がおっしゃいます支援の関係を含めますと、特別支援教育就学奨励費という

ものがございまして、町のほうではその部分で対応させていただきますが、特別支援学

級に入っていらっしゃるお子さん全てがこの支援を受けているかということに関しまし

ては、保護者が必要ないということで受けられない部分も若干ございますけれども、そ

れ以外については、この補助制度を使って支援をしているというところでございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 この6.5％というのは、40人クラスで言うと二、三人という数字になるんだそ

うですね。

発達障害といっても、いろんなものがまじりますよね。発達障害という１種類のもの

ではもちろんないです。障害者というのは非常に個性が強いですから、いろんなものが

あります。よく言われているのはＬＤとかＡＤＨＤとか、注意欠陥多動性障害と言われ

るのがＡＤＨＤ、学習障害というのがＬＤというんですか、そういうふうに、そのほか

にもいろいろあるようです。そういうものを全部含めて発達障害と。

発達障害というのがはっきりした累計としてわかってきたのはこのごろですよね。ご

く近年です。だから、まだわからないところもあるようです。できないわけじゃないん

ですよね。非常に優秀な人もその中に入っている。

それで、厚岸町では、端的に言って、こういうような障害を持つ人については全部目

配りされているということは自信を持って言えますという、今、状況だというふうに今

の答弁を理解させてもらえばよろしいんでしょうか。

●委員長（中川委員） 教育長。

●教育長（富澤教育長） ＬＤ、ＡＤＨＤの部分については、就学指導検査委員会の中で

も、いわゆるＡとＢの、Ａというのは何ともありませんということです。Ｂというのは

通級相当というふうな判定なんですけども、グレーゾーンという生徒がいらっしゃいま

すし、グレーゾーンの場合に、先ほど言ったように親御さんの承諾を得て検査をかける

というふうな部分もあるものですから、なかなか、その部分の、親御さんがお子さんを

障害というふうに考えられるかどうかというのも難しいものがあります。そういう意味
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で、全てが、いわゆる先ほど言った特別支援学級というのは、判定Ｃ相当以上を指すも

のですから、学校としても、例えばＢあるいはＢのグレーゾーンという部分については、

どういうふうな対応をしたらいいかというのが課題であります。その中で、町内の一部

の学校ではコーディネーターを中心に、判定にはかかっていないけども、親御さんの了

解を得て、一部取り出し授業を行って、例えば６人、７人という人数だけで授業を行う

というようなことを行って、成果を上げているというふうに聞いております。

ただ、全ての学校でそのことができているかというと、やはりそれは学校内の体制づ

くり、コーディネーターの力量、いろいろなものがあるというふうに認識しております。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 それぞれ、いろいろなやり方で、現場では苦労なさっていると思うんです。

全体的な町としての支援といいますか、それの一つにはやっぱり、現場の先生たちに、

こういう問題について、対処の方法含めてですが、やはりきちんとした理解をしてもら

うと、その理解を助けるということがまず基本ではないかというふうに思うんです。そ

れがまずわかれば、次に何をするかがわかってくるんじゃないかと。

そういう点についてはもちろん、それなりに今もなさっているとは思いますけれども、

改めてこういう調査をすると、過去に言われていたよりも相当大きい数になるんじゃな

いかというようなことをおっしゃる方もいますよね。そういうことを含めて、やはり、

まず現場に対する、特に、ある程度規模の大きい学校ではいろんなことができるかと思

うんですが、規模が小さくなってくればくるほど現場の担任の先生に任せるという要素

が大きくなってくると思いますので、そこをどのようにサポートするかということだろ

うと思いまして、もちろん、いろいろな問題点はよくおわかりと思いますので、教育委

員会としてもできる限りのサポートをお願いしたい。

●委員長（中川委員） 教育長。

●教育長（富澤教育長） この点については、特別支援学校が、いわゆる市町村の学校に

対する支援を行うというのがございまして、小さい学校で、この子の様子から、どうい

うふうな指導をしたらいいか難しいというような状況があると、出張してきて、その子

を見ていただいて、こういうふうな対応をしたらいいじゃないだろうかというふうなア

ドバイスをいただくというような事業にも厚岸町は、白糠のほうからも援助をもらって

おりますけども、相談件数も非常に多いですし、また、特別支援学級の担任になった折

には研修機会も多くなりますし、できるだけ内容に精通していただくということにも努

力しておりますので、これからも増える傾向にありますので、この点については留意し

ていきたいというふうに思います。

●委員長（中川委員） ほかに、教育振興費、ありませんか。

（な し）
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●委員長（中川委員） なければ、進めてまいります。

６目スクールバス管理費。

２項小学校費、１目学校運営費。

２目学校管理費。

75ページになります。

３目教育振興費。

10番、谷口委員。

●谷口委員 要・準要保護児童生徒就学援助51万2,000円。それで、要・準要保護児童生徒

就学援助費が６万8,000円の給食費が44万4,000円ということになっているのですけれど、

準要保護なんですが、これは、今回補正したということは、人数が増えているんでしょ

うか。小学校だけでなく中学校も含めて、ちょっと説明をお願いしたいのですが。

●委員長（中川委員） 教育委員会管理課長。

●管理課長（米内山課長） おっしゃるとおり人数が増えてございます。

まず、小学校では、当初予算は48人を見込んでございましたけれども、今現在59人と

いうことで、11人の増ということでございます。

それから、中学校でございますけれども、当初予算39人に対しまして44人、プラス５

人ということでございます。

●委員長（中川委員） 10番、谷口委員。

●谷口委員 それで、この問題というか、学校給食費が大きく占めていますよね、この援

助で言いますと。それで、今、学校の給食費の納入状況はどういうふうになっているの

でしょうか、今年度は。

●委員長（中川委員） 休憩します。

午後４時58分休憩

午後５時02分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

教育委員会管理課長。

●管理課長（米内山課長） 時間をとらせまして申しわけございません。

給食費の今現在の納入状況ですけども、本年度については今のところ滞納はございま

せん。
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それから、平成23年度分ですけれども、これは毎年度、何件かの滞納があるのですけ

れども、毎年度、次年度に解消してございまして、今年度もあと１件、１万8,000円ほど

残ってございますが、これも年度内に解消するめどがついているというふうに聞いてい

ます。

●委員長（中川委員） 10番、谷口委員。

●谷口委員 そうすると、今年度については、滞納がないと言うけれども、遅れもないと

いうことですね。そういうふうに理解していいんですかね。はい、いいですよ。

●委員長（中川委員） よろしいですか。（谷口委員「はい」と呼ぶ）

教育振興費、ほか、ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進めてまいります。

３項中学校費、１目学校運営費。

２目学校管理費。

３目教育振興費。

４項、１目幼稚園費。

５項社会教育費、３目公民館運営費。

５目博物館運営費。

６目情報館運営費。

６項保健体育費、２目社会体育費。

ずっと行きまして、85ページ、３目温水プール運営費。

４目学校給食費。

10款災害復旧費、１項厚生労働施設災害復旧費、１目民生施設災害復旧費。

11款、１項公債費、１目元金。

２目利子。

12款、１項、１目給与費。

●委員長（中川委員） 以上で歳出を終わります。

５ページにお戻りください。

第２表の繰越明許費。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） ６ページの第３表、債務負担行為の補正。

ありませんか。
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（な し）

●委員長（中川委員） ７ページ、第４表の地方債の補正。

ございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 総体的にございませんか。

12番、室﨑委員。

●室﨑委員 ここでお聞きします。

この前、トンネルで大変悲惨な事故が起きました。あれは、いろんな原因がこれから

出てくるでしょうけども、やっぱり大きなところではコンクリートやアンカーボルトや、

いろんな施設が経年変化していく、老朽化していくということについての認識が甘かっ

たということだろうと思います。

どうしても行政は、予算体系がそういうふうになっているせいなのか、日々のメンテ

ナンス、補修ということがおろそかになりがちだと言われています。厚岸町は、そうい

うものをカバーするために、確か私、正式な名前は覚えていないのですが、施設管理確

認表とか何か、そういうような名前で呼ばれている、いわゆる施設、いろいろな建設物

の台帳を作って、それができたときから、この後、何年後にはこんな補修が必要であろ

うという予定表を作っておいて、それが実際の予想よりも早く補修が必要とする場合も

ありますし、割ともっているので、今年はやらないで、ペンキの塗り直しは来年でいい

だろうというふうになる場合もあると思う。そういうことをやっていくということは、

大分前から議会では説明を受けておりました。今日、その制度はどういうふうに活用さ

れているか、ご説明をいただきたい。

●委員長（中川委員） どこですか。

建設課長。

●建設課長（高谷課長） 今のご質問でございますけども、各所管におきまして所管する

建築物につきまして、 低限、その建物がいつ建設されて、どういった状況の建物か、

それから、建物の仕様、外壁、屋根、内装も含めて、部屋面も含めて、そういったデー

タを各課で作成して、それに伴って、毎年、その建物の、事前に各担当課がそのものを

目視なり調査して、次の段階の予算要求も含めて修繕の予定、補修の予定、しなきゃな

らないものをやっているという状況でございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 予算折衝のときに、いわゆるメンテナンス部分に関しては、これに基づかな

ければだめだと。突発的なものは別ですよ。そういうような話も議会ではちゃんと説明
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を受けているんですが、現在もそのようにして行われておりますね。

●委員長（中川委員） どこでしょう。

町長。

●町長（若狹町長） 総体的な予算のお話でございます。私から答弁いたしたいと思いま

す。

毎年、各課から、新年度の予算に当たっては上がってまいります。こういう課題があ

ると、今言った補修を含めて、または改修を含めて。そういう中で、優先順位はもちろ

んあるわけでありますが、できるだけ必要に応じては予算化するという建前の中で、い

ろいろと予算化をしているということでありますが、しかしながら、上がってきたもの

すべてできるのかということになると、なかなか、財政的な難しい点もあるわけであり

ますが、そこは各課の意見を聞きながら、査定の段階で、 終的に予算づけする町長査

定というものがあるわけでありますので、そこで町長の判断で予算づけをするという手

順を踏んでいるところでございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 町長から予算査定の総論について、手順については伺いました。私もその程

度のことは理解しているつもりです。ただ、今言っているのは、その中の一部を聞いて

いるわけです。

それで、 初、前段にも言ったように、厚岸町の予算を見ますと、単年度の予算なん

ですよね。それから、単式帳簿です。複式帳簿じゃないんですよね。資産減耗費という

ような言葉もありますけれども、経年の変化をしていって、資産の言うならば価値が落

ちてくるものを支えるために、どのような経費がこれからかかっていくであろうかとい

う見通し、そういうものは、単年度単式帳簿の中には出てこないんですよ、そういう発

想の中にはね。

それを補うために、 低限、それぞれの担当課で、自分のところの持っている施設を

目視でいいから見て、当初から予定表を作っておいて、そして、これが３年後にはペン

キの塗りかえが必要だろうとか、例えば私がうちの新築をしたときに、大工さんに言わ

れました。屋根については、７年後には塗らなきゃなりませんよと。その後は５年後、

５年後というふうにペンキを塗らなきゃなりませんよと言われました。そういうような

予定を作っておいて、ただし、潮風が非常に強いところでは５年が３年になるかもしれ

ないし、自然条件がよければ３年が５年になるかもしれないということはあるでしょう。

そういうものを絶えず調査しながら、そういうものをきちんとしたデータを出して、そ

れぞれ予算折衝をするというようなことをやることによって、職員の仕事の中に、この

後の、いわば施設の見通しというものが立ちますよね。そういうことをやっていくべき

であるということが議会で議論されて、それをやりますということで動いていたはずな

んですよ。ところが、今聞いていると、みんな、あれ、そんなものあったかなという顔

をしている。経年変化でもってアンカーボルトが腐食してしまったのですか。こういう
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ことはやっていないのですか、今。

町長は、そういう雰囲気を抑えるために、私たちのところではこうやって今、予算を

やっていますよと、それはそのとおりなんです。それはよくわかっているのです。そう

やってやっているのはわかっている。今、その中の施設に関して、そういうような日常

から維持補修を考えための、いわば台帳制度ですね。それをやっているという話だった

んだけども、今はそれは動いていないんですか。

●委員長（中川委員） 建設課長。

●建設課長（高谷課長） 今、委員おっしゃるように、私の記憶では、私が元建設課、工

営課にいたときに、そういった書式も作りまして、そういったご意見があって、各課所

有について、各課でそういった点検項目も含めて毎年調査しなさいということで、やり

ましょうということで、私もやっていました。

当然、それにつきましては、私もあちこちの課を渡ったときに、それがなされている

かも確認しながら、私も点検、調査をしながら、各課に、それは当然やるということで

指示をしておりますので、そういうご理解でいただきたいと思います。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 指示を出しているのはわかりました。

一番これが有効に使われるのは予算折衝なんですよ。予算折衝のデータとして、こう

いうものが活用されなければならないというと、みんなやるんです。作っておきなさい、

自分のところの手控えにしておきなさいというだけでは、やってもやらなくても大した

問題じゃないんですよね。だけども、予算折衝の資料としてこれを出しなさいという状

況になれば、これはみんなやっぱりきちんとやりますよ。これはきちんとやらなかった

ら意味がないです。打検をやっていなかったのと同じですからね。予算折衝のときに、

これは使っているのですか。

●委員長（中川委員） まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） どちらかというと、投資的な経費の部分にかかわる

部分もあるものですから、３カ年実施計画の調整というのを９月から始めております。

今、その中間的な取りまとめが終わったところでございますけれども、各担当のほうか

ら、そういった台帳をもとにしながら、あるいは年次ごとの点検をしながら、外壁の補

修であるだとか、屋根であるだとか、そういったものを含めて要求は上がってきます、

３カ年のほうで。ただ、いかんせん、いろいろな需要がある中で、限られた財源という

中では、耐用年数からいうと過ぎている。だから、そろそろ交換しないといけないんだ

という話も当然聞くわけでございます。

しかし、もうどうしようもない状況になっているものに、当然、事業特化しなければ

いけないという中では、その中でどうしても優先順位を決めざるを得ないと。更新時期
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を迎えていても、今、例えば屋根であれば、何年たったのだから、もう塗装をしなけれ

ばいけないといっても、実際に雨漏りをしていない状況であれば、それを次年度以降に

回していただけないだろうかというような、当然調整というものも入ってくるものです

から、各原課が、そういう手続によっても、その要望に十分応える状況にはないと。結

果的に、先ほど所長がご答弁申し上げたような、 終的な判断は町長のほうで行われる

という状況になっているところでございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 どうも言っていることがよくわからないんでね、私、そんな一般論を聞いて

いるんじゃないんですよ。具体的にこういうものを作って、その資料に従ってやってい

るか、それだけですよ。耐用年数が過ぎたからとか、そんな話じゃないですよ。そんな

ものはわかっていることだもの。だけども、予定したものがそれより前に傷んできたら、

はっきり、それをデータとして出せばいいわけでしょう。そういうこともやられていま

すかということを言っているの。やられているのでしょう。それだけです。

●委員長（中川委員） まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（湊谷課長） 申しわけございません。各原課のほうでは、そうい

う台帳に基づいて、そして、そういった予算要求等々に当たっては、またさらに現場を

確認した中で要求されているという状況でございます。

●委員長（中川委員） ほかに、総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

（「委員長」と呼ぶ者あり）

●委員長（中川委員） 休憩します。

午後５時19分休憩
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午後５時19分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

（南谷委員「議事進行」と呼ぶ）

●委員長（中川委員） 南谷委員。

●南谷委員 皆さんに、時間も押していますので、特別会計、企業会計については、議運

で款、項、目というふうに進めるということになっていたんですけど、皆さんに確認し

ましたら、款でいいのではないかという意見が多いので、皆さんに諮っていただいて、

款で、もしよければ進めていただきたいんですが。（地震により中断）

●委員長（中川委員） 休憩します。

午後５時20分休憩

午後５時30分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

お諮りいたします。

先ほど議運の委員長から申し出がありまして、時間がこのように進んでいますので、

これからの審査を款でいったらどうでしょうということですので、よろしいでしょうか。

議案第67号からは款で進めてまいりたい。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） そのように、では、進めてまいります。

次に、議案第67号 平成24年度厚岸町国民健康保険特別会計補正予算を議題とし、審

査を進めてまいります。

第１条の歳入歳出予算の補正。

３ページ、事項別明細書をお開き願います。

４ページの歳入から進めてまいります。

４款国庫支出金。

７款道支出金。

９款共同事業交付金。

10款繰入金。

12番、室﨑委員。
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●室﨑委員 10款繰入金の一般会計繰入金ですけども、昨年から比べると、大分数字が大

きくなっているような気がするので、まずその比較なんですが。まず、それについてちょっ

と説明いただきたい。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） お答えさせていただきます。

昨年と比べて額が大きくなっている、今現在での数字ということでよろしいでしょう

か。（地震のため中断）

●委員長（中川委員） 休憩します。

午後５時33分休憩

午後５時34分再開

●委員長（中川委員） 再開します。

では、続けさせていただきます。

今現在で、まだ確定した数字ではございませんけども、まず、医療費のほうが、今の

ところ３月から９月までの７カ月分の支払い状況がわかっているということで、残る５カ

月分につきましては、まだ請求が来ていませんで、ちょっとまだわからない状況にござ

います。それと、収入のほうにつきましても、まだ確定しておりませんので、わからな

い。

それで、どうしても安全策をとりまして、ちょっと多目に見ているというのもござい

ますし、前年からの繰越金もちょっと年々減っている状況にありまして、そういうもの

も含めまして、前年とかに比べてちょっと額が大きくなっている状況にはございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 昨年は、当初予算は今年度から見ると約１億円ぐらい少なく見積もっていた

んですよね。途中で足し足しやっていって、 終的には２億4,700万円、２億5,000万円

ぐらいのところで決算ということになりましたよね。今回は、 初に前年度より１億円

多く見積もって入れて、そこから今、500万円近く下げたわけです。そうすると、今ので

まだまだ不確定要素があるということですが、大体流れから見て、昨年度と同じ程度の

一般会計からの繰入金で終わりそうだというふうに見ておけばよろしいんですか。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） 先ほども申し上げましたが、まだちょっと不確定な要素はたく

さんございます。
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それで、医療費のほうは一応、昨年に比べますと約3,700万円ほど、今現在で少ない状

況ではあるのでございますが、少ないと入ってくる額も少なくはなりますけども、ただ、

これから冬場を迎えるということで、例年、冬場はどうしても、産業構造上、入院する

方も多いという状況もありまして、3,000万円、4,000万円くらいですと、何人か大きな

ちょっと手術とかをした場合にはすぐ到達してしまう数字でもあります。今のところ去

年並みにおさまるかなというような見方はしておりますけども、あくまでもまだ不確定

な状況でございます。

●委員長（中川委員） 12番、室﨑委員。

●室﨑委員 そうすると、一昨年から比べれば去年が、去年から比べればことしが、何か、

予算書を見ていると増えてきているような感じがあるんだけども、現在の状況の中では

とりたてて違いはないと。増えてきているのは、繰越金がやせ細ってきている分、繰入

金が増えていかざるを得ないというところが違うんだというふうに押さえておけばいい

わけですね。

●委員長（中川委員） 町民課長。

●町民課長（板屋課長） 委員おっしゃるとおりでございます。

●委員長（中川委員） ほかに、繰入金、ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、歳入を終わります。

歳出に入ります。

１款総務費。

２款保険給付費。

７款共同事業拠出金。

８款保健事業費。

９款諸支出金。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳出を終わります。

総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。
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お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、議案第68号 平成24年度厚岸町簡易水道事業特別会計補正予算を議題とし、審

査を進めてまいります。

第１条の歳入歳出予算の補正。

３ページの事項別明細書をお開き願います。

４ページ、歳入から進めてまいります。

２款使用料及び手数料。

４款道支出金。

５款繰入金。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳入を終わります。

歳出に入ります。

１款総務費。

２款水道費。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳出を終わります。

総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、議案第69号 平成24年度厚岸町下水道事業特別会計補正予算を議題とし、審査

を進めてまいります。
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第１条の歳入歳出予算の補正。

３ページの事項別明細書をお開きください。

４ページの歳入から進めてまいります。

５款繰入金。

６款諸収入。

（な し）

●委員長（中川委員） 歳入を終わり、歳出に入ります。

１款下水道費。

３款公債費。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳出を終わります。

総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、議案第70号 平成24年度厚岸町介護保険特別会計補正予算を議題とし、審査を

進めてまいります。

第１条の歳入歳出予算の補正。

３ページの事項別明細書をお開き願います。

４ページの歳入から進めてまいります。

３款国庫支出金。

４款支払基金交付金。

５款道支出金。

７款繰入金。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳入を終わり、歳出に入ります。
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１款総務費。

２款保険給付費。

４款地域支援事業費。

７款諸支出金。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳出を終わります。

総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、議案第71号 平成24年度厚岸町介護サービス事業特別会計補正予算を議題とし、

審査を進めてまいります。

第１条の歳入歳出予算の補正。

３ページの事項別明細書をお開き願います。

４ページの歳入から進めてまいります。

１款サービス収入。

８款繰入金。

９款諸収入。

（な し）

●委員長（中川委員） 歳入を終わり、歳出に入ります。

１款サービス事業費。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳出を終わります。

総体的にございませんか。

（な し）
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●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、議案第72号 平成24年度厚岸町後期高齢者医療特別会計補正予算を議題とし、

審査を進めてまいります。

第１条の歳入歳出予算の補正。

３ページ、事項別明細書をお開きください。

４ページの歳入から進めてまいります。

３款繰入金。

（な し）

●委員長（中川委員） 歳入を終わり、歳出に入ります。

１款総務費。

２款後期高齢者医療広域連合納付金。

（な し）

●委員長（中川委員） 以上で歳出を終わります。

総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、議案第73号 平成24年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計補正予算を議題

とし、審査を進めてまいります。

第１条の歳入歳出予算の補正。
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３ページの事項別明細書をお開きください。

４ページの歳入から進めてまいります。

１款サービス収入。

９番、南谷委員。

●南谷委員 １款サービス収入でお尋ねをさせていただきます。

補正額マイナス433万円計上になっているのですけれども、ことしの４月から始めた事

業でございます。なぜマイナスになったのか、当初予算とどうなったのか、この辺の事

情、背景についてお尋ねをさせていただきます。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） お答えいたしたいと思います。

当初予算では平均19名程度の入所数を４月から見込んでおりました。なお、サービス

費の単価としましては、１人当たり、釧路管内の平均的なところ、9,000円を見込んでお

りましたが、入所者数につきましては、前半について、入所者数はありましたけれども、

入院施設等への入院ですとか、それから心和園への入所ですとか、大変動きの激しい中

で、入所見込みよりも入所者数が減ったという前半の実績がありました。

後半につきましては、今現在19人ほどで推移しておりますので、見込まれた人数のほ

ぼ内ということで推移しておりますが、前半の見込み数の減少の影響を受けまして、今

回の補正の減額となった次第でございます。

●委員長（中川委員） ９番、南谷委員。

●南谷委員 そうしますと、４月から始まっている、そこはスタートは同じなのですね、

予算計上はね。だけど、４月から始めたんだけど、前半戦、心和園との行ったり来たり

の問題もあって、現在では19名満床になって稼働しているんだけども、その分が主に433

万円という理解でよろしいんでしょうか。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） 入所者数の減もありますし、それから、逆に単価の増とい

うのもあります。それを差し引いて、今回の減額補正となってございます。質問者がおっ

しゃる、大体そのような内容になっております。

●委員長（中川委員） ９番、南谷委員。

●南谷委員 いや、もう少し、せっかく聞いているんだから、増減がこのぐらいで、こう

だとかという話、増減もありますと今初めて言われると、減った分だけが433万円なのか

なと。単純に、さっき言ったように、ある程度出してきちっと教えてもらわないと、増
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減の数字、もうちょっときちっと、正確に教えてください。合わせてこうだよと言われ

たって、何回も何回も同じことを聞くのも嫌だから。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） 内訳でございますが、これからの見込みも含めまして、人

数では21％、1,480人ぐらいが落ちます。その分1,540万円ほど。単価の増が１人当たり990

円ぐらい上がっております。19.2％。この分で、上がった分として1,100万円ほど。端数

は、ちょっと整理させてもらいます。総体、差し引きで432万9,000円ほどの減というこ

とになります。

●委員長（中川委員） ９番、南谷委員。

●南谷委員 済みません、何回も。

そうすると、当初の計画よりも、現時点では当初計画したサービス事業が円滑に進ん

でいるという理解をさせていただいたんですが、やってみて、実際にどうだった、初め

ての事業でございますから、私も期待しているものはありましたし、町民の反応や、そ

れから、この事業に着手されて、当初計画されていたサービス収入というものは、今後、

当初思っていたとおりいくのかどうか、その辺、再度確認をさせていただきます。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） 確か、質問者、この事業の当初の説明をさせていただいた

ときに、周知の状況も含めて不十分ではないかというお話がありました。我々、呼ばれ

るところに行って、施設の内容を説明をさせていただきましたが、やっぱり十分でなかっ

たという面がありまして、４月から８月ぐらいまで、入所者がありましたけれども不安

定な状況にあったと。その間の目減りが大変大きくて、今後の、今は19床、それから、

来週はもう２名入りまして、21名ですか、そういう状況にはなってきて、ほぼ満床に近

いような状況で、当初予算に近い数字で推移していくと思われますが、今後は、そういっ

たことで、かえって調整が大変になるのではないかなとは思っておりますが、やっぱり

周知の不足、あるいは、どれぐらい預かってもらえるのかとか、それから、所得に応じ

て金額がかなり違うという不安もありまして、相談はたくさん受けましたが、なかなか

入所に至らなかったという面はあったのかなというふうに思っております。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほかにありませんか。１款サービス収入。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、進みます。
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９款諸収入。

（な し）

●委員長（中川委員） 歳入を終わり、歳出に入ります。

１款サービス事業費。

６番、堀委員。

●堀委員 新規の事業なので、私もお聞きしたいと思うんですけれども、この施設に入り

たいと、申請を上げてから実際に入所決定を受けるまでの標準的な事務処理期間という

か、決定までの期間は何日ぐらいかかるのでしょうか。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） １週間程度あれば入所できると考えております。ただし、

さまざま、来月からとか、年が明けてからという人もたくさんおります。そういう意味

ではばらばらな状況だと言えると思います。

●委員長（中川委員） ６番、堀委員。

●堀委員 私のところには、一度行って、入りたいのだと言ったんだけども、すぐにいい

よという返事がもらえなかったのだと。私も、いやいや、あそこはあいているはずです

よねというような話の中でしたんですけど、何か判定会議みたいなものがあって、それ

を経なければ入所が許可されないのだとかというような話もされていたのですけれども、

申請者にはどのような説明というものをしているのか。そういう判定会議とかという、

中段の何か、認可するためのものがあるのでしょうか。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） その方の、今の例えばお持ちの疾病の状況ですとか、それ

から介護度ですとか、さまざまなやっぱり、聞き取り調査も含めて、書類審査も含めて、

判定会議というものが内部にあります。これは主治医の情報も含めて、それをいただい

た中で、いつから入れるよとか、そういった判定会議を経た中で入所を決定していくと

いうことですので、あくまでも、申し込みがあって書類が整って、１週間程度あれば判

定会議を開いて、入所の許可が出せるというふうに考えてございます。

●委員長（中川委員） ６番、堀委員。

●堀委員 その判定会議の結果を見なければ入れるかどうかわからない。ただ、実際には

比較的健常な方とかも入れるのかな。そういった中では、入りやすいところなのかなと
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いうふうに私方だと思っていたのですけれども、その相談があって、私もすぐにちょっ

と聞いてみたんですけれども、今度は判定会議がありますよ、判定会議がいつあるのか

ということは言われなかったのですけれども、少なくともこれはサービス事業なんです

よ。といったときにはやっぱり、申請者側、申請者は、この場合はお年寄りの方が入る

ので、その申請者は家族とかになるのだけれども、十分な説明をしていただきたいと。

信頼を得るというものもやっぱり必要でしょうから、やはりそういうものは怠りなくやっ

ていただきたいなというふうに思うのですけれども、どうでしょうか。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） 実際に入所申込者があったのは、これまで63名がありまし

て、その中で入所判定の会議で不承認になった方は３名しかおりません。といいますの

は、大変痴呆症の度合いが大きいということで、当初、説明の中で、23床の 低限の人

員体制でやるということですし、安全上、どうも夜とかの安全の確保が見込めないとい

う方についてはお断りした経緯がありますが、今、３名ということですから、ほぼ皆さ

んの入所に対する申し込みには応じているということですし、申し込みの要件といいま

すか、そういった取り扱いの中身については、ぜひ、相談員がいますので、電話で直接

お聞きしていただくか、来られるか、対応には、十分説明に当たっているつもりではあ

りますが、今後も説明については十分行っていきたいというふうに思います。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほかにありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、歳出を終わります。

総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認め、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いた

しました。

次に、議案第74号 平成24年度厚岸町水道事業会計補正予算を議題とし、審査を進め

てまいります。
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１ページの業務の予定量の補正です。

次に、３ページ、収益的収入及び支出。

９ページをお開き願います。

収益的収入から進めてまいります。

１款水道事業収益。

（な し）

●委員長（中川委員） 収益的収入を終わり、支出に入ります。

１款水道事業費用。

９番、南谷委員。

●南谷委員 実は、１款水道事業費用、１項営業費用ですか、２目配水及び給水費、補正

額の328万8,000円、修繕費236万9,000円、配水管の修理という計上がなされております

が、まず、この内訳、どこの、どういう修理をされたのか、お尋ねをさせていただきま

す。

●委員長（中川委員） 水道課長。

●水道課長（常谷課長） 配水管等の修繕の増でございます。

まず、大きいところで厚岸大橋の添架化、これの空気を管から抜くための弁がありま

すが、これを空気弁と言います。空気弁を乗せている架台部、ここの腐食が著しいとい

うことがわかりましたので、これはまだやっておりません。この後すぐやる予定です。

これが128万円ほどかかるということでございまして、今、大橋、補強で仮設がされてお

ります。あれを利用させていただいて、早急にやるということでございます。

それから、宮園１丁目の配水管、200ミリの管の仕切弁の開閉がうまくいかない部分が

現出しまして、これが99万8,000円。

そのほかは、修繕費は、総体で、配水管が236万9,000円、20節修繕費、これが配水管

等の修理の主なものでございます。そのほかに、委託料、個別調査委託料で111万5,000

円の増となっておりまして、その他減もありまして、総体的に配水及び給水費が328万

8,000円の増になったものでございます。

●委員長（中川委員） 南谷委員。

●南谷委員 ここの236万9,000円についてはわかりました。

款でやっているもので、ちょっと僕、探せないのですけれども、たしか白浜の配水管、

海に面している、偕楽というのですか、あそこの下の配水管の沖の離岸堤がなくなって

いる場所の工事、この費用というのはどのくらいかかっていますか。

●委員長（中川委員） 水道課長。
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●水道課長（常谷課長） こちらのほうは、１目の原水及び浄水費192万3,000円の補正を

計上させていただいておりますが、こちらの、また、20節で修繕費というのがございま

す。ここが182万8,000円。浄水場他施設修繕となっておりますが、今ご質問いただいた

部分は、浄水場から配水池までの送水管がありますので、この原水及び浄水費に入るも

のでございます。

ご質問していただいたとおり、白浜海岸、旧国道で、今は町道、門静に白浜のほうか

ら向かっていくところに送水管が埋設されておりまして、ここが嵐で海岸が侵食されて、

すぐ送水管のそばまで来たということで、波浪による侵食。防護のため、大型土のうを

積みましたのが56万7,000円かかっております。

そのほか、この部分は、そのほかの水質計測機器の修理とかございますけども、今ご

質問のあった送水管についてはその程度でございます。

●委員長（中川委員） ９番、南谷委員。

●南谷委員 そうしますと、送水管のほう、白浜の関係、確か僕も現地に行ってみたので

すよ。どんな状況なのかなということで行ったんですけれども、この前の低気圧でも、

あそこはちょうど、白浜の干場と鉄道の護岸の切れ目なんですね。そして、ちょうど鉄

道の下を通って配水管が、５本ぐらい柱が立っているのですけれども、300ミリの切り替

弁がありますよということで、道路も含めて海まで13メーターぐらいあるのかな。ここ

に、今、異常気象で沖の離岸堤もないところで真っすぐ太平洋から波が押し寄せている

と。道路１本しか支えがない。過去に、あそこに護岸が打ってあったのですよね、きっ

と。あれも埋没しちゃって、余り効力を発していない状況にありました。

もし、この配水管が破損してしまった。異常事態に陥る可能性は、僕は近い将来ある

と思って見てきたんですけれども、もしそんな事態になったら、どのような影響が町に

あるのでしょうか。

●委員長（中川委員） 水道課長。

●水道課長（常谷課長） 門静の浄水場からの配水池までの送水がそこで寸断されてしま

うということになります。

●委員長（中川委員） ９番、南谷委員。

●南谷委員 そうすると、厚岸町内の全戸の水道がパンクしてしまう状況に陥るのですよ

ね。ですから、昔の道路のまま配水管が、道路を新設したときに、上に走っていないで、

あそこから切りかえたままになっていると。今の現地を確認したのですけれども、それ

より向こうは鉄道の護岸できちっと擁壁のように囲ってあるのですけども、この切り替

の、鉄道の下を通っている配水管のところだけ何も防護されていない状況にあるのです

よね。今のままであれば、近い将来大変な事態に陥るのではないのかなと。町としてど
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のように考えて、今後どうされるのでしょうか。

●委員長（中川委員） 水道課長。

●水道課長（常谷課長） 実は、 初に海岸の侵食があったのが昨年度でした。ことし、

そのときに大型土のうを積み増ししたわけでございますが、昨日からの強風、今朝も職

員が見て回りまして、今回はしっかり大丈夫だということで、平成23年度、昨年度にこ

の現象があったときに、恒久的な対策としては送水管を移設することが必要だと。試算

しましたら、約4,000万円かかるということで、すぐの対応がなかなか難しいということ

で、応急的に土のうで対策を講じるということで、かなりの数を積みましたので、また、

ことしの場合はそれが数個落ちたということで、56万円程度で済んでおります。

土のうが全ていくというのは、なかなかまた、当面は大丈夫だろうと考えております

が、水道の財政収支の計画もありますので、その中で、将来的には移設の方向で、この4,000

万円の捻出の方法もまた考えなければならないなと。ちょっと頭の痛い、料金を改定さ

せていただいた直後にこういったことがまた出てくるということで、非常に苦慮してお

ります。そういう状況でございます。

●委員長（中川委員） ９番、南谷委員。

●南谷委員 確かに、私も見た限りでは、今すぐという問題ではないのでしょうけども、

やはり、門静からこっちに来ている大事な送水管が、今のままでは、この異常気象の時

代、水が一気に、土砂崩れで道路が全く、今、擁壁がない状況のままでは、やっぱり将

来的には大変な問題になりかねないなと。なっては大変なので、やはり、聞きましたら、

守るものがないということで、鉄道があそこをやってくれればいいのですけれど、そう

もいかないだろうし、非常に難しい問題だと思うし、水道会計だけでは解決できない問

題もあると思うので、町としてやっぱり、支庁、振興局を含めて、国に何らかの対応を

やっぱり、手だてを打っていかなければならない部分ではないのかなと感じます。いか

がでしょうか。

●委員長（中川委員） 水道課長。

●水道課長（常谷課長） 大変ご心配をいただいてありがたいと思います。

私どもも、この事態が生じたときに、まず海岸保全、何とかしていただけないかとい

うことでお願いしました。ただ、その時点では、なかなか北海道も、財源がないという

ことと、まず、第一義的に、おっしゃるとおり守るものが何かということが大事になる

ということで、まず水道管があって町道があってＪＲの線路なのです。看板もございま

せんし、道としてはなかなか難しいと。ただ、そういった中でも何か方策はないかとい

うことでは、町の産業振興課を通じていろいろお願いをしているところでございます。

それと、ＪＲについては、自分たちはやるべきことはやっているということでござい

ますし、あと、町の中の町道管理者についても、一応協議して、今の段階では、まだ町
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道までそういう被害が及ばないので、水道のほうでやってくれと。ただ、今回だけでな

くて、ちょっと崩落した場所があったのですけど、そこは町の自前の、建設課のご協力

で補修している部分もありますので、そこはご協力いただきながら今後もやっていきた

いと思います。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

10番、谷口委員。

●谷口委員 今の問題なんですけど、やっぱり一番の根本問題にたどっていかなければだ

めだと思うんですよ。あそこは、以前は国道が線路の南側を走っていたんですよね。そ

れから、それ以前は、線路はもっと海側にあったんです。ところが、侵食が進んで、あ

あいう状況に今はなって、国道はさっさと山の上に逃げてしまうというような状況です。

どうしてあそこはあんなに侵食が進むかということは、一番大きい問題は、私は、も

う相当昔の話ですけど、釧路の築港を建設するときに、あそこから砂をとれるだけとっ

て、釧路の築港、築港ってわかるかな。釧路の南のほうにある、米町の裏側にある港な

んですけれど、それを造るときに、あそこから船で運んでいって港を造ったんです。そ

れが一番大きな原因なんですよね。

それをとったのは、民間がとったのか、国がとったのか、どこがとったのか私は正確

にはわかりませんけれど、そういうことがずっと重なってきて、結果的に今のような状

態になっているのです。ですから、厚岸町だけが大変な思いをするというのは、やっぱ

り、そういう歴史もきちんと押さえた上で、国、道にも、それに対処するための応援を

いただくような方策をとっていかないと、先ほど4,000万円も金がかかるというようなお

話をされておりましたけれども、私はやっぱり、今のような震災の問題、津波の問題、

いろんなことを考えると、ルートを変更することを早急にやっぱり考えていかなければ

ならないのではないのかなというふうに思うんです。そのためには、やっぱり、きちん

と、今までどういう経過があったのかも含めて、押さえた上で次の事業に進んでほしい

なと。要するに、言ってみれば旧海軍の施設を譲り受けながら、それを改良して今に至っ

ているわけでしょう。そういうことをやっぱりきちんとつかまえてほしいんですよ。ど

うなのでしょうか。

●委員長（中川委員） 水道課長。

●水道課長（常谷課長） 送水管については、海軍とは関係なく、第３次の拡張で布設し

たものでございます。

あと、質問者おっしゃる部分については、水道だけでは対応できない部分があります

ので、町の他部局の、町全般のご協力をいただきながら、私どもとしては対応したいと

考えております。

●委員長（中川委員） ほか、ありませんか。
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（な し）

●委員長（中川委員） なければ、収益的支出を終わります。

次に、11ページの資本的収入及び支出です。

始めに、資本的収入に入ります。

１款資本的収入。

（な し）

●委員長（中川委員） 収入を終わり、支出に入ります。

１款資本的支出。

ございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 資本的支出、終わります。

２ページにお戻りください。

２ページの議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正です。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、議案第75号 平成24年度厚岸町病院事業会計補正予算を議題とし、審査を進め

てまいります。

１ページの２条、業務の予定量。

ありませんか。

（な し）
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●委員長（中川委員） なければ、３条、収益的収入及び支出。

（な し）

●委員長（中川委員） 11ページをお開きください。

収益的収入から進めてまいります。

１款病院事業収益。

９番、南谷委員。

●南谷委員 この２項まで行っちゃうんですよね。２項の５目負担金交付金まで。ここで

お尋ね……。

●委員長（中川委員） はい。款ですから行きます。

●南谷委員 193万1,000円補正で、合計で973万8,000円のトータルになるよと。この内訳

が介護老人保健施設事業運営管理共通経費負担金と、長い名前ですね。これなんですけ

ど、きょうは質問いたしません。決算のときに、病院事業と当然案分していると思うん

ですよ、この内訳は。按分した内容について、資料を将来、決算化、３月で数字がもし

決まれば、終わり切らないのであれば決算のときに、この973万円が３月でまた変わるで

しょうから、その内訳について、全体と病院と、この案分の内訳を請求したいのですが、

よろしいでしょうか。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） 決算の時点でお出しすることとしたいと思います。

●委員長（中川委員） よろしいですか。

ほかに、収益的収入でありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、終わります。

収益的支出に入ります。

１款病院事業費用。

６番、堀委員。

●堀委員 １款、１項、１目の給与費、医療技術員というところで、技術員の確保対策と

いうことでお聞きしたいのですけれども、先だって北海道新聞なりに薬剤師の募集が載っ

ておりました。それ以外にも病院の医療技術員の募集というのは、都度、看護師とかい
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ろいろと載った中で、病院側としても医療技術員の確保といった中では常に苦労されて

いるのだなというふうにご推察します。

それで、薬剤師の関係なんですけれども、何か、聞くところによると、現在２名のう

ち１名が来春で定年といった中で、そのために今から募集もかけてのということらしい

んですけれども、まず確保の見込みについて教えていただきたいと思います。

●委員長（中川委員） 病院事務長。

●病院事務長（土肥事務長） ちょっと経過も含めてお話をさせていただきたいと思いま

す。

今回の募集につきましては、定年退職補充ということで、早くからこれは、我々は計

画しておりました。内々に動いたのも去年からという状況です。

なぜかと申しますと、薬剤師につきましては、2006年からの入学の学生につきまして

は、４年制大学から６年制になったと。この差が２年間ありまして、大変資格者不足に

見舞われてしまったと。これは日本全国です。早くからこれは対応しなければ、なかな

か確保は難しいだろうということで、もちろん今の薬局長なのですが、早くから相談を

させていただきながら、関係大学、それから薬剤師関係の仲間ですか、そちらのほうに

アンテナを広げて、さまざまな情報を得ながら、即戦力になり得る人材はいないかと。

しかも２年、３年ではなくて、厚岸から入学した方、卒業した方を含めて、ぜひそういっ

た長期で勤めていただける人がいないかということで、さまざまに取り組んできました

けれども、今言ったとおり、釧路管内でも相当な人材不足ということもありまして、聞

くところでは、釧路の総合病院では７名から８名、来年の春に採用予定だとかというこ

とも聞いております。

そういったいろんなネットワークを通じながら取り組んできましたけれども、なかな

かそういった方がいないということで、当然、 後には公募はしますけれども、今回、

各広報誌も含めて、ホームページも含めて公募をしておりますが、まだ、締め切りは20

日ということですが、今の段階ではそれに応じてこられた方はいないという状況であり

ます。

見込みでありますが、まだ、ぎりぎり３月までということもある中では、いろんなそ

ういうアンテナを張りながら、実は、私も関係する大学に出向くなり問い合わせをして

おります。そういった中で全力で、何とか確保に向けて取り組めたらというところでご

ざいます。

●委員長（中川委員） 堀委員。

●堀委員 そうすると、まだ確保の見込みが立っていないと。そうしたときに、じゃ、来

春以降１名となってしまったときに、病院の運営上どのような影響というものが出てく

るのでしょうか。

●委員長（中川委員） 病院事務長。
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●病院事務長（土肥事務長） まだ締め切りも終わっていませんので、決して諦めており

ませんし、来年２月、３月を含めて、いろんな方に、問い合わせを含めて取り組んでい

きたいとは思いますが、場合によっては、４月段階での採用は図られないかもしれませ

ん。そういった場合は、募集を諦めることなく、随時募集を継続しながら、補助者を含

めて手当てしながら、対応できるところを対応すると。

病院の施設基準としては、１名いれば、とりあえずは今のところは院外薬局の対応に

なっておりますので、施設基準としては特に抵触するとか違反するとかということがあ

りませんけれども、私どもは入院施設も持っておりますので、やっぱりそこは時間で使

い分けるとか、あるいは補助者を含めた中で、外来の投薬については少し時間を限らせ

てといいますか、区分させていただきながら対応しながら、その合間合間を見計らって

入院部分に対応するとか、とりあえずそういったつなぎをしながら、４月段階であれば

５月とか、途中ででも確保できるような取り組みも進めるしかないかなというふうに今

現在では考えております。ぜひ、そういった、知り合い等々で応募していただけるよう

な方がいらっしゃれば、お知らせしていただければと思います。

●委員長（中川委員） ６番、堀委員。

●堀委員 そうすると、このまま４月まで確保ができない中では、そういういろんなやり

くりの中では何とかなるかもしれないけれども、それだってやっぱり、ずっとというふ

うにもやはりならないでしょうから、やはり何とか、医療技術員の確保といった中では

頑張ってもらいたいなというふうに思います。

それで、私、町長のほうにもお願いしたいのはやはり、釧路管内はどこの病院もやは

り医療技術系、看護師もそうですけども、不足というものが常に、どの病院でも叫ばれ

ていると思います。釧路の総合病院とかであれば、自前の看護学校とかもある中では、

お礼奉公とかもあった中での確保というものは比較的容易なのかもしれませんけれども、

そうしたときに、釧路管内に４年制の医療技術系の大学の誘致とかも、これは管内とし

て、やはり進めていただきたいなと。

例えば解散前に文部科学大臣が不認可問題というものもあったのですけれども、あれ

は札幌のほうの看護系の大学ですけれども、札幌のほうに幾ら大学ができても、こちら

のほうにまで人材が来てくれるかというと、実はそうじゃない。看護師についても７割

は札幌で就職してしまうというような状況の中では、札幌に幾ら大学ができても地方に

全然回ってこないといった中では、地方のやはり医療技術系の学校というものをやはり、

自分たちでやはりもっと造り、運営していく。それをやっぱり、当然、１町村ではでき

ませんから、管内の中で、公立大学もあるようなものと同じような中では、やはり、やっ

ていってもらえないかなと。

恐らくそういう話というのは、管内の中で何回も立ち上がっては、また何回も立ち消

えにもなっている話かとは思うんですけれども、それでも諦めずに、またまた何回でも

何回でも立ち上げて、何とかいつかは４年制の技術系の大学というものを釧路管内に誘

致をできた中で、厚岸町からの将来有望な若者たちもそういう大学に進んだ中で、厚岸
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町の病院とかでも働けるような、そういうようなものをぜひ考えていってもらいたいな

と思うんですけれども、いかがでしょうか。

●委員長（中川委員） 町長。

●町長（若狹町長） お答えをさせていただきます。

まず、前段の病院経営の中の人材確保、これは経営だけじゃなく、医師、看護師、技

師、人材確保に大変苦労しています。これは、厚岸町のみならず地域医療の大きな悩み

でございます。はっきり言いまして、存立にかかわる重大な課題としてのしかかってき

ているわけであります。

しかしながら、厚岸町立病院は、大幅な赤字を抱えながらも、皆さん方のご理解をい

ただいて、病院運営をいたしているわけでありますが、大変、現段階では、将来どうな

るだろう、心配だらけであります。しかしながら、地域住民の命と健康を守るという重

大な使命がございます。人材確保についても、さらに頑張っていきたい、そのように考

えます。

また、ご承知のとおり、かつては釧路にも医大を誘致すべきであるということで運動

した経緯もあるわけでありますが、国の施策として、都道府県には１病院しか設立をし

ないということで、結果的には旭川に医大ができたという経緯があるわけであります。

一方、今日、私見でありますが、開発期成会の中でも、ぜひ釧路に改めて、医大なり、

また、現行の大学の中で医療関係の併設した大学ができないのかとかいうような意見を

強く申し上げておりますので、さらに、やはり大学病院が近隣にあると、それは必ず地

域医療に役に立つ、そういう私は信念を持っております。

そういうこともございますので、今のご意見をさらに大事にしながら運動を展開して

いきたい、かように考えます。

●委員長（中川委員） ほかに、収益的支出でありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、収益的支出を終わります。

13ページをお開きください。

資本的収入に入ります。

１款資本的収入。

（な し）

●委員長（中川委員） 次に、資本的支出に入ります。

１款資本的支出。

ありませんか。
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（な し）

●委員長（中川委員） 資本的支出を終わります。

３ページにお戻り願います。

３ページの第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費です。

ございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 次に、６条の他会計からの補助金。

ありませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） 総体的にございませんか。

（な し）

●委員長（中川委員） なければ、以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、原案のとおり可決すべきものと決するに異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

●委員長（中川委員） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

以上で、平成24年度各会計補正予算審査特別委員会に付託されました補正予算10件の

審査は全部終了いたしました。

よって、平成24年度各会計補正予算審査特別委員会を閉会いたします。

どうも協力ありがとうございました。

午後６時30分閉会

以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。

平成24年12月７日

平成24年度各会計補正予算審査特別委員会

委員長
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